
■
資 料

旧
韓
末
に
お
け
る
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の

外
交
史
的
研
究

洪

淳

鎬

岩

谷

十

郎
／
訳

田

中

佑

季

〔
訳
者
は
し
が
き
〕

一

こ
こ
に
、
洪
淳
鎬
氏

旧
韓
末
に
お
け
る
外
国
人
法
律
・
外
務

顧
問
の
外
交
史
的
研
究

（
原
題

舊
韓
末
外
國
人
法
律
・
外
務
顧

問

外
交
史
的
啁

）
を
訳
出
す
る
。
本
論
稿
は
韓
国
の
雑
誌

月
刊
朝
鮮

（
朝
鮮
日
報
社
）、
一
九
八
〇
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
、

上
下
二
段
に
組
ま
れ
た
紙
面
に
し
て
、
同
右
誌
二
二
八
頁
か
ら
二
七

〇
頁
に
至
る
、
総
合
雑
誌
掲
載
の
記
事
に
し
て
は
か
な
り
大
部
な
も

の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
全
訳
を
掲
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
訳
者
に
お

い
て
本
論
稿
訳
出
の
意
義
に
つ
い
て
手
短
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

二

本
論
稿
に
お
い
て
洪
氏
は
、
一
八
七
六
年
の
日
鮮
修
好
条
規

（
江
華
島
条
約
）
に
よ
る
開
国
以
来
の
李
氏
朝
鮮
の
対
外
姿
勢
を
、

伝
統
的
な
事
大
交
隣
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
国
際
政
治

へ
の

転
換
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
具
体
的
な
外
交
史
的
展
開
を
大
韓
帝

国
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の
交
替
の
系
譜
と

し
て
描
写
す
る
方
法
論
を
採
用
し
て
い
る
。

洪
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
の
日
本
に
よ
る
韓
国
併
合
に
至
る

ま
で
の
旧
韓
末
期
に
お
け
る
政
府
の
外
交
姿
勢
は
一
貫
し
て
、
対
外

交
渉
の
当
事
者
性
に
薄
く
、
極
め
て
受
動
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

れ
は
、
近
代
国
際
法
の
解
釈
や
外
交
交
渉
な
ど
の
重
要
な
場
面
で
、

外
国
人
顧
問
の
分
析
や
助
言
に
多
く
を
依
存
し
た
た
め
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
旧
韓
末
政
府
に
招
聘
さ
れ
た
西
洋
外
国
人
ら
の

推

薦
・
任
命
・
解
任

の
過
程
の
探
求
は
、
近
代
韓
国
政
治
外
交
史
の
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核
心
的
な
部
分
を
解
明
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

洪
氏
の
論
稿
は
、
韓
国
内
外
の
外
交
文
書
を
一
次
的
な
資
料
の
典

拠
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
本
稿
執
筆
時
に
は
韓
国
学
界
未
見
の
数

多
く
の
未
公
開
文
書
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
資
料
に
基
づ
く

実
証
性
の
高
い
史
実
の
引
用
が
随
所
に
見
ら
れ
る
重
厚
な
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

三

と
こ
ろ
で
、
訳
者
（
岩
谷
）
の
専
攻
す
る
と
こ
ろ
は
日
本
近
代

法
史
で
あ
り
、
近
代
韓
国
外
交
史
を
直
接
の
研
究
対
象
と
す
る
も
の

で
は
な
い
。
だ
が
、
洪
氏
の
論
稿
に
接
し
こ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
し

よ
う
と
動
機
付
け
ら
れ
る
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
目
は
、
洪
氏
の
提
示
す
る
旧
韓
末
期
の
外
交
史
的
再
構

成
の
方
法
と
し
て
西
洋
外
国
人
顧
問
の
任
免
系
譜
に
着
眼
し
た
点
で

あ
る
。
こ
の
問
題
視
角
は
、
や
は
り
西
洋
列
強
諸
国
と
の
関
係
で
不

平
等
条
約
下
に
あ
っ
た
明
治
日
本
を
舞
台
と
し
た

お
雇
い
外
国

人

た
ち
と
の
類
同
性
を
示
唆
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
世
紀
末

の
東
ア
ジ
ア
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
こ
う
し
た
外
国
人
顧
問
の
必

要
（
然
）
性
と
そ
の
歴
史
的
役
割
の
評
価
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
比

較
論
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
の
観
測
で
あ
る
。

理
由
の
二
つ
目
は
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
と
も
関
連
す
る
が
、
旧
韓

国
の
法
律
・
外
務
顧
問
と
し
て
活
躍
し
た
、
ル
・
ジ
ャ
ン
ド
ル
（
リ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
や
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
そ
し
て

悪
名
高
い

旧
韓

国
最
後
の
西
洋
人
顧
問
と
な
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
は
、
ま
ず
日
本

の
外
交
顧
問
を
務
め
た
後
に
、
日
本
政
府
の
推
挙
で
韓
国
政
府
に
雇

用
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
洪
氏
は
そ
う
し
た
外

国
人
顧
問
の
人
事
の
背
後
に
、
日
本
を
含
む
列
強
の
外
交
的
思
惑
が

複
雑
に
交
錯
す
る
模
様
を
克
明
に
描
き
出
す
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
彼

ら
を
含
む
西
洋
人
外
交
顧
問
た
ち
が
日
本
で
果
た
し
た
業
績
な
ど
に

つ
い
て
、
日
本
の
近
代
史
研
究
に
お
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
先
駆
的

な
業
績
を
除
き
（
参
照
、
今
井
庄
次

お
雇
い
外
国
人
12

外
交

鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
小
林
隆
夫

留
守
政
府
と
征
台
論
争

│
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
覚
書
に
関
す
る
一
考
察

、

台
湾
事
件
と
琉
球
処

分
（
1
）
│
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
の
役
割
再
考

、

同
（
2
）
、
そ
れ
ぞ

れ

政
治
経
済
史
学

第
二
九
六
、
三
四
〇
、
三
四
一
の
各
号
、
そ

れ
ぞ
れ
一
九
九
〇
、
一
九
九
四
の
各
年
、
等
）、
未
だ
十
分
に
解
明

し
つ
く
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
彼
ら
の
人
物
像
を
物
語
る
に
つ
い
て
は
、
西
洋
列
強
諸
国
の
一
員

と
し
て
の
彼
ら
が
、
極
東
の
日
本
と
韓
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
顧
問

と
し
て
の
任
務
の
下
に
果
た
し
得
た
機
能
=
役
割
の

連
続
面

と

非
連
続
面

と
を
ど
の
よ
う
に
見
据
え
て
い
た
の
か
、
と
い
う
分

析
視
覚
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
来
よ
う
。

な
お
、
右
の
第
二
の
点
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
論
稿
内
で
も
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示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
サ
イ
ゴ
ン
の
控
訴
院
長
を
務
め
て
い
た

ク
レ
マ
ジ
ー
が
韓
国
政
府
に
顧
問
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
時
、
彼
は
旧

師
で
あ
り
友
人
で
も
あ
っ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
長
い
期
間
務
め
上
げ

た
日
本
政
府
の
法
律
顧
問
を
退
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
後
任
者
を

自
認
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
も
ま
た
こ
の
ク
レ

マ
ジ
ー
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
フ
ラ
ン

ス
人
法
律
顧
問
に
は
、
極
東
に
お
け
る
西
洋
近
代
法
の
紹
介
者
と
し

て
の
強
い
自
負
心
が
世
代
を
超
え
て
覚
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
彼

ら
二
人
の
果
た
し
得
た
成
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
下
で
随
分
と
異
な
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
理
由
と
し
て
述
べ
た
明
治
日
本
と
旧
韓
国

に
お
け
る
外
国
人
顧
問
の
比
較
研
究
的
関
心
の
下
に
、
い
ず
れ
稿
を

改
め
て
詳
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

四

こ
こ
で
、
本
稿
の
筆
者
で
あ
る
洪
淳
鎬
（So

o
h
n
H
o
H
o
n
g

）

氏
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
洪
氏
は
、
一
九
三
七
年
に

生
ま
れ
、
六
一
年
に
ソ
ウ
ル
大
学
を
卒
業
後
、
六
八
年
に
パ
リ
大
学

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
校
に
て
国
際
政
治
学
博
士
の
学
位
を
取
得
。
学
位
論
文

の
題
名
は
、

«
L
a

q
u
estio

n
core
´
e
n
n
e
face

a
u
x

co
nflits

sin
o‐
ja
p
o
n
ais

d
e18

9
4

a1`
89
5
»

で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
七
四
年

に
京
畿
大
学
校
助
教
授
、
七
六
年
に
は
梨
花
女
子
大
学
校
助
教
授
に

就
任
し
、
後
、
教
授
に
昇
任
。
八
一
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て
、
韓

国
政
治
学
会
理
事
、
韓
国
国
際
政
治
学
会
名
誉
理
事
・
理
事
を
歴
任
、

ま
た
八
三
年
の
韓
国
国
際
政
治
学
会
の
創
立
発
起
委
員
を
務
め
、
同

学
会
の
副
会
長
・
会
長
（
八
九
年
～
九
〇
年
）
の
役
に
あ
っ
た
。
こ

の
他
、
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
史
研
究
会
会
長
も
務
め
る
。
ま
た
、

七
六
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
、
駐
韓
ガ
ボ
ン
共
和
国
初
代
大
使
外

交
顧
問
に
任
じ
ら
れ
、
七
九
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
、
外
務
高
等

考
試
、
司
法
試
験
、
行
政
考
試
な
ど
の
各
委
員
を
務
め
る
。
現
在
は
、

梨
花
女
子
大
学
校
（
経
営
学
部
）
名
誉
教
授
で
あ
る
。
主
に
韓
仏
関

係
を
軸
と
し
た
外
交
史
を
専
門
と
さ
れ
、
代
表
的
な
著
作
の
一
つ
に

韓
国
国
際
関
係
史
理
論

（
大
旺
社
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
（
以

上
、

韓
国
政
治
外
交
史
学
会
論
叢

第
一
七
集
と
し
て
発
刊
さ
れ

た
、

韓
国
政
治
思
想
の
省
察
（
洪
淳
鎬
教
授
華
甲
記
念
号
）

一
九

九
七
年
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
る
同
氏
の
年
譜
な
ど
を
参
照
。
同
資
料

入
手
に
つ
い
て
は
、
田
中
佑
季
君
の
手
を
煩
わ
せ
た
）。

な
お
、
洪
氏
の
業
績
で
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
近

時
、

大
韓
帝
国
法
律
顧
問L.

C
re
´

m
az

y

の
任
命
過
程
分
析
│
フ

ラ
ン
ス
外
務
省
未
刊
外
交
文
書
に
よ
っ
て
│

神
奈
川
法
学

第

四
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
（
郷
田
正
萬
・
吉
井
蒼
生
夫
共
訳
）

が
発
表
さ
れ
た
。
ク
レ
マ
ジ
ー
の
任
免
を
め
ぐ
る
叙
述
に
つ
い
て
は
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本
稿
と
重
な
る
箇
所
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

※
訳
文
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
田
中
に
よ
る
素
訳
原
稿
を
基
に
、

岩
谷
と
の
協
議
の
下
、
論
稿
内
に
表
現
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
事
実
や

用
語
な
ど
の
表
記
な
ど
に
つ
い
て
検
討
や
調
査
を
重
ね
、
訳
出
に
あ

た
っ
て
は
さ
し
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
規
準
を
設
定
し
た
。

①

論
稿
内
で
用
い
ら
れ
る
歴
史
用
語
に
つ
い
て
は
、
韓
国
に
お
け

る
歴
史
認
識
を
そ
れ
自
体
示
す
も
の
と
し
て
、
原
則
と
し
て
原

文
の
ま
ま
と
し
た
。（
例
）
清
日
紛
争
、
韓
日
合
邦
条
約
な
ど
。

②

今
日
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
地
理
用
語
・
名
称
な
ど
に
つ
い

て
は
、
日
本
慣
用
の
表
現
に
改
め
た
も
の
も
あ
る
。（
例
）
韓

半
島
↓
朝
鮮
半
島
な
ど
。

③

訳
文
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
た
が
、
一
部
の

漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
日
本
慣
用
の
表
現
や
言
い
回
し
に
改

め
た
箇
所
も
あ
る
。

④

論
稿
内
の
表
記
の
不
統
一
に
つ
い
て
は
、
原
本
印
刷
時
の
誤
植

と
み
な
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
訳
出
に
あ
た
っ
て
適
宜
改

め
た
。
そ
う
で
は
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
訳
文
内
に
〔

〕

を
用
い
て
訳
出
者
の
参
考
意
見
と
し
て
注
記
し
た
。

⑤

④
以
外
の
場
合
に
お
い
て
訳
者
注
を
施
す
際
に
も
、〔

〕
を

用
い
る
。

（
岩
谷
十
郎
記
）
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序

論
一

問
題
の
提
起

二

研
究
の
背
景
│
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の
系
譜
設
定
と
方
法
論
│

第
一
章

列
強
の
対
韓
政
策
と
旧
韓
末
外
国
人
顧
問
の
任
用

第
二
章

旧
韓
国
政
府
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の
系
譜
と
そ
の
外
交
史
的

研
究

一

清
国
の
顧
問
政
治
時
代
（
メ
レ
ン
ド
ル
フ
、
デ
ニ
ー
）
│
一
八
八
二

年
～
一
八
九
〇
年

㈠

P
a
ul

G
e
o
r
g
v
o
n

M
o

¨
lle

n
d
o
rff

（
穆
麟
徳
）
の
登
場
背
景

㈡

メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
業
績
と
失
脚

㈢

顧
問
職
務
の
分
化
と
後
任
法
律
・
外
務
顧
問O

w
e
n

N.
D
e
n
n
y

（
徳
尼
）

二

列
強
の
角
逐
の
中
で
の
顧
問
政
治
時
代
（
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
グ
レ
イ

ト
ハ
ウ
ス
）
│
一
八
九
〇
年
～
一
八
九
九
年

㈠

デ
ニ
ー
の
後
任
顧
問

㈡

外
交
顧
問C

h
a
rle

s
W.

L
e
g
e
n
d
r
e

（
李
善
得
）
将
軍

㈢

清
・
日
本
、
ロ
シ
ア
・
日
本
の
角
逐
に
お
け
る
法
律
・
外
務
顧
問

C
la
r
e
n
c
e
R.

G
r
e
at
h
o
u
s
e

（
具
禮
）
判
事

1

清
日
紛
争
時
に
お
け
る
法
律
・
外
務
顧
問

2

日
本
顧
問
政
治
時
代
の
法
律
・
外
務
顧
問

3

ロ
シ
ア
顧
問
政
治
時
代
の
法
部
顧
問

三

大
韓
帝
国
の
最
後
の
法
部
外
部
顧
問
（
ク
レ
マ
ジ
ー
、
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ズ
）
│
一
九
〇
〇
年
～
一
九
〇
八
年

㈠

ロ
ー
ラ
ン
・
ク
レ
マ
ジ
ー
（
金
雅
始
）
博
士
の
任
命
過
程

1

フ
ラ
ン
ス
の
外
交
交
渉
と
ク
レ
マ
ジ
ー
の
登
場

2

ク
レ
マ
ジ
ー
法
部
顧
問
の
任
命
過
程

㈡

ク
レ
マ
ジ
ー
の
人
物
像
及
び
業
績

㈢

日
帝
を
手
引
き
し
た
者
・
外
交
顧
問D.

W.
Ste

a
v
e
n
s

（
須

知
芬
）
の
末
路

1

外
交
顧
問
代
理
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
（H.

J.
M
u
¨

hle
n
steth

、

彌
倫
斯
・
デ
ン
マ
ー
ク
人
）
と
高
宗
皇
帝
の
私
設
顧
問
ベ
ル
ギ
ー

人
2

日
本
の
第
二
次
顧
問
政
治
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
登
場

3

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
末
路

結

論

《
参
考
文
献
》

序

論

一

問
題
の
提
起

近
代
韓
国
政
治
外
交
史
は
、
顧
問
政
治
に
象
徴
さ
れ
、
そ
の
起
点

は
、
斥
和
思
想
に
満
ち
た
大
院
君
の
執
政
に
あ
り
、
終
点
は
、
李
氏

王
朝
、
即
ち
大
韓
帝
国
の
終
末
に
置
か
れ
る
。
こ
の
時
代
は
、
単
に

旧
韓
末
の
対
外
関
係
史
と
い
う
側
面
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
伝
統

的
な
事
大
交
隣
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
国
際
政
治
へ
と
交
代
す
る

時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
、
地
政
学
的
に
常
に
相
乗
作
用
の
中
に
あ
る

清
国
、
日
本
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
に
よ
り
、
独
特
な
性
格
を
帯
び
て

い
る
。
旧
韓
末
の
終
末
期
は
、
対
内
的
に
は
外
国
人
顧
問
に
よ
り
、

そ
し
て
対
外
的
に
は
影
響
力
を
持
つ
列
強
に
よ
り
、
対
外
依
存
度
が
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非
常
に
高
か
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
上
述
し
た
伝
統
的

な
国
際
政
治
秩
序
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
近
代
的
国
際
政
治
秩
序
と

の
葛
藤
と
、
そ
の
葛
藤
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
性
格
の
差
異
が
、
他
国

の
場
合
と
は
異
な
っ
て
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
旧
韓
末
の

外
交
は
、
問
題
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
自
主
的
な
外
交
で
は
な
く
、

外
国
人
顧
問
ら
の
近
代
国
際
法
の
解
析
や
助
言
に
基
づ
き
問
題
の
解

決
を
図
っ
た
た
め
、
外
交
交
渉
の
当
事
者
は
、
極
め
て
受
動
的
な
態

度
を
見
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
外
交
的
態
度
は
、
一
八
七
六
年
の
開
国

外
交
か
ら
一
貫
し
た
共
通
性
を
帯
び
て
お
り
、
巨
文
島
事
件
や
、
朝

鮮
半
島
を
取
り
囲
む
清
と
日
本
及
び
ロ
シ
ア
と
日
本
の
関
係
か
ら
生

じ
た
旧
韓
国
問
題
に
お
い
て
も
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
旧
韓
末
当
局
の
対
外
的
態
度
は
、
韓

末
政
治
外
交
史
の
一
次
的
基
本
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
ま
た
朝
鮮
王
朝
の
史
料
で
も
あ
り
、
当
時
の
清
、
日
本
を
は
じ

め
と
す
る
列
強
諸
国
と
の
関
係
に
関
す
る
重
要
資
料
で
も
あ
る
。
だ

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
外
交
交
渉
や
外
交
問
題
に
関

す
る
資
料
は
、
決
し
て
多
く
は
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
驚

か
ざ
る
を
え
な
い
（
注
‥
李
用
熙
編

近
世
韓
国
外
交
史
總
目
‥
外

国
篇

国
会
図
書
館
、
一
九
六
六
、
四
頁
参
照
）。

と
り
わ
け
、
旧
韓
末
政
府
に
招
聘
さ
れ
た
外
国
人
（
西
洋
人
）
ら

の
推
薦
・
任
命
・
解
任
過
程
、
そ
し
て
、
彼
ら
の
韓
国
に
お
け
る
活

躍
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
近
代
韓
国
政
治
外
交
史
の
核
心
的
な
部
分

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
記
録
の
体
系
的
整
理
や
研
究
が
、

疎
か
に
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

国
際
政
治
史
的
立
場
か
ら
の
外
交
史
が
、
我
が
国
の
諸
般
の
学
問

の
た
め
、
ま
た
外
交
的
実
際
の
指
針
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
に
際
し
て
、
旧
韓
末
の
外
交
史
は
韓
国
史
の
一
脈
で

あ
り
、
そ
し
て
、
国
際
的
潮
流
の
中
で
展
開
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を

ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
近
代
韓
国
政
治
外

交
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
旧
韓

末
時
代
の
政
府
に
雇
用
さ
れ
、
対
外
関
係
に
お
い
て
非
常
に
大
き
な

影
響
力
を
及
ぼ
し
た
外
国
人
顧
問
や
官
吏
の
業
績
に
関
す
る
研
究
は
、

重
要
な
問
題
を
解
く
契
機
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
稿
が
、
彼
ら
外
国
人
の
追
跡
研
究
を
行
う
も
の
と
は

い
え
、
充
分
な
資
料
発
掘
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
決
し
て

な
い
。
こ
の
よ
う
な
関
心
の
下
に
政
治
外
交
史
的
研
究
を
可
能
な
ら

し
め
る
フ
ラ
ン
ス
人
法
律
顧
問
ロ
ー
ラ
ン
・
ク
レ
マ
ジ
ー
に
関
す
る

史
実
が
、
我
が
国
の
外
交
文
書
や
フ
ラ
ン
ス
側
の
外
交
文
書
の
中
に

厳
然
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
が
国
の
研
究
書

や
論
文
は
こ
れ
を
全
く
認
識
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
ク

レ
マ
ジ
ー
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
し
、
旧
韓
末
政
府
に
招
聘
さ
れ
た

外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の
こ
れ
ま
で
の
系
譜
的
把
握
に
お
い
て
欠
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落
し
た
部
分
を
補
完
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ク
レ
マ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
は
全
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

近
世
韓
国
史
の
ど
の
研
究
所
で
も
引
用
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
高
麗

大
学
校
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
発
行

旧
韓
国
外
交
文
書

（
第
二
〇

巻
‥
法
案
二
、
一
九
六
九
年
）
内
に
二
一
件
の
文
書
を
初
め
と
し
、

奎
章
閣

旧
韓
国
外
交
文
書

（
奎
・
一
七
七
〇
三
、
奉
議
、
第
四

一
冊
）
に
八
件
、
そ
し
て
ク
レ
マ
ジ
ー
の
祖
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に

は
、

外
務
省
未
刊
行
外
交
文
書
（
注

A
rc
hiv

es
D
iplo

m
a‑

tiq
u
es

d
u

M
iniste

｀
re

d
es

A
ffaires

E
tra

n
g
e
｀
res

d
e

F
ra

n
ce,

C
ore
´
e,

P
olitiq

u
e

e
´
tra

n
g
e
｀
re,

P
olitiq

u
e

e
xte
´
rie

u
re,

E
tra

n
g
ers

e
n

C
ore
´
e
Ⅰ

(1
8
9
7
‐1
98
9),

N
o
u‑

v
elle

S
e
´
rie8,

R
elatio

n
s
a
v
ec

la
F
ra

n
ce,

F
ra

nç
ais

e
n

C
ore
´
e
Ⅰ

(1
89
7
‐
2)

N.
S.
13,

Ⅱ
(1
90
3
‐
1
91
6),

N.
S.
14

）

（
以
下
引
用
に
は

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書
、N.

S.
1
3

と
い
う
形

式
で
省
略
）
に
五
八
件
の
文
書
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

全
て
の
文
書
の
う
ち
の
大
部
分
は
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
大
韓
帝
国
法
部

顧
問
と
し
て
の
任
命
過
程
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
韓
国
滞
在

中
の
活
躍
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
を
知
る
術
が
な
い
と
い
う
こ
と
も

ま
た
、
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
旧
韓
国
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
を
系

譜
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ク
レ
マ
ジ
ー
や
、
旧
韓

末
最
初
の
顧
問
で
あ
る
メ
レ
ン
ド
ル
フ
（P.

G.
v
o
n

M
o
¨
lle

n‑
d
orff

）
を
除
い
た
他
の
顧
問
の
具
体
的
な
経
歴
や
、
韓
国
に
お
け

る
在
職
中
の
活
躍
像
に
は
、
詳
し
く
言
及
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
後
日
新
た
な
資
料
が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

次
第
で
あ
る
。

二

研
究
の
背
景
│
│
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の
系
譜
設

定
と
方
法
論
│
│

旧
韓
国
政
府
に
招
聘
さ
れ
た
外
国
人
顧
問
ら
に
関
す
る
研
究
の
少

な
さ
は
、
ま
ず
我
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
全
て
の

年
表

を
通
し
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
外
国
人
顧
問
た
ち
を
追
跡
す
る
に

際
し
、
時
代
順
に
メ
レ
ン
ド
ル
フ
、
デ
ニ
ー
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〔
原

文
の
マ
マ
。
日
本
で
は
通
常

ル
・
ジ
ャ
ン
ド
ル

、
な
い
し
は

ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

と
表
記
さ
れ
る
〕、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
そ
し
て

一
九
〇
八
年
に
銃
殺
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
名
は
、
我
が
国
の

近
代
史
に
お
い
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
任
命
、

解
任
過
程
や
業
績
に
つ
い
て
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
以
外
よ
く
知
ら
れ

て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
後
任
者
で
あ
る
フ
ラ

ン
ス
人
ク
レ
マ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
現
在
ま
で
の
我
が
国
の
文
献
に
お
い
て
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
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│
デ
ニ
ー
│
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
│
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
│
ク
レ
マ
ジ
ー
│

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
と
連
続
す
る
系
譜
を
見
出
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ

っ
た
。
上
記
の
よ
う
に
顧
問
た
ち
を
系
譜
的
流
れ
の
中
に
設
定
す
る

こ
と
は
、
我
が
国
の
歴
史
上
最
初
の
法
律
・
外
務
・
通
産
・
関
税
に

関
す
る
顧
問
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
起
点
と
す
る
た

め
、
当
然
に
法
律
・
外
交
顧
問
に
限
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
外
国
人
顧
問
を
系
譜
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

裏
付
け
と
な
る
重
要
な
資
料
と
し
て
は
、
ア
レ
ン
の

年
表

（
注

H
orace

N.
A
lle

n,
A

C
h
ro

n
olo

gical
in
d
e
x,
1
9
0
1

）
が
あ
る

〔
翻
訳
書
に
は
、

H・

N・
ア
レ
ン
著
・
桜
井
義
之
訳

朝
鮮
近
代

外
交
史
年
表

（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
）（
覆
刻
版
）
が
あ
る
〕。

こ
の

年
表

に
お
い
て
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
上
述
の
系
譜
も
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

（
注

同
書
、
四
三
頁
‥190

0,
M
a
y2
8:

L
a
u
re

nt
C
re
´

m
az

y

F
re

n
c
h,

w
as

e
n
g
a
g
e
d,

as
L
e
g
al

A
d
viser

to
th

e
K
ore

a
n

G
o
v
er
n
m
e
nt

）。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
系
譜
を
設
定
す
る
に
し
て
も
、
彼
ら
に

関
す
る
資
料
は
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
は
い
え
、

近
年
欧
米
学
界
の
韓
国
学
関
係
研
究
者
ら
に
よ
り
盛
ん
に
研
究
が
進

め
ら
れ
て
は
い
る
。
と
り
わ
け
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
崔
鍾
庫
教
授
は
、

こ
の
よ
う
な
系
譜
に
よ
っ
た
法
制
史
学
的
研
究
を
現
在
遂
行
中
で
あ

り
、
ま
た
壇
国
大
学
の
金
源
模
教
授
は
、
デ
ニ
ー
に
関
す
る
資
料
発

掘
を
発
表
し
（
東
亜
日
報
一
九
七
九
年
一
一
月
一
二
日
）、
啓
明
大

学
の
ユ
・
チ
ョ
ル
ギ
ュ
教
授
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
旧
韓
末
政
府

に
雇
用
さ
れ
た
外
国
人
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
分
野
の
研
究
は
、
将
来
に
向
け
て
よ
り

活
発
化
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
近
世
韓
国
政
府
外
交

史
に
お
け
る
ク
レ
マ
ジ
ー
の
存
在
を
確
認
す
る
た
め
に
、
彼
の
任
免

過
程
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
旧
韓
国
外
国
人
法
律
・
外
務

顧
問
の
系
譜
を
政
治
外
交
史
的
な
次
元
か
ら
分
析
し
て
み
よ
う
と
思

う
。
と
り
わ
け
、
本
稿
で
ク
レ
マ
ジ
ー
の
任
免
過
程
を
詳
細
に
扱
う

の
は
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書
や
我
が
国
の
文
書
の
大
部
分
が
、
彼
の

任
命
過
程
に
の
み
関
係
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
お
く
。

そ
の
た
め
、
ク
レ
マ
ジ
ー
個
人
の
考
え
（
韓
国
の
慣
習
・
法
律
制

度
・
対
外
関
係
、
そ
し
て
韓
国
人
と
の
交
友
関
係
な
ど
と
関
連
し

て
）
に
言
及
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
本
稿
に
お
け
る
ク
レ
マ
ジ

ー
に
関
す
る
部
分
は
、
筆
者
が
一
九
七
八
│
七
九
年
に
、
韓
国
社
会

科
学
協
議
会
の
推
薦
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
特
別

研
究
費
支
援
に
よ
っ
て
研
究
を
行
っ
た

大
韓
帝
国
法
律
顧
問
ク
レ

マ
ジ
ー
の
任
命
過
程
分
析

│
│
梨
花
女
子
大
学
校

論
叢

第
35

集
に
掲
載
予
定
で
現
在
印
刷
中
│
│
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
た
こ
と
を

明
記
し
て
お
く
）〔
実
際
に
は
、
韓
国
文
化
研
究
院

論
叢

第
36
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集
（
梨
花
女
子
大
学
校
、
一
九
八
〇
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
〕。
し

か
し
、
本
稿
は
、
旧
韓
国
政
府
の
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の
系
譜

に
関
す
る
政
治
外
交
史
的
研
究
に
か
か
わ
る
限
り
で
理
論
化
を
進
め

る
も
の
で
あ
る
が
、
系
譜
全
般
を
体
系
化
す
る
努
力
も
怠
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
資
料
不
足
を
如
何
に
し
て
克
服
す
る
か

と
い
う
難
題
が
残
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
各
法
律
・
外
務
顧
問
が
朝
鮮
近
代
化
の
推
進
勢
力
と

し
て
参
与
し
た
そ
の
成
果
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
よ
り
は
、
朝

鮮
政
府
に
よ
る
彼
ら
の
任
免
過
程
に
関
す
る
政
治
外
交
史
的
研
究
を

行
う
方
が
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
顧
問
職
は
、
政
策
執
行
権

を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
彼
ら
顧
問
の
業
績
と
し
て
残
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
顧
問
職
は
、
公
開
採
用
に
よ
る
任
命
で
は

な
く
、
常
に
政
治
・
外
交
的
な
問
題
を
抱
え
る
採
用
過
程
に
お
い
て

任
命
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
顧
問
た
ち
の
業
績
を
追

跡
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
本
稿
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。

研
究
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
顧
問

の
系
譜
的
設
定
に
お
い
て
欠
落
し
て
い
た
ク
レ
マ
ジ
ー
に
つ
い
て
確

認
す
る
と
い
う
外
交
史
上
の
新
た
な
事
実
に
関
す
る
分
析
に
置
か
れ

る
の
で
、
歴
史
的
研
究
方
法
を
採
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

研
究
過
程
で
、
歴
史
上
に
意
外
に
も
新
た
に
登
場
す
る
人
物
の
追
跡

も
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
ク
レ
マ
ジ
ー
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

旧韓末における外国人法律・外務顧問の外交史的研究

表1 旧韓国政府 法律・外務顧問の系譜的雇用

在任期間 顧問名 国籍 担当業務 推薦者

1882.12 ─
1885.9

P. G.von
M öllendorff
（穆麟徳）

プロシア
（ドイツ）

関税・税務・
法律・外交

清 北洋大臣
李鴻章

1886.5 ─
1890.2

O.N. Denny
（徳尼）

米国 法律・外交 清 北洋大臣
李鴻章

1890.4 ─
1899.9

C.W.Legendre
（李善徳）

米国 赴任初期4カ月間
法律・外交
1895年から宮内
部・顧問官

駐韓米国公使
Dinsmore

1890.8 ─
1899.10

C.R. Greathouse
（具禮）

米国 1894年まで法律・
外務
その後法律・国際
法・外務

駐韓日本公使
加藤增雄

1900.5 ─
1905.8

R. Cré m azy
（金雅始）

仏国 法律・国際法 駐韓フランス公
使 Collin
de Plancy

1904.8 ─
1908

Stevens
（須知芬）

米国 外交 駐韓日本公使
林權助
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ズ
の
間
に
は
意
外
な
人
物
（
デ
ン
マ
ー
ク
人
、
ベ
ル
ギ
ー
人
）
が
登

場
す
る
。
過
去
の
事
実
を
客
観
的
に
、
そ
し
て
正
確
に
再
現
す
る
た

め
、
以
下
に
法
律
・
外
務
顧
問
の
雇
用
を
め
ぐ
る
系
譜
の
連
関
性
を

示
す
図
表
を

仮
説

と
し
て
抽
出
し
〔
表
1
参
照
〕、
こ
れ
を
外

交
文
書
に
立
脚
し
て
検
証
し
よ
う
と
思
う
。
資
料
不
足
で
は
あ
る
が
、

憶
測
で
こ
れ
を
補
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
ク
レ
マ
ジ
ー

研
究
に
際
し
て
、
彼
の
関
心
領
域
と
状
況
と
の
体
系
的
描
写
は
、
そ

れ
が
実
際
的
で
、
か
つ
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
記
述
的
研
究

（descriptiv
e
rese

arc
h

）
と
歴
史
的
研
究
と
を
並
行
し
て
行
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
よ
り
具
体
的
な
状
況
を
追
求

し
て
、
最
大
限
に
事
実
に
即
し
て
描
写
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
一
九
世
紀
末
に
お
い
て
、
極
東
で
成
立
し
た
国
際
政
治

上
の
配
列
│
│
南
進
勢
力
と
し
て
の
ロ
シ
ア
、
北
進
勢
力
と
し
て
の

日
本
、
日
本
の
背
後
に
あ
る
米
国
・
英
国
、
ロ
シ
ア
の
背
後
に
あ
る

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
│
│
は
各
如
何
な
る
姿
で
図
式
化
さ
れ
る
か
、

と
い
う
前
提
が
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
を
取
り
囲
ん
だ

列
強
諸
国
間
の
争
い
の
中
で
、
大
韓
帝
国
法
部
顧
問
と
い
う
地
位
が

如
何
な
る
経
緯
で
フ
ラ
ン
ス
人
に
付
与
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
、
ク

レ
マ
ジ
ー
の
来
韓
前
後
か
ら
任
期
終
了
後
、
帰
国
ま
で
の
国
際
政
治

上
の
列
強
諸
国
間
の
争
い
は
、
彼
の
顧
問
の
地
位
と
関
連
し
て
フ
ラ

ン
ス
外
交
文
書
に
如
何
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
旧
韓
末
外
国
人
顧
問
の
系
譜
的
変
遷
を
政
治
外

交
史
的
に
研
究
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
我
が
国
の
歴
史
を
正
し
く
認

識
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
ク
レ

マ
ジ
ー
に
関
す
る
研
究
は
、
我
が
国
の
外
交
史
に
お
い
て
最
初
の
研

究
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

第
一
章

列
強
の
対
韓
政
策
と

旧
韓
末
外
国
人
顧
問
の
任
用

国
際
政
治
史
的
な
見
地
か
ら
一
八
七
六
年
の
開
国
以
来
の
李
氏
王

朝
の
対
外
的
態
度
は
、
伝
統
的
な
事
大
交
隣
政
策
に
よ
り
、
侵
略
的

外
国
勢
力
を
こ
の
地
に
引
き
入
れ
る
の
に
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
清
日
戦
争
（
一
八
九
四
年
）
以
前
の
旧
韓
末
政
府
外
交

は
、
清
国
の
李
鴻
章
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
程
、
こ
の
期
間
の
韓
国
政
治
外
交
史
は
、
李
鴻
章
の
積
極
干
渉
時

代
と
し
て
象
徴
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
開
国
以
来
、
韓
国
の
近
代

化
作
業
は
李
鴻
章
の
計
画
に
よ
り
、
顧
問
政
治
の
道
を
開
く
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
韓
国
内
政
に
向
け
て
、
こ
の
期
間

の
対
外
的
業
務
の
重
要
性
は
李
鴻
章
に
よ
り
強
調
さ
れ
、
彼
に
よ
る

行
政
改
革
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
外
国
人
顧
問
の
全
推
薦
も
、
彼

の
意
志
の
ま
ま
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
清
日
戦
争
前
後
の
日
本
の
影
響
力
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行
使
に
よ
り
、
日
本
の
顧
問
政
治
時
代
へ
と
代
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
顧
問
任
命
問
題
を
取
り
囲
む
列
強
諸
国
の
争
い
へ
と
拡
大
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
敗
戦
に
よ
り
清
国
の
勢
力
が
退
く
と
、
日
本
は

韓
国
内
政
に
露
骨
に
干
渉
し
、
日
本
人
及
び
西
洋
人
を
顧
問
と
し
て

任
命
さ
せ
、
顧
問
政
治
を
画
策
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
戦
後
三
国

干
渉
の
影
響
と
ロ
シ
ア
、
日
本
の
争
い
、
そ
し
て
閔
妃
弑
害
事
件

〔
乙
未
事
件
‥
一
八
九
五
年
一
〇
月
八
日
、
日
本
公
使
三
浦
五
楼
ら

が
謀
っ
た
高
宗
王
妃
閔
妃
殺
害
事
件
〕
を
契
機
に
日
本
の
勢
力
が
退

く
と
、
今
度
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
顧
問
政
治
が
露
骨
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
清
国
・
日
本
、
ロ
シ
ア
・
日
本
間
の
争
い
の
中
で
、
常

に
友
好
善
隣
を
主
張
し
、
中
立
を
堅
持
す
る
米
国
は
、
清
国
・
日

本
・
ロ
シ
ア
に
代
わ
っ
て
、
旧
韓
国
の
顧
問
政
治
に
お
い
て
最
も
重

要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

米
国
は
、
次
第
に
中
立
か
ら
親
露
傾
向
へ
転
換
し
て
い
き
、
朝
鮮
半

島
で
積
極
的
中
立
国
と
し
て
認
め
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
顧
問
職
を

獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
際
政
治
史
的
見
地
か
ら
見
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に
至
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
的
外
交
時
代
は
、
植
民
地

争
奪
及
び
そ
の
再
分
割
の
た
め
の
列
強
諸
国
相
互
間
の
対
立
・
葛
藤

が
顕
著
に
深
化
し
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
朝
鮮
半
島
は

極
東
に
お
け
る
列
強
諸
国
の
標
的
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
過
程
に

お
い
て
、
列
強
の
対
外
進
出
は
清
国
大
陸
を
中
心
と
す
る
極
東
か
ら

朝
鮮
半
島
へ
と
、
そ
の
積
極
的
略
奪
の
対
象
が
変
化
し
て
い
っ
た
。

と
り
わ
け
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
特
定
の
帝
国
が
他
の
帝
国
勢

力
を
圧
倒
的
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
下
に
あ
り
、

相
互
に
対
立
や
葛
藤
を
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
は
、
一
種
の
流
動
的
勢
力
の
均
衡
と
協
力
体
制
と
を
築
き

あ
げ
る
こ
と
で
、
列
強
諸
国
の
既
得
利
権
の
維
持
と
そ
の
拡
大
と
を

試
み
た
こ
と
に
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
旧
韓
国
政
府
内
の
顧

問
職
や
官
吏
職
の
獲
得
が
、
自
国
の
利
権
獲
得
に
有
利
に
な
っ
た
こ

と
は
、
再
論
の
余
地
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
国
の
歴
代
駐
韓
外
交

官
は
、
皆
高
宗
の
顧
問
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
、
外
交
官
職
を
捨
て
、

韓
国
政
府
内
の
顧
問
職
や
官
吏
職
に
就
任
す
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
っ

た
と
い
う
事
実
も
、
我
が
国
の
外
交
史
に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ

る
。清

日
戦
争
か
ら
露
日
戦
争
ま
で
、
朝
鮮
半
島
は
ロ
シ
ア
、
日
本
両

国
の
葛
藤
の
場
と
化
し
た
の
だ
が
、
朝
鮮
半
島
で
は
ロ
シ
ア
・
日
本

と
い
う
一
次
的
要
素
に
、
米
国
・
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
副
次
的

要
素
が
加
わ
り
、
一
次
的
要
素
の
規
制
作
用
と
相
乗
作
用
と
を
生
じ

る
複
雑
な
関
係
の
中
で
、
重
要
な
顧
問
職
の
行
方
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
関
係
を
総
体
的
に
把
握
し
な
が
ら
、
欧
米

の
五
大
列
強
と
い
う
副
次
的
な
歴
史
的
要
素
が
、
顧
問
職
と
関
連
し
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て
如
何
に
作
用
す
る
か
に
つ
い
て
、
列
強
諸
国
の
朝
鮮
半
島
政
策
を

要
約
し
、
検
討
し
て
い
く
。

米
国
│
│
こ
の
期
間
、
米
国
は
伝
統
的
な
モ
ン
ロ
ー
主
義

（m
o
n
rois

m
）
を
土
台
に
し
た
対
外
政
策
を
展
開
し
、
対
韓
政
策

に
お
い
て
も
同
様
の
展
開
を
見
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
立
政
策
は
、

清
国
と
日
本
の
争
い
の
中
、
李
氏
王
朝
に
顧
問
職
や
官
吏
職
を
容
易

に
得
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
多
く
の
経
済
的
進
出
の
企
て
を
可
能
と

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
清
日
戦
争
の
居
中
調
停
過
程
に
お
い
て
、
自

他
共
に
認
め
る
ほ
ど
の
最
後
に
成
功
し
た
善
意
の
中
立
国
で
あ
っ
た

米
国
は
、
清
日
講
和
会
談
に
お
い
て
、
清
国
側
に
前
国
務
長
官
フ
ォ

ス
タ
ー
（J.

F
oster

）
を
、
日
本
側
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
（D.

W.
Ste

v
e
n
s

）
を
派
遣
し
た
。
そ
の
後
米
国
は
、
続
け
て
局
外
中
立
を

宣
言
し
、
国
務
長
官
シ
ャ
ー
マ
ン
（J.

S
h
er

m
a
n

）
は
、
当
時
の

新
任
駐
韓
公
使
ア
レ
ン
に
次
の
よ
う
な
米
国
の
対
外
政
策
を
提
言
し

た
。

今
や
韓
国
は
、
相
反
す
る
目
的
と
利
害
の
国
際
的
葛
藤
の
場

と
化
し
て
い
る
。
厳
正
中
立
を
遵
守
す
る
米
国
と
米
国
の
代
表
は
、

韓
国
に
利
害
関
係
を
有
す
る
列
強
の
如
何
な
る
国
に
も
加
担
、
ま
た

は
反
対
す
る
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
全
て
の
言
動
を
控
え
ね
ば
な
ら

な
い
…
…
よ
っ
て
如
何
な
る
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
貴

官
は
必
ず
慎
重
に
行
動
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
如
何
な
る
問
題
に
お
い
て

も
、
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
ま
た
は
助
言
を
す
る
こ
と
は
控
え
、
暗

示
す
る
よ
う
な
行
動
は
と
っ
て
は
な
ら
な
い
。
（T

yler
D
e
n
ette,

A
m
erica

n
in

E
aster

n
A
sia,

1
9
22,

p.
49
5

）

上
述
の
よ
う
に
、
米
国
で
は
韓
国
問
題
へ
の
不
介
入
政
策
が
徹
底

さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
九
〇
年
代
末
か
ら
親
露
傾
向
に
次
第
に
傾
い

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
〇
一
年
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

（T
h
e
o
dre

R
o
ose

v
elt

）
就
任
後
、
米
国
の
対
韓
政
策
は
表
面
的

に
は
不
介
入
政
策
を
採
用
し
て
い
た
も
の
の
、
実
質
的
に
は
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
日
本
優
位
を
支
持
す
る
反
露
・
親
日
政
策
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
極
東
国
際
政
治
に
お
け
る
新
た
な
脅

威
勢
力
と
し
て
の
台
頭
に
、
そ
の
原
因
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

九
〇
二
年
、
英
日
同
盟
以
後
、
露
骨
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
米

国
の
親
日
・
反
露
政
策
は
、
露
日
戦
争
を
通
じ
て
、
具
体
的
な
政
策

執
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
過
程

か
ら
、
朝
鮮
半
島
は
、
日
本
に
よ
る
韓
国
支
配
が
ほ
と
ん
ど
既
成
事

実
化
し
て
お
り
、
日
本
は
一
九
〇
四
年
に
親
日
米
国
人
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ズ
を
、
大
韓
帝
国
の
外
交
顧
問
と
し
て
推
挙
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

英
国
│
│
大
英
帝
国
は
、
清
日
戦
争
開
戦
当
時
は
、
列
強
の
先
頭

に
立
ち
、
対
日
本
共
同
交
渉
を
指
導
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
勝
利

が
予
見
さ
れ
る
と
そ
の
態
度
は
急
変
し
、
米
国
の
よ
う
に
局
外
中
立
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を
今
更
な
が
ら
に
強
調
し
て
経
済
的
利
権
獲
得
に
奔
走
し
た
。
清
日

戦
争
の
居
中
調
停
の
過
程
に
お
い
て
も
、
英
国
は
中
立
を
堅
持
し
、

日
本
の
顧
問
政
治
時
代
が
終
わ
る
と
、
一
八
九
六
年
に
は
、
度
支
部

〔
国
家
財
務
を
担
当
し
た
度
支
衙
門
が
一
八
九
五
年
の
甲
午
改
革
の

際
に
度
支
部
に
改
称
さ
れ
た
〕
の
顧
問
職
を
得
た
。
だ
が
、
一
年
後

に
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
こ
の
席
を
失
い
、
英
国
は
こ
れ
を
契
機
に
対
露

宣
戦
ま
で
覚
悟
し
た
。
ま
た
、
英
国
は
、
清
国
で
の
義
和
団
事
件

（
一
九
〇
〇
年
）
を
契
機
に
、
満
州
に
出
兵
し
て
勢
い
を
見
せ
る
ロ

シ
ア
を
牽
制
す
る
た
め
、
一
九
〇
二
年
に
日
本
と
同
盟
を
締
結
し
た
。

ロ
シ
ア
│
│
ロ
シ
ア
帝
国
の
極
東
政
策
は
、
何
よ
り
も
日
本
の
野

心
を
可
能
な
限
り
他
の
方
向
に
向
か
せ
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
た

が
、
馬
関
の
講
和
会
談
で
日
本
側
の
対
清
国
要
求
条
件
が
知
れ
渡
る

と
、
ロ
シ
ア
政
府
は
態
度
を
急
変
さ
せ
、
日
本
に
対
し
て
武
力
行
使

も
辞
さ
な
い
と
い
う
強
硬
政
策
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
極
東

政
策
の
根
幹
を
な
す
満
州
と
元
山
・
旅
順
・
大
連
な
ど
の
不
凍
港
を
、

全
て
日
本
に
先
占
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
ロ
シ
ア
は
、

一
八
九
一
年
に
締
結
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
の
同
盟
に
よ
り
、
友
好
国
と

な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
請
託
し
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
と
共
に
、
武
力
示
威

を
前
提
と
し
た
日
本
の
遼
東
半
島
占
有
に
反
対
す
る
三
国
共
同
干
渉

に
よ
る
重
大
決
意
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
日
本
の
顧
問
政
治
終
息
と
い
う
大
き
な
任
務
を
果
た
し
、
韓
国

政
府
内
に
親
露
政
権
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
結

局
、
朝
鮮
半
島
で
の
ロ
シ
ア
と
日
本
と
の
角
逐
は
、
露
日
戦
争
の
原

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
│
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
関
係
の
戦
略
上
、
プ
ロ
シ
ア
帝
国

は
仏
露
同
盟
を
牽
制
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア
に
接
近
し
て
対
日
本
積
極

干
渉
に
共
同
歩
調
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ド
イ
ツ
の
朝
鮮
半
島

政
策
は
、
政
治
的
な
面
よ
り
も
、
経
済
的
な
利
権
獲
得
に
大
き
な
関

心
を
有
し
て
い
た
。
韓
国
問
題
に
お
い
て
は
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強

諸
国
と
共
同
歩
調
を
と
り
な
が
ら
、
韓
国
・
日
本
な
ど
の
極
東
帝
国

か
ら
経
済
的
な
利
権
を
得
よ
う
と
し
、
韓
国
政
府
内
に
顧
問
職
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
│
│
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
の
朝
鮮
半
島
政
策
は
、
宣

教
の
自
由
と
経
済
的
利
権
獲
得
に
そ
の
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
一
八
六
六
年
の
江
華
島
事
件
（
丙
寅
洋
擾
）
に
よ
り
、

対
韓
感
情
が
悪
化
し
て
い
た
が
、
韓
米
修
好
通
商
条
約
以
後
、
韓
国

で
の
宣
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
と
、
一
八
八
六
年
に
韓
仏
修
好
通

商
条
約
の
締
結
に
至
っ
た
。
一
八
八
七
年
五
月
三
〇
日
に
は
、
コ
ラ

ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
全
権
公
使
が
来
韓
し
て
批
准
書
を
交
わ
し
た

が
、
直
ち
に
公
使
館
の
開
設
は
行
わ
ず
、
駐
韓
ロ
シ
ア
公
使
ウ
ェ
ー

バ
ー
に
領
事
業
務
を
代
行
さ
せ
て
、
公
館
の
開
設
は
一
八
八
八
年
以

後
の
こ
と
と
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
韓
国
進
出
が
、
欧
米
の
他
の
列
強
諸
国

よ
り
も
遅
れ
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
事
情
と
丙
寅
洋
擾
の
影
響

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
清
日
戦
争
の
間
は
、
朝
鮮

半
島
問
題
に
関
し
て
中
立
を
堅
持
し
て
い
た
が
、
戦
後
遼
東
半
島
の

返
還
を
求
め
る
三
国
干
渉
の
一
員
国
と
な
っ
た
後
に
は
、
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
経
済
的
利
権
獲
得
に
積
極
的
に
関
与
し
た
。
一
八
九
五
年

七
月
に
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
・
ロ
シ
ア
公
使
の
支
援
で
フ
ラ
ン
ス
人
グ

リ
ユ
（G

rille

）
を
代
表
と
す
る
フ
ィ
ー
ブ
・
リ
ル
商
司
（Co

m‑
p
a
g
nie

d
e
Fiv

es‐
Lille

）
が
先
頭
に
立
っ
て
京
義
線
鉄
道
敷
設

権
の
獲
得
に
成
功
し
た
（
後
に
日
本
に
譲
渡
さ
れ
る
）。
し
か
し
、

こ
の
事
実
が
知
れ
亘
る
と
、
一
部
の
外
信
は
、
ロ
シ
ア
政
府
が
現
在

獲
得
中
の
満
州
鉄
道
敷
設
と
共
に
、
ロ
シ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
、

満
州
・
朝
鮮
半
島
間
の
鉄
道
を
敷
設
す
る
と
い
う
黙
契
が
成
立
し
た

と
報
道
し
た
。
こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
は
、
ロ
シ
ア
の
背
後
で
朝
鮮

半
島
で
の
経
済
的
利
権
獲
得
に
奔
走
し
た
が
、
一
方
で
、
清
国
・
日

本
、
ロ
シ
ア
・
日
本
の
間
の
角
逐
で
は
常
に
中
立
を
標
榜
し
た
。

一
八
九
九
年
に
ロ
シ
ア
の
顧
問
政
治
が
退
き
、
ア
メ
リ
カ
人
顧
問

が
死
亡
し
て
大
韓
帝
国
政
府
内
の
顧
問
職
が
空
席
に
な
る
と
、
プ
ラ

ン
シ
ー
公
使
は
粘
り
強
い
外
交
交
渉
の
末
、
一
九
〇
〇
年
に
ク
レ
マ

ジ
ー
を
任
命
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
に
お
い

て
も
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
勝
利
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

結
局
、
清
日
戦
争
以
後
、
露
日
戦
争
以
前
の
朝
鮮
半
島
を
取
り
囲

む
極
東
で
の
国
際
力
学
関
係
は
、
満
州
で
勢
力
基
盤
を
固
め
よ
う
と

い
う
ロ
シ
ア
を
牽
制
す
る
た
め
の
日
本
の
大
陸
進
出
勢
力
が
、
米

国
・
英
国
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
を
保
障
す
る
代
理
者
と
し

て
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
利
益
に
は
、
自
国
民
を
韓
国

政
府
内
の
重
要
顧
問
職
に
推
薦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
韓
国
で
の
利
権

獲
得
の
先
導
者
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

第
二
章

旧
韓
国
政
府
外
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の

系
譜
と
そ
の
外
交
史
的
研
究

一

清
国
の
顧
問
政
治
時
代
（
メ
レ
ン
ド
ル
フ
、
デ
ニ

ー
）
│
│
一
八
八
二
年
～
一
八
九
〇
年
│
│

㈠P
a
ul

G
e
or
g
v
o
n

M
o
¨
lle

n
d
orff

（
穆
麟
徳
）の
登
場
背
景

朝
鮮
王
朝
と
清
国
は
、
開
国
以
来
、
義
州
・
會
寧
・
慶
源
な
ど
の

三
地
区
に
市
場
を
開
い
た
。
こ
の
一
定
の
地
域
で
は
、
毎
年
二
度

（
春
・
秋
）、
昔
か
ら
実
際
に
は
制
限
さ
れ
て
い
た
物
々
交
換
を
行
っ

て
お
り
、
鴨
緑
江
・
豆
満
江
近
辺
に
居
住
す
る
朝
鮮
の
人
々
は
、
時

に
は
密
貿
易
に
携
わ
っ
て
彼
ら
の
商
業
的
な
欲
求
を
満
た
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
清
国
政
府
は
、
四
度
（
一
八
二
七
、
一
八
四
二
、
一

八
六
七
、
一
八
七
七
年
）
に
わ
た
っ
て
、
朝
鮮
人
の
越
境
を
厳
禁
す
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る
法
律
を
公
布
し
、
彼
ら
の
往
来
を
制
限
す
る
一
方
で
、
越
境
者
に

必
ず
証
明
書
を
発
給
し
、
所
持
し
て
往
来
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の

間
、
一
八
八
〇
年
四
月
頃
、
鴨
緑
江
地
帯
を
越
え
て
き
た
朝
鮮
商
人

ら
が
、
清
国
の
法
律
を
無
視
し
、
清
国
の
内
陸
に
お
い
て
商
業
行
為

を
し
、
北
京
で
官
憲
に
発
見
さ
れ
騒
動
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
清

国
の
地
方
官
憲
ら
は
、
西
洋
人
に
清
国
の
内
陸
を
旅
行
で
き
る
よ
う
、

通
行
を
保
護
し
て
い
る
外
国
と
の
条
約
規
定
を
適
用
し
て
、
彼
ら
朝

鮮
人
の
一
行
を
無
事
に
護
送
し
た
（
注
‥

清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史

料

九
八
頁
、
文
海
出
版
社
、
一
九
七
〇
）。

し
か
し
、
朝
鮮
・
清
国
両
国
の
貿
易
に
携
わ
っ
た
朝
鮮
商
人
は
、

清
国
が
諸
外
国
と
締
結
し
た
規
定
に
よ
り
主
に
外
国
人
と
同
じ
待
遇

で
扱
わ
れ
る
た
め
、
両
国
間
の
公
的
な
貿
易
と
し
て
で
は
な
く
、
税

金
の
み
を
支
払
い
密
貿
易
を
す
る
悪
習
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
の
悪

習
を
是
正
す
る
た
め
、
当
時
の
吉
林
邊
務
事
で
あ
っ
た
呉
大
澂
の
提

議
に
よ
り
、
両
国
間
の
通
商
港
開
設
を
は
じ
め
と
す
る
修
好
の
必
要

性
が
提
起
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
は
、
一
八
七
六
年
の
江
華
島
条
約
締
結
後
、
李
鴻
章
が
、

日
本
の
朝
鮮
進
出
を
牽
制
す
る
た
め
に
欧
米
列
強
と
朝
鮮
の
修
好
を

勧
告
し
、
韓
米
修
好
条
約
の
斡
旋
を
進
ん
で
引
き
受
け
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
の
外
交
問
題
を
清
国
の
総
理
衙
門
が
、

彼
ら
の
意
図
の
ま
ま
推
進
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

清
国
の
意
図
と
は
、
韓
米
条
約
第
一
条
に

朝
鮮
は
清
国
の
属

邦

と
盛
り
込
み
、
朝
鮮
に
お
け
る
宗
主
権
を
確
保
を
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
か
ら
は
、
む
し
ろ
反
発
を
か
い
、
結
局

属
邦
条
項

は
除
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
八
八
二
年
四
月
六
日

（
陽
暦
五
月
二
二
日
）
朝
鮮
全
権
大
使
申

と
米
国
全
権
大
使
シ
ュ

ー
フ
ェ
ル
ト
（Co

m
m
a
n
d
ore

R
o
b
ert

W.
S
h
ufeldt

）
と
の
間

で
、
韓
米
修
好
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
同
年
八
月
に
は
、
前
述

し
た
朝
鮮
人
の
越
境
・
密
貿
易
を
是
正
し
、
正
常
な
交
易
を
行
う
た

め
に
、
朝
清
商
民
水
陸
貿
易
章
程
が
不
平
等
条
約
と
し
て
締
結
さ
れ

た
が
、
天
津
・
北
京
・
東
京
に
お
け
る
欧
米
外
交
界
か
ら
は
、
こ
の

不
平
等
条
約
に
関
す
る
清
国
へ
の
非
難
が
容
赦
な
く
降
り
注
い
だ
。

前
述
の
韓
国
・
米
国
、
韓
国
・
清
の
間
の
条
約
締
結
過
程
に
お
い
て
、

朝
鮮
政
府
は
外
交
の
基
礎
的
な
知
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
条
約
の
相
手
国
に
向
か
い
立
つ
だ
け
の
実
力
や
準
備
さ
え
も
皆

無
で
あ
っ
た
こ
と
が
露
呈
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
同
年
六
月
に
、
朝
鮮
で
は
壬
午
軍
乱
〔
一
八

八
二
年
に
閔
氏
政
府
に
よ
る
軍
事
改
革
を
契
機
に
起
こ
っ
た
反
乱
〕

が
生
じ
、
清
日
両
国
の
軍
隊
が
派
兵
さ
れ
る
な
ど
、
複
雑
な
外
交
問

題
に
朝
鮮
政
府
は
苦
心
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

李
鴻
章
は
、
軍
乱
を
契
機
に
し
て
、
用
意
周
到
に
朝
鮮
の
内
政
に

浸
透
す
る
計
画
を
立
て
、
公
然
と
干
渉
を
は
か
る
こ
と
に
成
功
し
た
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が
、
朝
鮮
の
態
度
は
韓
米
条
約
締
結
以
後
、
米
国
に
傾
い
て
い
た
。

こ
の
親
米
的
態
度
を
憂
慮
し
つ
つ
、
李
鴻
章
は
朝
鮮
内
政
へ
の
積
極

干
渉
計
画
を
推
進
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

対
外
的
業
務
、
外
交
問
題
、
国
際
法
的
問
題
、
関
税
業
務
な
ど
が

激
増
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
、
高
宗
は
こ
れ
ら
の
事
務
を
預
か
る
外

国
人
顧
問
の
招
聘
を
望
み
、
こ
れ
を
受
け
て
李
鴻
章
は
高
宗
に
前
天

津
駐
在
ド
イ
ツ
領
事
で
あ
っ
た
メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
推
薦
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

一
八
八
二
年
一
一
月
一
二
日
（
陰
暦
一
〇
月
二
日
）、
す
で
に
締

結
し
た
水
陸
貿
易
章
程
の
事
後
処
理
を
目
的
と
し
て
、
高
宗
の
親
書

を
伝
え
る
た
め
清
に
派
遣
さ
れ
た
趙
寧
夏
を
通
じ
て
、
朝
鮮
政
府
は

李
鴻
章
に
西
洋
人
顧
問
の
推
薦
を
依
頼
し
た
。
こ
の
席
で
李
鴻
章
は
、

早
く
か
ら
天
津
駐
在
ド
イ
ツ
領
事
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
メ
レ
ン

ド
ル
フ
（
穆
麟
徳
）
は
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
人
物
で
、
税
関

業
務
と
様
々
な
外
交
交
渉
に
精
通
し
て
お
り
、
全
て
の
こ
と
に
忠
実

で
、
貴
国
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
も
し
彼
を
顧
問

と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
馬
建
忠
と
周
馥
（
韓

米
条
約
交
渉
を
し
た
李
の
腹
心
）
両
人
と
協
議
し
、
合
同
文
書
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
積
極
的
に
回
答
し
た
。
続
い
て
李
は
、

貴
国
政
府
が
、
西
洋
人
を
要
請
し
た
た
め
、
国
際
外
交
に
熟
練
し

た
馬
建
忠
と
実
兄
の
馬
建
常
を
商
務
処
理
の
連
絡
官
と
し
て
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
な
ら
ば
、
彼
と
一
緒
に
帰
国
で
き
る
よ
う

と

提
議
し
、
趙
寧
夏
は
こ
れ
に
賛
成
の
意
を
示
し
た
（
注
‥
前
掲

光

緒
朝
中
日
交
渉
史
料

一
六
一
頁
）。

彼
ら
以
外
に
も
、
李
鴻
章
は
、
早
く
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
駐

在
総
領
事
を
歴
任
し
た
陳
樹
棠
を
朝
鮮
駐
在
商
務
督
辦
と
し
て
任

命
・
派
遣
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
清
国
政
府
は
ソ
ウ
ル
に
い
る
呉
長

慶
を
は
じ
め
と
す
る
人
物
を
通
じ
て
、
朝
鮮
の
外
交
・
軍
事
・
財
政

な
ど
の
全
分
野
に
お
い
て
、
事
実
上
実
権
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
過
程
で
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
一
八
八
二
年
一
二
月

九
日
、
外
務
督
辦
趙
寧
夏
の
出
迎
え
を
受
け
て
韓
国
の
地
を
初
め
て

踏
み
、
二
六
日
に
は
高
宗
に
謁
見
し
て
朝
鮮
政
府
の
統
理
衙
門
〔
外

務
に
関
す
る
一
連
の
業
務
を
担
当
〕
内
務
協
辦
と
い
う
高
位
官
職
に

招
聘
さ
れ
た
。
招
聘
時
の
彼
の
年
齢
は
三
十
五
歳
、
実
力
と
情
熱
を

兼
ね
備
え
て
お
り
、
朝
鮮
政
府
内
に
お
け
る
威
勢
の
よ
い
権
力
者
と

し
て
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
海
関
事
務
と
外
交
事

務
に
関
す
る
法
律
顧
問
に
三
〇
〇
両
と
い
う
高
額
の
月
俸
、
無
期
限

の
契
約
に
よ
り
就
任
し
た
の
で
あ
っ
た
（
注
‥
彼
の
夫
人R

osalie

v
o
n

M
o
¨
lle

d
orff

が
編
集
し
た
伝
記
、

‑

,
H
arrasso

w
icz

V
erla

g,
19
30,

p.
9

、

こ
の
中
で
韓
国
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
高
柄
翔
訳

穆
麟
徳
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の
手
記

震
檀
学
報

第
二
四
号
、
一
四
九
～
一
九
六
頁
が
あ
る
）。

㈡

メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
業
績
と
失
脚

メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
一
八
四
七
年
一
二
月
一
七
日
、
ド
イ
ツ
北
部

の
チ
ェ
デ
ニ
ッ
ク
（Ze

d
e
nic

k

）
で
高
級
官
吏
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
一
八
六
五
年
に
は
、
ハ
ー
レ
（H

alle

）
大
学
に
入
学
し

て
法
律
学
と
言
語
学
、
そ
し
て
東
洋
学
を
学
ん
だ
が
、
と
り
わ
け
彼

は
外
国
語
に
天
性
の
才
能
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
法
学
博
士
ま
で
得

た
が
、
東
洋
で
の
外
交
官
生
活
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
中
国
語
を

は
じ
め
と
す
る
外
国
語
を
熱
心
に
学
び
、
八
カ
国
語
を
駆
使
す
る
実

力
を
身
に
つ
け
た
と
い
う
。
一
八
六
九
年
、
清
国
に
到
着
し
、
駐
清

ド
イ
ツ
公
使
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
レ
ン
ベ
ン
（Vo

n
H
olle

n
b
e
n

）
に
求

め
ら
れ
、
彼
の
秘
書
と
な
っ
た
こ
と
が
、
最
初
の
外
交
経
験
と
な
っ

た
。
続
い
て
彼
は
、
天
津
駐
在
ド
イ
ツ
領
事
に
任
命
さ
れ
た
が
、
新

任
公
使
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
（Vo

n
B
ra

n
dt

）
と
の
不
和
に
よ
り

領
事
職
を
辞
任
し
、
李
鴻
章
の
勧
め
で
天
津
の
海
関
事
務
を
補
佐
し
、

李
鴻
章
と
親
交
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

李
の
個
人
顧
問
の
よ
う
な
地
位
で
彼
自
身
が
望
ん
だ
韓
国
政
府
に

招
聘
さ
れ
た
こ
と
は
、
不
便
で
あ
っ
た
天
津
生
活
か
ら
の
脱
出
を
意

味
し
た
。
彼
が
高
宗
に
謁
見
し
た
数
日
後
、
高
宗
よ
り
官
職
を
受
け

た
が
、
そ
れ
に
関
し
て

私
が
韓
服
を
着
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
は
、

韓
国
人
が
私
と
接
す
る
際
に
、
私
が
西
洋
人
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
、

お
互
い
が
信
頼
で
き
る
関
係
を
築
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
夫
人
に
よ
る
彼
の
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
宗
は
彼
に

壬
午
軍
乱
の
際
に
殺
害
さ
れ
た
閔
謙
鎬
の
家
（
磚
洞
、
現
・
壽
松

洞
）
を
贈
っ
た
り
も
し
た
。

メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
韓
国
の
近
代
化
に
大
き
な
関
心
を
持
ち
、
朝

鮮
の
綿
織
を
改
良
す
る
た
め
に
綿
密
な
研
究
を
行
い
、
ド
イ
ツ
人
メ

ー
ル
テ
ン
ス
（A.

M
e
arte

n
s

）
に
命
令
し
て
西
大
門
の
外
と
富
平

と
に
養
蚕
工
場
を
設
立
し
た
。
一
八
八
三
年
四
月
に
は
、
高
宗
か
ら

海
関
に
関
す
る
全
責
任
を
持
つ
総
税
務
司
に
任
命
さ
れ
、
内
務
協
辦

及
び
王
の
顧
問
と
し
て
実
力
者
と
な
っ
た
。
彼
は
朝
鮮
政
府
の
財
政

難
を
克
服
す
る
た
め
、
金
玉
均
な
ど
の
開
化
派
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
當
五
錢
の
発
行
を
高
宗
に
勧
告
し
、
仁
川
に
あ
る
ド
イ
ツ
商
社
世

昌
洋
行
（M

e
y
er&

C
o.

）
を
通
じ
て
、
造
弊
機
を
ド
イ
ツ
に
注
文

し
た
。
そ
の
後
、
一
八
八
三
年
八
月
に
典
圜
局
〔
造
幣
機
関
〕
が
設

立
さ
れ
、
そ
の
総
辦
に
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、
韓
国
の
工
業
化
を
推

進
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
・
キ
ー
ル
（Kiel

）
大
学
の
地
質
学
教
授
ゴ

ッ
チ
ェ
（C.

G
ottsc

h
e

）
を
東
京
大
学
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
招

聘
し
、
全
国
の
地
質
調
査
を
実
施
す
る
一
方
で
、
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ

カ
人
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ウ
ム
（Jose

p
h
R
ose

n
b
a
u
m

）
に
命
令
し
て
、

漢
江
の
砂
を
使
用
す
る
ガ
ラ
ス
製
造
工
場
を
設
立
す
る
こ
と
に
も
尽
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力
し
た
。

彼
は
教
育
に
も
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
数
多
の
韓
国
人
の

た
め
の
小
学
校
・
中
学
校
の
設
立
の
提
議
を
は
じ
め
と
し
て
、
ソ
ウ

ル
に
外
国
語
及
び
科
学
、
工
業
教
育
の
た
め
の
専
門
学
校
の
設
立
も

計
画
し
、
日
本
か
ら
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
（H

allifa
x

）
を
招
聘
し
て

官
立
英
語
学
校
を
設
立
し
た
。
駐
屯
任
務
で
あ
る
外
交
に
関
し
て
は
、

朝
鮮
に
西
洋
帝
国
か
ら
外
交
使
節
が
多
く
派
遣
さ
れ
る
よ
う
、
外
交

的
に
韓
国
は
よ
り
多
く
の
国
と
修
好
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
メ
レ

ン
ド
ル
フ
は
考
え
て
い
た
。
西
洋
か
ら
の
外
交
使
節
が
派
遣
さ
れ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
朝
鮮
が
日
本
、
及
び
清
国
の
影
響
か
ら
独
立
で

き
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
赴
任
初
期
か
ら
す
で
に
こ

れ
に
着
手
し
て
お
り
一
八
八
三
年
一
一
月
二
六
日
に
韓
英
修
好
通
商

条
約
と
韓
独
修
好
通
商
条
約
の
締
結
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
一

八
八
四
年
六
月
二
六
日
に
は
、
韓
伊
修
好
通
商
条
約
を
、
そ
し
て
、

同
年
七
月
七
日
に
は
、
韓
露
修
好
通
商
条
約
及
び
附
属
通
商
章
程
を

締
結
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
外
交
的
態
度
に
対
し
て
、
日
本

側
が
彼
を
よ
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
清
国
の
李
鴻
章
も
メ
レ
ン
ド
ル
フ
が
李
自
身
の
利
益
の
た
め
に

何
の
手
助
け
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
よ
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
朝
鮮
の
政
局
は
日
々
不
安
定
で

あ
り
、
つ
い
に
一
八
八
四
年
一
二
月
四
日
に
、
甲
申
政
変
に
よ
っ
て
、

朝
鮮
は
再
び
清
と
日
本
と
の
間
で
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
甲
申
政
変
に
直
面
し
つ
つ
も
、
朝

鮮
の
派
閥
争
い
の
中
で
王
権
を
守
る
た
め
に
国
事
処
理
に
助
力
し
た
。

一
方
で
、
朝
鮮
軍
隊
の
近
代
化
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
高

宗
は
、
す
で
に
一
八
八
三
年
九
月
、
駐
韓
米
国
公
使
フ
ー
ト
（L

u‑
ciu

s
H.

F
o
ote

）
に
外
交
顧
問
と
軍
事
顧
問
の
派
遣
を
要
請
し
て

い
た
。
壬
午
軍
乱
と
甲
申
政
変
に
よ
り
、
清
と
日
本
両
国
の
軍
隊
が

派
兵
さ
れ
、
そ
の
結
果
朝
鮮
の
政
局
は
不
安
定
と
な
り
、
フ
ー
ト
公

使
が
本
国
国
務
省
に
派
遣
要
請
し
た
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
軍
事
顧
問
職

の
推
薦
交
渉
が
長
引
く
と
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
韓
国
内
政
へ
の
浸

透
を
謀
っ
た
ロ
シ
ア
駐
韓
公
使
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
に

接
近
し
て
ロ
シ
ア
人
軍
事
顧
問
官
の
推
薦
交
渉
を
開
始
し
た
。
韓
露

修
好
通
商
条
約
の
交
渉
過
程
で
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
が
あ
ら
か
じ
め
高

宗
に
対
露
政
策
を
建
議
し
て
い
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
高
宗
は
軍
事

教
官
に
ロ
シ
ア
人
の
招
聘
を
命
じ
た
。
こ
の
ロ
シ
ア
人
招
聘
を
目
的

に
、
一
八
八
五
年
二
月
に
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
東
京
に
渡
り
、
駐
日
ロ

シ
ア
公
館
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
五
月
、

英
国
軍
艦
四
隻
が
巨
文
島
に
不
法
停
泊
し
た
こ
と
に
対
し
、
メ
レ
ン

ド
ル
フ
はFlyin

g
Fis

h

号
に
乗
り
込
ん
で
艦
長
に
抗
議
し
た
。
艦

長
が
、
日
本
の
長
崎
に
い
る
英
国
東
洋
艦
隊
司
令
官
ド
ウ
ェ
ル
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（D
o
w
ell

）
中

の
命
令
に
従
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
れ
を

受
け
て
五
月
一
六
日
に
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
政
府
有
司
嚴
世
永
と
日

本
に
渡
り
、
ド
ウ
ェ
ル
司
令
官
に
厳
重
な
抗
議
書
を
提
出
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
英
国
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
が
朝
鮮
に
お
け
る
英
国
の
利

益
を
損
な
っ
た
と
し
て
、
清
国
に
送
還
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

こ
の
事
件
の
際
、
す
で
に
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
斡
旋
で
、
ロ
シ
ア
が
朝

鮮
の
内
政
に
関
与
し
軍
事
教
官
ま
で
招
く
と
い
う
こ
と
が
流
布
し
、

王
室
を
中
心
に
し
て
韓
露
密
約
説
が
漏
洩
し
、
各
国
の
関
心
を
集
め

て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
高
宗
は
駐
韓
米
国
大
使

フ
ー
ト
に
外
務
顧
問
と
軍
事
顧
問
の
派
遣
を
要
求
し
て
お
り
、
外
国

人
教
官
の
招
聘
は
決
定
的
な
段
階
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
上
述

の

密
約
説

が
流
布
さ
れ
た
の
は
、
東
京
で
の
メ
レ
ン
ド
ル
フ
と

ロ
シ
ア
公
使
ダ
ビ
ド
フ
（D

a
vid

o
v

）
と
の
折
衝
が
、
誇
張
さ
れ
て

口
外
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
後
日
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
が
、

こ
の

密
約
説

は
メ
レ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
越
権
と
誇
張
に
よ
り
生

じ
た
も
の
だ
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
局
、
高
宗
は
韓
露
密
約
協
約
説
に
関
す
る
全
責
任
を
メ
レ
ン
ド

ル
フ
に
問
う
一
方
で
、
清
国
政
府
に
彼
の
解
任
及
び
召
還
を
要
求
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
李
朝
参
判
南
廷
哲
と
従
事
官
朴
齊
純
を
天
津
に

急
遽
派
遣
し
、
李
鴻
章
と
の
密
議
を
さ
せ
た
。
李
鴻
章
は
、
メ
レ
ン

ド
ル
フ
の
解
任
に
同
意
し
、
高
宗
は
六
月
一
六
日
、
ま
ず
彼
を
外
務

協
版
職
か
ら
解
任
し
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
し
ば
ら
く
は
海
関
総
税
務

司
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
七
月
二
六
日
に
は
こ
の
職
か
ら
さ
え

も
解
任
さ
れ
、
つ
い
に
朝
鮮
政
府
と
の
関
係
は
、
完
全
に
断
ち
切
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
八
八
二
年
一
一
月
一
五
日
に
李
鴻
章
の
推
薦
に
よ
り
、
こ
の
国

の
外
交
・
法
律
・
関
税
な
ど
重
要
業
務
を
担
当
・
先
導
す
る
た
め
に

招
聘
さ
れ
た
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
い
ま
や
完
全
に
李
鴻
章
の
信
任
を

失
い
、

引
俄
拒
清

の
主
導
者
と
し
て
解
任
さ
れ
た
。
在
任
二
年

余
り
の
間
、
韓
国
の
地
で

穆
麟
徳
参
判

と
呼
ば
れ
た
彼
の
威
勢

と
功
績
は
、
金
玉
均
・
朴
泳
孝
な
ど
の
開
化
派
と
反
目
し
な
が
ら
も
、

守
旧
派
と
協
力
す
る
戚
族
勢
力
と
深
く
結
託
し
て
い
た
。

メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
召
還
命
令
を
受
け
た
後
に
も
王
室
と
戚
族
の

密
か
な
庇
護
の
も
と
、
三
カ
月
近
く
ソ
ウ
ル
と
仁
川
を
徘
徊
し
な
が

ら
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
公
使
の
動
向
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
八
八
五
年
一
〇
月
、
つ
い
に
袁
世
凱
の
圧
力
に
よ
っ
て
天
津
に
召

還
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
李
鴻
章
は
彼
の
召
還
の
た
め
、
特
別
艦
艇

を
派
遣
し
た
。

彼
の
失
脚
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
一
個
人
の
損
失
だ
け
で
は
な
く
、

清
国
の
対
韓
政
策
に
お
い
て
も
大
き
な
つ
ま
ず
き
を
招
き
、
ま
た
、

朝
鮮
に
お
い
て
も
、
対
外
的
に
少
な
く
な
い
損
失
を
与
え
た
の
で
あ

っ
た
。
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天
津
に
再
び
戻
っ
た
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
李
鴻
章
に
納
得
し
が
た

い
措
置
と
侮
辱
に
つ
い
て
の
不
平
を
訴
え
た
が
、
後
に
メ
レ
ン
ド
ル

フ
に
対
す
る
中
傷
は
、
英
国
人
た
ち
に
よ
る
謀
略
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
が
明
ら
か
と
な
り
、
再
び
統
理
衙
門
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
彼
は
、
常
に
再
度
来
韓
す
る
こ
と
を
望
み
、
一
八
八
八
年
五
月

に
は
、
李
鴻
章
の
命
令
で
再
び
来
韓
し
た
が
、
ド
イ
ツ
・
英
国
公
使

の
妨
害
工
作
に
よ
り
、
再
度
中
国
に
帰
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
そ
の
後
も
高
宗
に
手
紙
を
書
き
来
韓
す

る
こ
と
を
望
ん
だ
。
一
八
九
九
年
に
は
、
政
府
に
招
聘
さ
れ
て
い
た

米
国
人
顧
問
・
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
死
亡
す
る
と
、

そ
の
後
任
者
と
し
て
赴
任
し
よ
う
と
努
力
し
た
の
だ
が
、
今
回
も
ロ

シ
ア
・
日
本
の
反
対
で
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、

彼
の
年
齢
は
五
二
歳
と
い
う
働
き
盛
り
で
、
仕
事
の
で
き
る
健
康
と

気
迫
を
備
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
〇
一
年
四
月
二
〇
日
、

再
び
来
韓
す
る
こ
と
叶
わ
ず
に
、
心
臓
麻
痺
に
よ
り
中
国
・
寧
波
で

五
四
歳
の
人
生
に
幕
を
閉
じ
た
。
彼
の
墓
は
、
彼
が
し
ば
ら
く
の
間

勤
務
し
た
上
海
に
あ
る
。

メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
、
我
が
国
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
、
短
期
間

で
は
あ
っ
た
が
、
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
彼
が
残
し
た
多
く
の
著
書

や
論
文
を
各
々
本
稿
に
収
録
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
我
が
国
の

法
律
・
行
政
法
・
国
際
法
・
民
法
・
刑
法
・
司
法
制
度
な
ど
に
及
ぼ

し
た
彼
の
影
響
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
注
‥
彼
の
重

要
な
著
書
は
次
の
通
り
）。

（
朝
鮮
の
改
革
）

1
8
9
7.

,
S
h
a
n
g
h
ai,
18
88.

兄
で
あ
るO

tto
F.

v
o
n

M
o
¨
l‑

le
n
d
orff

と
の
共
著
、

‑

,
S
h
a
n
g
h
ai,
1
876;

,
S
h
a
n
g
h
ai,1

89
2,

‑

,
J
N
C
B
R
A
S,

N.
S.
8,

1
8
7
9

（
独
訳
本

‑

,
S
h
a
n
g
h
ai,
1
8
95;

仏
訳
本
‥

,
P
aris

L
ero

u
x,
18
96

）

宋
炳
基
譯

尹
致
旲
日
記
（
一
八
八
三
│
一
八
八
五
）
（
探
求
堂
、

一
九
七
五
年
）
で
は
、
穆
麟
徳
〔
メ
レ
ン
ド
ル
フ
〕
が
著
述
し
た
本

と
し
て
、

朝
鮮
略
記

、

鑄
銀
銭
策

が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
漢
文
著
書
も
多
数
残
し
た
と
見
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
に
関
す
る
記
述
は
、
他
の
顧
問

と
比
較
し
て
も
、
最
も
多
く
の
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
重
要

研
究
著
書
と
し
て
は
、
前
に
引
用
し
た
高
柄
翊
教
授
の
訳
に
な
る

穆
麟
徳
の
手
記

震
檀
学
報

二
四
号
、
お
よ
び
同

穆
麟
徳
の

雇
聘
と
そ
の
背
景

同
前

二
五
・
二
六
・
二
七
合
併
号
や
、
単
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行
本
で
あ
る
同

穆
麟
徳

研
究

が
あ
る
が
、
特
に
崔
鍾
庫
教
授

の

メ
レ
ン
ド
ル
フ

（

大
韓
弁
護
士
協
会
誌

一
九
八
〇
、
一
、

二
）
は
、
極
め
て
重
要
な
研
究
と
評
価
さ
れ
る
。
特
に
崔
教
授
は
、

メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
を
綿
密
に
分
析
し
な
が
ら
、
韓
国
法
制
史
の

観
点
か
ら
深
い
研
究
を
成
し
遂
げ
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
著
書
と
論
文

を
全
て
明
ら
か
に
し
、
徹
底
的
な
分
析
を
行
っ
た
。

㈢

顧
問
職
務
の
分
化
と
後
任
法
律
・
外
務
顧
問

O
w
e
n
N.

D
e
n
n
y

メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
失
脚
が

韓
露
密
約
説

に
根
拠
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
天
津
条
約
に

よ
る
清
日
両
国
軍
隊
の
朝
鮮
半
島
共
同
撤
収
終
了
前
に
、
ロ
シ
ア
勢

力
を
朝
鮮
政
府
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
清
国
・
日
本
に

よ
る
朝
鮮
内
政
共
同
干
渉
を
行
う
口
実
を
む
し
ろ
与
え
る
結
果
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
清
日
両
国
に
と
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
の
よ
う
な
第

三
国
に
よ
る
朝
鮮
へ
の
浸
透
を
、
積
極
的
に
阻
止
す
る
こ
と
が
可
能

な
状
況
が
作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
井
上
馨
外
務
大
臣

は
、
駐
日
清
国
公
使
徐
承
祖
に
面
会
し
、
清
国
駐
在
日
本
公
使
榎
本

武
揚
を
通
じ
て
朝
鮮
国
の
政
治
改
革
案
八
カ
条
（
清
日
共
同
干
渉

案
）
を
李
鴻
章
に
伝
達
し
た
。
こ
の
政
治
改
革
案
八
カ
条
目
中
第
五

条
は
、

メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
解
任
し
、
代
わ
り
に
有
能
な
米
国
人
一

名
を
任
用
す
る
こ
と

、
第
七
条
は
、

清
国
の
駐
韓
大
臣
や
メ
レ
ン

ド
ル
フ
の
後
任
に
任
用
さ
れ
る
米
国
人
一
名
は
、
李
鴻
章
の
詳
細
な

訓
條
に
基
づ
い
て
赴
任
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
日
本
を
経
由
し
て
、
井
上
馨
に
も
面
謁
し
て
い
く
こ
と

と
い
う

内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
接
受
し
た
李
鴻
章
は
、
ま
ず
朝
鮮
の
政
治
改
革
案
八
カ
条

の
う
ち
、
第
五
条
に
定
め
ら
れ
た
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
罷
免
か
ら
実
行

に
移
し
、
高
宗
の
親
書
を
伝
達
す
る
た
め
に
李
鴻
章
に
面
会
し
た
李

朝
参
判
南
廷
哲
が
帰
国
す
る
際
、
李
鴻
章
は
南
廷
哲
に
高
宗
に
送
る

秘
密
書
簡
を
持
た
せ
た
。
こ
の
書
簡
で
李
鴻
章
は
、

ロ
シ
ア
側
の

軍
事
教
官
招
聘
の
要
求
は
断
固
と
し
て
拒
否
し
、
直
ち
に
米
国
人
教

官
を
招
聘
し
て
ロ
シ
ア
側
に
介
入
の
口
実
を
与
え
て
は
な
ら
な
い

と
述
べ
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
が
外
国
人
と
結
託
し
た
こ
と
は
、
許
す
こ

と
は
お
ろ
か
、
認
め
る
こ
と
さ
え
も
で
き
な
い
と
し
、
直
ち
に
メ
レ

ン
ド
ル
フ
を
召
還
し
、
そ
の
後
任
に
は
米
国
人
を
起
用
す
べ
し
と
要

求
し
た
。

李
鴻
章
は
、
当
時
米
国
は
、
朝
鮮
の
領
土
や
兵
権
を
欲
す
る
野
心

は
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
高
宗
は
す
で
に

駐
韓
米
国
公
使
を
通
じ
、
米
国
人
の
招
聘
を
付
託
し
、
米
国
政
府
ま

で
も
す
で
に
こ
れ
を
承
諾
し
て
い
た
が
、
現
在
ま
で
米
国
人
の
軍
事

教
官
が
到
着
し
て
い
な
い
と
い
う
実
情
を
勘
案
し
、
こ
の
機
会
こ
そ
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米
国
の
勢
力
を
も
除
去
で
き
る
唯
一
の
時
期
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

こ
れ
に
李
鴻
章
は
、
早
く
か
ら
駐
天
津
米
国
公
使
と
し
て
勤
務
し
た

経
験
の
あ
る
米
国
人
デ
ニ
ー
（O

w
e
n

N
ic
k
erso

n
D
e
n
n
y

徳

尼
）
を
朝
鮮
政
府
の
外
交
顧
問
と
し
て
、
ま
た
ハ
ー
ト
（Sir

R
o
b
ert

H
art

）
の
も
と
で
清
国
海
関
に
勤
務
し
て
、
信
任
を
得
た

英
国
人
メ
リ
ル
（H

e
n
r
y
F.

M
erril

）
を
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
後
任

に
各
々
推
薦
し
よ
う
と
考
え
、
ま
ず
メ
リ
ル
を
一
八
八
五
年
一
〇
月

一
四
日
か
ら
朝
鮮
政
府
の
海
関
総
税
務
司
と
し
て
執
務
さ
せ
た
。

李
鴻
章
は
、
変
化
す
る
朝
鮮
政
局
で
の
清
国
勢
力
を
強
化
す
る
た

め
、
一
〇
月
一
〇
日
付
で
駐
韓
清
商
務
総
辦
陳
樹
棠
を
解
任
し
、
壬

午
軍
乱
・
甲
申
政
変
の
際
に
力
を
発
揮
し
た
袁
世
凱
を
道
員
及
び
賞

加
三
品
銜
に
昇
進
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
商
務
総
辦
よ
り
職
位
の
高
い

駐
韓
清
国
朝
鮮
総
理
交
渉
通
商
事
宜
（Co

m
m
issio

n
er

w
ith

D
iplo

m
atic

P
o
w
er

）
と
い
う
新
た
な
職
を
も
う
け
、
一
一
月
一

三
日
に
は
、
一
方
的
に
袁
世
凱
を
再
び
朝
鮮
に
派
遣
し
た
。
袁
世
凱

は
赴
任
後
（
二
三
日
）、
米
国
大
使
館
に
フ
ォ
ー
ク
（Fo

ulk
）
代

理
公
使
を
訪
ね
、

す
で
に
陳
樹
棠
に
よ
り
朝
鮮
に
推
薦
さ
れ
た
デ

ニ
ー
が
、
清
国
の
要
請
に
よ
っ
て
朝
鮮
政
府
の
外
務
顧
問
職
を
受
諾

し
た
か
否
か

と
の
質
問
に
対
し
て
、

デ
ニ
ー
は
来
韓
せ
ず
、
清

国
は
現
在
朝
鮮
に
外
国
人
顧
問
を
お
く
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
。

朝
鮮
国
王
の
要
請
に
よ
り
自
分
（
袁
世
凱
）
が
国
王
と
政
府
に
お
け

る
顧
問
と
な
る

と
話
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ォ
ー
ク
は
、
袁
世

凱
の
名
刺
に
書
か
れ
た
職
位
の
名
称
が
、
英
国
駐
剳
印
度
王

ラ
ジ

ャ

（R
aja

h

）、
ま
た
は
他
の
属
国
中
の
英
国
官
職
を
適
用
し
た
意

味
で
あ
る
総
督
（R

esid
e
nt

）
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ

る
か
否
か
と
尋
ね
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
袁
世
凱
は
正
面
か
ら
答
え

ず
に
、

将
来
朝
鮮
国
王
は
国
事
を
私
に
委
任
し
、
ま
た
自
分
は
外

交
代
表
団
の
う
ち
、
と
り
わ
け
貴
下
（
フ
ォ
ー
ク
）
と
前
も
っ
て
相

談
す
る

と
返
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
は
、
袁
世
凱
が
朝
鮮
の
内
政
外
交

に
公
然
と
干
渉
し
、
清
国
政
府
が
朝
鮮
に
お
け
る
主
導
権
を
掌
握
し

よ
う
と
し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
（
注
‥T

h
e
E
x
ec

u‑
tiv

e
D
e
p
art

m
e
nt

of
th

e
F
oreig

n
R
elatio

n
s
of

U
nite

d
S‑

tates,
N
o.
25
5:

M
r.

F
o
ulk

to
M
r.

B
a
y
ard,

N
o
v
e
m
b
er

2
5,

1
8
8
5

）。

一
方
、
李
鴻
章
は
、
袁
世
凱
に
先
立
っ
て
赴
任
し
た
メ
リ
ル
が
、

北
京
に
お
け
る
外
交
問
題
に
関
す
る
ハ
ー
ト
の
力
量
に
疑
い
の
念
を

抱
く
と
、
ハ
ー
ト
を
上
官
と
し
て
迎
え
て
勤
務
す
る
メ
リ
ル
を
通
じ

て
、
李
自
身
の
対
韓
政
策
を
忠
実
に
積
極
支
持
す
る
と
話
し
た
デ
ニ

ー
を
朝
鮮
に
派
遣
し
た
。
デ
ニ
ー
派
遣
の
経
緯
に
お
い
て
、
当
時
国

王
か
ら
信
任
を
受
け
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
に
対
す
る
袁
世
凱
の
嫉
妬
心

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
フ
ォ
ー
ク
は
朝
鮮
軍
事
顧
問
と
し

て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
を
推
薦
し
た
が
、
来
韓
せ
ず
に
軍
事
顧
問
職
が
空
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席
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ク
が
、
米
国
政
府

が
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
代
わ
り
に
他
の
人
物
を
朝
鮮
に
派
遣
す
る
と
袁

世
凱
に
述
べ
る
と
、
こ
れ
を
事
前
に
妨
害
し
よ
う
と
袁
世
凱
は
デ
ニ

ー
を
来
韓
さ
せ
る
よ
う
李
鴻
章
に
建
議
し
た
の
で
あ
っ
た
（
注
‥

H.
B.

M
orse,

T
h
e
Inter

n
atio

n
al

R
elatio

n
s
of

th
e
C
hi‑

n
ese

E
m
pire,

v
ol.

Ⅲ
,

p
p.
1
3
‐1
4

）。

こ
の
建
議
を
受
け
て
李
鴻
章
は
、
彼
の
ド
イ
ツ
人
顧
問
デ
ト
リ
ン

グ
（G.

D
etrin

g

）
を
通
じ
て
、
駐
天
津
米
国
領
事
職
か
ら
退
い

た
後
、
故
郷
の
米
国
オ
レ
ゴ
ン
（O

re
g
o
n,

P
ortla

n
d

）
の
実
家

で
引
退
生
活
を
送
る
デ
ニ
ー
に
電
報
を
打
ち
、
来
韓
さ
せ
た
。
デ
ニ

ー
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
学
界
で
は
、
彼
が

清
韓
論

の
著
者
で
あ
る
こ
と
以
外
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

最
近
米
国
で

デ
ニ
ー
文
書

が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
新
た
な
史
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の

デ
ニ
ー
文

書

は
、

デ
ニ
ー
と
一
八
八
五
～
一
八
九
〇
年
の
朝
鮮
に
お
け
る

列
強
の
角
逐
戦

（O
w
e
n
N
ic
k
erso

n
D
e
n
n
y
a
n
d
th

e
Inter‑

n
atio

n
al

R
iv
aries

in
K
ore

a,
18
85

～
1
8
90

）
と
い
う
論
題
で
、

一
九
七
八
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
で
博
士
学
位
を
得
た
ス
ワ
│

タ
ウ
ト
（R

o
b
ert

R.
S
w
arto

ut,
Jr.,

現C
arrall

C
olle

g
e

史

学
教
授
）
氏
が
、
一
九
七
六
年
に
オ
レ
ゴ
ン
大
学
校
図
書
館
に
保
管

さ
れ
て
い
た

デ
ニ
ー
文
書

（T
h
e
D
e
n
n
y
P
a
p
ers

）
を
発
見

し
、
そ
の
写
本
が
金
源
模
教
授
に
公
開
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ

れ
た
（
注
‥
東
亜
日
報
一
九
七
九
年
一
一
月
二
二
日
付
、
崔
鍾
庫

デ
ニ
ー
（O

w
e
n

N.
D
e
n
n
y

）、
韓
国
に
来
た
西
洋
法
律
家

（
上
）
（
前
掲

大
韓
弁
護
士
協
会
誌

（
通
巻
五
五
号
）
一
九
八
〇

年
三
月
）
及
び

同
（
下
）
（
同
通
巻
五
七
号
、
一
九
八
〇
年
六

月
）、
金
源
模

旧
韓
末
デ
ニ
ー
（
徳
尼
）
文
書
発
見

国
学
資

料

三
四
号
、
蔵
書
閣
、
一
九
七
九
、
一
四
～
一
九
頁
参
照
）。

上
記
資
料
に
よ
れ
ば
、
デ
ニ
ー
は
一
八
三
八
年
九
月
四
日
に
オ
ハ

イ
オ
州
の
モ
ー
ガ
ン
（M

or
g
a
n
C
o
u
ntr

y

）
に
生
ま
れ
、
ウ
ィ
リ

ア
メ
ッ
ト
大
学
（W

illia
m
ette

C
olle

g
e

）
に
入
学
し
て
法
律
学

を
専
攻
、
卒
業
後
一
八
六
二
年
に
州
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
た
。
一

八
六
八
年
ま
で
の
四
年
間
は
ワ
ス
コ
ー
（W

asco

）
判
事
に
、
一
八

七
〇
年
に
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
即
審
法
院
判
事
に
、
一
八
七
四
年
に
は

グ
ラ
ン
ド
大
統
領
に
よ
り
内
国
税
徴
税
官
に
任
命
さ
れ
、
三
年
間
奉

職
し
た
。
そ
し
て
一
八
七
七
年
五
月
二
三
日
に
は
、
天
津
駐
在
米
国

領
事
に
、
一
八
八
〇
年
三
月
二
三
日
に
は
上
海
領
事
に
任
命
さ
れ
一

八
八
三
年
ま
で
在
任
し
、
そ
の
後
退
職
し
て
、
一
八
八
四
年
三
月
に

は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
故
郷
に
帰
り
（
四
六
歳
）
隠
居
生
活
を
送
っ

て
い
た
が
、
一
八
八
五
年
七
月
に
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
後
任
と
し
て
、

李
鴻
章
か
ら
電
報
を
受
け
て
来
韓
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
デ
ニ
ー
は
、
一
八
八
六
年
五
月
二
八
日
、
メ
レ
ン
ド
ル
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フ
の
後
任
と
し
て
外
衙
門
内
務
協
辦
堂
上
掌
交
司
と
い
う
高
い
役
職

を
高
宗
よ
り
受
け
、
外
交
と
法
律
事
務
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

メ
レ
ン
ド
ル
フ
が
兼
務
し
た
ふ
た
つ
の
職
責
が
〔
メ
リ
ル
と
デ
ニ

ー
各
に
〕
分
担
さ
れ
た
の
は
、
た
と
え
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
メ
レ

ン
ド
ル
フ
の
前
例
の
如
く
ひ
と
り
の
人
物
に
職
責
を
全
て
負
担
さ
せ

る
こ
と
が
、
誇
大
な
権
力
を
壟
断
す
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
、
朝

鮮
・
清
国
両
政
府
が
と
も
に
感
じ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

外
交
顧
問
と
し
て
の
デ
ニ
ー
は
、
就
任
直
後
か
ら
韓
仏
修
好
条
約

及
び
附
属
通
商
章
程
の
締
結
に
大
き
く
貢
献
し
（
六
月
四
日
）、
七

月
二
四
日
に
は
、
一
八
八
四
年
に
締
結
し
た
韓
伊
修
好
通
商
条
約
及

び
附
属
通
商
章
程
に
関
す
る
批
准
書
の
交
換
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
。
そ
し
て
デ
ニ
ー
は
、
フ
ォ
ー
ク
駐
韓
米
国
代
理
公
使
を
補

佐
し
、
米
国
宣
教
師
の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を
高
宗
か
ら
得
る
こ

と
に
も
成
功
し
た
。
ま
た
、
医
者
と
し
て
一
年
に
一
万
二
千
名
も
の

患
者
を
治
療
し
、
朝
鮮
政
府
と
一
般
国
民
か
ら
尊
敬
を
集
め
て
い
た

ア
レ
ン
（H.

N.
A
lle

n

）
と
ヘ
ロ
ン
（J.

R.
H
ero

n

）
が
、
彼
ら

の
病
院
内
に
開
設
し
た
化
学
及
び
薬
学
学
校
に
お
け
る
活
動
を
補
助

し
、
監
理
教
〔
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
〕
を
代
表
し
て
病
院
を
開
設
し
な
が

ら
、
教
育
事
業
に
も
尽
力
し
た
ス
ク
ラ
ン
ト
ン
（Scra

nto
n

）
夫

妻
・
ア
ペ
ン
ゼ
ラ
ー
（H.

G.
A
p
p
e
n
zeller

）
等
に
対
す
る
手
助

け
も
行
っ
た
。
ス
ク
ラ
ン
ト
ン
夫
人
が
一
八
八
六
年
に
建
て
た
梨
花

学
堂
は
、
今
日
の
梨
花
女
子
大
学
校
の
前
身
で
あ
る
。
し
か
し
、
法

律
外
務
顧
問
と
し
て
の
デ
ニ
ー
の
任
務
遂
行
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
が

在
任
し
て
い
た
時
期
と
は
全
く
異
な
る
状
況
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
袁
世
凱
に
よ
る
露
骨
な
脅
威
と
陰
謀
に
よ
っ
て
、
九
月
一
日
に

は
、
駐
韓
米
国
代
理
公
使
フ
ォ
ー
ク
が
本
国
に
送
還
さ
れ
る
な
ど
、

彼
の
干
渉
に
よ
り
朝
鮮
の
内
政
・
外
交
に
関
す
る
全
業
務
は
、
前
例

に
な
い
危
機
に
直
面
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
す
で
に

デ
ニ
ー
は
国
王
に
連
露
政
策
を
建
議
し
、
親
露
傾
向
を
見
せ
始
め
た
。

袁
世
凱
に
よ
る
内
政
干
渉
と
駐
韓
外
交
界
で
の
独
断
に
苛
立
ち
を
覚

え
た
高
宗
は
、
自
身
が
信
任
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
が
去
っ
た
翌
日
、

デ
ィ
ン
ス
モ
ア
（Din

s
m
ore

）
新
任
駐
韓
米
国
公
使
に
対
し
て
、

三
年
も
延
長
さ
れ
て
い
た
外
交
顧
問
と
軍
事
教
官
の
招
聘
問
題
に
つ

い
て
再
び
派
遣
を
要
請
し
た
。
袁
世
凱
に
よ
る
妨
害
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
主
的
な
体
面
を
保
全
す
る
た
め
に
暗
々
裏
に
努
力
し
た
デ
ニ

ー
は
、
積
極
的
に
高
宗
を
補
佐
し
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
、
欧
米
の

様
々
な
国
の
常
設
公
使
館
設
置
を
高
宗
に
勧
告
し
、
こ
の
よ
う
な
デ

ニ
ー
の
志
に
閔
泳
翊
の
よ
う
な
守
旧
派
の
大
物
た
ち
も
同
調
し
た
の

で
あ
っ
た
。
デ
ニ
ー
の
こ
の
勧
告
に
よ
り
、
我
が
国
歴
史
上
最
初
の

外
交
使
節
団
の
派
遣
を
高
宗
が
決
心
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
注

‥ibid.,
N
o.
70,

J
u
n
e1
5

t
h

1
88
8

）〔

デ
ニ
ー
文
書

の
こ
と

か
〕。
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一
八
八
七
年
七
月
初
旬
か
ら
、
高
宗
は
デ
ニ
ー
の
積
極
的
な
諮
問

を
受
け
、
朝
鮮
が
米
国
及
び
西
洋
帝
国
と
締
結
し
た
条
約
に
従
っ
て
、

外
交
使
節
を
相
手
国
に
派
遣
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
条
約
に
よ
り
保

障
さ
れ
た
朝
鮮
の
自
主
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
高
宗
は
、

八
月
は
じ
め
に
、
朝
鮮
王
国
の
各
国
公
館
を
設
置
す
る
措
置
と
し
て
、

袁
世
凱
に
内
緒
で
閔
泳
翊
を
芝
罘
へ
派
遣
し
、
相
手
国
の
外
交
官
ら

と
事
前
に
交
渉
さ
せ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
八
月
一
八
日
に
は
内
務

協
辦
朴
定
陽
を
駐
米
公
使
に
、
沈
相
学
を
駐
欧
（
英
国
・
フ
ラ
ン

ス
・
ロ
シ
ア
・
イ
タ
リ
ア
）
全
権
公
使
に
各
任
命
す
る
こ
と
を
発
表

し
、
ま
た
、
米
国
人
ア
レ
ン
に
、
秘
書
と
い
う
名
称
と
し
て
使
節
国

の
公
使
次
席
で
あ
る
参
賛
職
を
与
え
た
。
袁
世
凱
か
ら
高
宗
の
上
記

動
向
に
関
す
る
報
告
を
受
け
た
李
鴻
章
は
、

使
節
派
遣
は
属
邦
体

制
に
違
背
す
る

と
い
う
口
実
で
そ
れ
を
阻
止
す
る
よ
う
に
袁
世
凱

に
訓
令
す
る
一
方
で
、
あ
ら
ゆ
る
妨
害
工
作
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
デ
ニ
ー
は
、
使
節
派
遣
を
継
続
的
に
主
張
し
、
一
一
月
一
六
日

に
米
国
艦
隊
オ
マ
ハ
（T

h
e
O
m
a
h
a

）
に
よ
り
朴
公
使
一
行
は
済

物
浦
港
を
出
発
し
て
、
一
八
八
八
年
一
月
一
日
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
到
着
、
韓
国
史
上
初
の
米
国
へ
の
外
交
使
節
派
遣
が
実
現
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

デ
ニ
ー
は
ま
た
、
高
宗
に
名
誉
領
事
の
設
置
に
つ
い
て
も
勧
告
し
、

こ
れ
を
受
け
て
一
八
八
八
年
八
月
一
日
に
デ
イ
ビ
ス
（R.

H.

D
a
vis

）
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
駐
在
朝
鮮
名
誉
領
事
に
任
命
さ
れ

た
。
デ
イ
ビ
ス
名
誉
領
事
は
、
一
八
九
一
年
七
月
三
一
日
ま
で
在
任

し
、
そ
の
後
こ
の
名
誉
領
事
官
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
デ
ニ
ー
は
、
長
き
に
わ
た
り
延
長
さ
れ
て
い
た
米
国

軍
事
教
官
招
聘
に
尽
力
し
、
一
八
八
八
年
四
月
二
八
日
に
は
ダ
イ

（W.
D
y
e

）、
コ
ミ
ン
ス
（C

u
m
in
s

）、
リ
ー
（Le

e

）
な
ど
が
韓

国
政
府
に
任
用
さ
れ
た
。
デ
ニ
ー
の
こ
の
よ
う
な
成
果
に
は
、
ロ
シ

ア
公
使
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
助
け
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。

李
鴻
章
に
と
っ
て
は
左
腕
（
右
腕
は
袁
世
凱
）
で
あ
っ
た
デ
ニ
ー

の
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
李
は
、
デ
ニ
ー
が
李
の
対
韓
政
策
と

し
て
の
朝
鮮
の
清
国
属
邦
を
積
極
支
援
す
る
ど
こ
ろ
か
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
傾
け
て
、
朝
鮮
の
自
立
の
た
め
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

デ
ニ
ー
の
罷
免
を
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
八
八
年

五
月
、
李
鴻
章
は
再
び
メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
朝
鮮
に
派
遣
し
た
が
、
駐

北
京
ド
イ
ツ
公
使
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
に
よ
る
駐
韓
ド
イ
ツ
領
事
職

務
代
理
ク
リ
ー
ン
（F.

K
rie

n,

一
八
八
七
年
五
月
二
二
日
か
ら
一

八
九
八
年
一
二
月
五
日
ま
で
在
任
、
一
八
八
九
年
四
月
二
七
日
か
ら

領
事
に
任
命
）
へ
の
メ
レ
ン
ド
ル
フ
復
職
妨
害
指
示
を
受
け
て
、
ク

リ
ー
ン
は
駐
韓
英
国
公
使
ワ
ル
シ
ャ
ム
卿
（Sir

W
als

h
a
m,

一
八

八
五
年
五
月
二
二
日
か
ら
一
八
九
二
年
四
月
一
日
ま
で
在
任
）
と
共

謀
し
て
妨
害
し
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
李
鴻
章
の
命
を
受
け
て
再
び
天
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津
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、
幾
度
に
わ
た
り
、

李
鴻
章
は
デ
ニ
ー
の
罷
免
を
袁
世
凱
に
指
示
し
た
が
、
デ
ニ
ー
は
袁

世
凱
の
脅
威
を
前
に
し
て
も
常
に
清
に
よ
る
朝
鮮
内
政
干
渉
に
反
対

し
、
朝
鮮
政
府
に
対
す
る
袁
世
凱
の
全
て
の
横
暴
を
露
骨
に
非
難
し

な
が
ら
、
朝
鮮
政
府
の
た
め
に
自
主
独
立
の
精
神
を
持
つ
よ
う
勧
告

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
デ
ニ
ー
は
袁
世
凱
に
よ
り
、
一
八
九
〇
年

三
月
に
朝
鮮
政
府
の
外
務
煬
門
の
内
務
協
辦
職
か
ら
罷
免
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
バ
ー
ト
（H

o
m
er

B.
H
ullb

ert

）
教
授
（
米
国
ミ
ド
ル
バ

リ
ー
大
学
（M

id
dle

b
u
r
y
C
olle

g
e

）
の
学
長
と
し
て
一
八
八
九

年
七
月
か
ら
一
八
九
一
年
一
二
月
ま
で
、
デ
ニ
ー
の
勧
告
に
よ
り
高

宗
の
命
を
受
け
て
新
設
さ
れ
た
育
英
公
院
の
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、

デ
ニ
ー
と
親
し
く
過
ご
し
た
）
は
、
当
時
の
韓
国
事
情
を
詳
し
く
研

究
し
た

"

と
い
う
著
書
の
中
で
、
デ
ニ

ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
評
し
た
。

デ
ニ
ー
は
外
国
人
顧
問
と

し
て
、
朝
鮮
が
清
か
ら
脱
却
す
る
た
め
多
く
の
努
力
を
し
た
。
彼
の

主
張
は
断
固
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
以
前
の
清
韓
宗
主
関
係
と

隷
属
関
係
と
に
戻
ろ
う
と
す
る
韓
国
人
の
考
え
方
の
前
で
は
、
ほ
と

ん
ど
無
力
で
あ
っ
た
。
万
が
一
、
戦
争
な
く
し
て
朝
鮮
の
独
立
だ
け

を
主
張
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
列
強
諸
国
は
公
使
館
を
撤
収
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
何
ら
疑
い
の
余
地
も
な

い
。罷

免
後
の
デ
ニ
ー
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
一
八
九
〇
年
三
月
に
罷
免
さ
れ
た
デ
ニ
ー
は
、
同

年
一
二
月
頃
ま
で
朝
鮮
政
府
か
ら
滞
納
さ
れ
て
い
た
給
料
を
は
じ
め

と
す
る
契
約
上
保
障
さ
れ
た
賞
与
金
等
を
支
給
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当

時
の
駐
韓
米
国
公
使
ハ
ー
ド
（A

u
g
u
stin

e
H
e
ard

）
を
通
じ
て

解
決
を
試
み
た
と
い
う
事
実
を
外
交
文
書
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
一
二
月
一
八
日
に
は
閔
種
默
外
務
督
辦
が
、
ハ
ー
ド

公
使
に
デ
ニ
ー
が
使
用
す
る
家
屋
か
ら
の
撤
収
を
要
求
し
た
事
実
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
家
屋
は
、
デ
ニ
ー
の
後
任
者
で
あ
る
リ
ジ

ェ
ン
ダ
ー
が
直
後
か
ら
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
（
注
‥
高
麗
大
学
校

亜
細
亜
問
題
研
究
所
編

旧
韓
国
外
交
文
書

第
一
〇
巻
‥
美
案
一
、

八
一
四
、
八
二
一
（
謄
一
〇
冊
））。
一
八
九
一
年
七
月
に
韓
国
を
出

発
し
て
帰
国
し
た
デ
ニ
ー
は
、
故
郷
の
オ
レ
ゴ
ン
で
し
ば
ら
く
の
間

銀
行
に
勤
め
、
一
八
九
二
年
か
ら
九
六
年
に
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
上

院
議
員
に
当
選
し
、
任
期
を
終
え
、
引
退
生
活
を
送
っ
て
い
た
一
九

〇
〇
年
に
死
亡
し
た
（
六
二
歳
）。
デ
ニ
ー
は
朝
鮮
で
の
顧
問
在
任

中
に

清
韓
論
（C

hin
a
a
n
d
K
orea

）

と
い
う
小
冊
子
を
著
述

し
た
が
、
一
八
八
八
年
上
海
で
発
行
さ
れ
た
こ
の

清
韓
論

は
七

四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
は
す
ぐ
に
反
駁
論
文
を
書
き
、
彼
ら
の
論
争
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は
当
時
の
駐
韓
外
交
界
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
極
東
帝
国
の
外
交

官
た
ち
に
も
大
き
な
関
心
を
も
た
ら
し
た
（
注
‥
こ
れ
に
関
す
る
明

快
な
解
説
と
し
て
は
、
崔
鍾
庫
教
授
が
最
近
発
表
し
た
前
傾
論
文

メ
レ
ン
ド
ル
フ

が
あ
る
）。

清
韓
論
に
対
す
る
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
反
駁
論
文
は
、A

R
e
ply

to
M
r.

O.
N.

D
e
n
n
y'
s
p
a
m
p
hlet

e
ntitle

d
C
hin

a
a
n
d
K
o‑

re
a

と
題
さ
れ
、
こ
れ
は
、
朝
鮮
政
府
の
国
際
法
上
に
お
け
る
地
位

に
つ
い
て
自
身
の
後
任
者
と
見
解
が
対
立
す
る
と
い
う
点
に
重
要
性

が
認
め
ら
れ
る
。
崔
教
授
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
反
駁
論
文
に
つ
い

て

彼
が
韓
国
か
ら
引
退
し
、
再
び
李
鴻
章
の
影
に
隠
れ
な
が
ら
自

身
の
後
任
者
で
あ
る
デ
ニ
ー
に
対
し
て
、
心
理
面
で
は
多
少
嫉
妬
の

念
を
覚
え
な
が
ら
書
い
た
偏
頗
的
な
内
容
の
文
章
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
第
一
に
、
彼
が

こ
の
反
駁
論
文
を
書
い
た
こ
と
で
、
韓
国
と
中
国
と
の
間
に
、
最
初

の
法
律
的
な
意
味
を
持
つ
論
争
が
生
じ
た
と
い
う
点
は
、
注
目
に
値

す
る
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
国
際
法
理
論
を
具
体
的
、

歴
史
的
事
実
と
密
接
に
関
連
さ
せ
て
説
明
し
よ
う
と
い
う
態
度
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
分
析
し
て
い
る
。
デ
ニ
ー
の
清
韓
論
は
、

メ
レ
ン
ド
ル
フ
か
ら
反
駁
の
対
象
と
な
っ
た
韓
国
の
国
際
法
的
地
位

に
関
す
る
問
題
の
他
に
も
、
自
身
の
韓
国
で
の
経
験
や
、
清
国
の
朝

鮮
に
対
す
る
横
暴
を
辛
辣
に
批
判
し
て
お
り
、
我
が
国
の
近
世
史
を

研
究
す
る
こ
と
に
お
い
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

二

列
強
の
角
逐
の
中
で
の
顧
問
政
治
時
代

（
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
）

│
│
一
八
九
〇
年
～
一
八
九
九
年
│
│

㈠

デ
ニ
ー
の
後
任
顧
問

デ
ニ
ー
の
後
任
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
初
代
駐
韓
米
国
公
使
フ

ォ
ー
ト
（
一
八
八
三
年
五
月
二
〇
日
～
一
八
八
五
年
一
月
一
〇
日
）

が
高
宗
に
謁
見
し
た
際
（
一
八
八
三
年
九
月
）
に
、
国
王
か
ら
外
交

顧
問
一
名
と
軍
事
顧
問
一
名
の
派
遣
要
請
を
直
接
受
け
た
こ
と
に
遡

及
し
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
時
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
業
務

が
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
た
め
、
高
宗
は
西
洋
人
顧
問
一
名
を
さ
ら

に
招
聘
し
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
業
務
を
減
ら
そ
う
と
考
え
て
お
り
、

朝
鮮
軍
隊
を
近
代
化
す
る
た
め
に
必
要
な
教
官
（
は
じ
め
は

軍
事

顧
問

と
呼
ば
れ
て
い
た
）
一
名
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
米
国
陸
軍
少
将
ダ
イ
（W.

D
y
e

）
ら

四
名
が
、
朝
鮮
軍
隊
の
教
官
と
し
て
来
韓
し
た
の
は
、
一
八
八
八
年

一
月
に
フ
ォ
ー
ク
、
パ
ー
カ
ー
ま
た
再
び
フ
ォ
ー
ク
、
ロ
ッ
ク
ヒ
ル

（W
illia

m
W.

R
oc

k
hill

）
な
ど
の
公
使
に
続
き
、
六
代
目
駐
韓

米
国
公
使
で
あ
る
デ
ィ
ン
ス
モ
ア
（H

u
g
h
A.

D
in
s
m
ore;

一
八

八
七
年
四
月
一
日
～
一
八
九
〇
年
五
月
二
六
日
ま
で
在
任
）
が
在
職
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中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ト
公
使
以
来
、
根
気
強
く
推
進

し
た
外
交
顧
問
の
派
遣
交
渉
は
、
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
韓
露
密
約
説
関

連
事
件
や
デ
ニ
ー
の
就
任
（
清
国
の
意
図
に
よ
る
）
な
ど
で
数
限
り

な
く
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
デ
ニ
ー
も
メ
レ
ン
ド
ル

フ
の
如
く
解
任
の
危
機
に
際
し
た
が
、
デ
ィ
ン
ス
モ
ア
公
使
は
ま
ず
、

デ
ニ
ー
の
解
任
予
定
と
は
関
係
な
く
、
新
た
に
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（C
h
arls

W.
L
e
g
e
n
dre

李
善
得
）
を
高
宗
に
推
薦
し
、
初
代
駐

米
公
使
フ
ォ
ー
ト
が
約
束
し
た
米
国
人
の
外
交
顧
問
の
派
遣
が
つ
い

に
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
米
国
陸
軍
退
役
将
軍
で
あ
り
、
極
東
の
米
国

公
使
館
で
勤
務
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
詳
し
い
彼
の
学
歴
や
経
歴

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
一
八
三
〇
年
八
月
二
六

日
に
生
ま
れ
、
来
韓
時
は
六
〇
歳
を
迎
え
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
二

月
に
は
、
デ
ニ
ー
の
補
佐
官
と
し
て
高
宗
か
ら
内
務
協
辦
正
三
品
の

官
職
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
注
‥H.

N
A
lle

n,
o
p.

cit.,
p.
2
3

）。

同
年
三
月
に
デ
ニ
ー
が
解
任
さ
れ
る
と
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
四
月

に
は
デ
ニ
ー
の
後
任
者
と
し
て
外
務
・
法
律
顧
問
職
〔
傍
点
部
分
、

原
文
の
マ
マ
。
こ
れ
ま
で
の
箇
所
で
は
、
法
律
・
外
務
顧
問
と
あ
る
。

以
下
同
〕
を
続
け
て
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
当
初
招
聘
交
渉
の
過

程
で
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
デ
ニ
ー
の
業
務
を
分
担
す
る
と
い
う

前
提
で
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
リ
ジ
ェ
ン

ダ
ー
は
、
当
顧
問
職
の
業
務
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
別
の

顧
問
も
必
要
で
あ
る
と
、
高
宗
に
建
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
判
事
・
外
交
官
出
身
で
あ
る
デ
ニ
ー
が
法
律
・
外
務
顧
問
職

を
担
っ
た
場
合
と
は
異
な
り
、
軍
人
出
身
で
あ
る
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

職
務
は
、
外
交
分
野
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
任
命
は
、
そ
れ
ま
で
の
朝
鮮
内
外
政
治
に
お
い

て
、
非
常
に
強
い
勢
力
を
誇
示
し
て
き
た
清
国
の
顧
問
政
治
に
対
し
、

終
止
符
が
打
た
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
李
鴻
章
に
推
薦
さ
れ
た
メ
レ

ン
ド
ル
フ
や
デ
ニ
ー
と
は
異
な
り
、
米
国
の
長
き
に
亘
っ
て
行
っ
て

き
た
慎
重
な
外
交
交
渉
の
結
果
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
は
清
国
の
顧
問
推
薦
が
後
退
す
る
こ
の
よ
う
な
機

会
を
見
逃
さ
ず
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
顧
問
職
務
は
、
デ
ニ
ー
が
担
っ

た
職
務
全
て
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
、

新
た
な
顧
問
の
推
薦
を
朝
鮮
政
府
に
密
議
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、

新
任
駐
韓
米
国
公
使
ハ
ー
ド
や
ア
レ
ン
代
理
公
使
な
ど
に
接
近
し
つ

つ
、
米
国
人
法
律
・
外
務
顧
問
の
推
薦
作
業
を
進
め
た
。
か
く
し
て
、

日
本
外
務
省
が
推
薦
し
、
駐
韓
米
国
代
理
公
使
ア
レ
ン
も
認
め
た
親

日
米
国
人
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（Clare

n
ce

R.
G
reath

o
u
se,

具

禮
）
が
、
一
八
九
〇
年
八
月
三
〇
日
に
、
朝
鮮
政
府
の
外
務
・
法
律

顧
問
と
し
て
招
聘
・
任
命
さ
れ
、
高
宗
大
王
か
ら
内
務
協
辦
の
官
職

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
解
任
さ
れ
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た
デ
ニ
ー
の
顧
問
職
務
中
の
外
務
・
法
律
分
野
に
関
す
る
事
務
を
担

当
し
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
も
や
は
り
デ
ニ
ー
の
後
任
者
と
認
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ニ
ー
の
後
任
者
と
し
て
、
別
に
任
命
さ
れ
て

い
た
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
四
カ
月
後
に
新
た
な
同
僚
と
共
に
、
こ
の

国
の
外
交
顧
問
職
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
足
跡
を
辿
る
と
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ

ス
と
共
に
登
場
す
る
記
録
を
我
が
国
の
歴
史
文
献
に
し
ば
し
ば
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
詳
細
な
記
録
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ

一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
駐
韓
外
交
界
内
の
重
要
な
人
物
と
し
て
の

み
評
価
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
顧
問
職
に
就

任
し
て
か
ら
四
カ
月
の
間
に
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
新
た
に
外
務
・

法
律
顧
問
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る
た
め
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
一
八
九

五
年
に
新
設
さ
れ
た
宮
内
府
顧
問
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
、
本
稿
で
は

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
共
に
デ
ニ
ー
の
後
任
者
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す

る
。

㈡

外
交
顧
問C

h
arles

W.
L
e
g
e
n
dre

（
李
善
得
）
将
軍

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
外
交
顧
問
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
、
グ
レ
イ
ト
ハ

ウ
ス
が
招
聘
さ
れ
る
ま
で
の
四
カ
月
間
に
お
け
る
彼
の
功
績
は
、
七

月
二
九
日
に
楊
花
津
の
外
国
人
共
同
墓
地
設
置
に
関
与
し
た
こ
と
で

あ
る
。

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
内
務
協
辦
職
に
あ
り
な
が
ら
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ

ス
を
補
佐
し
、
外
交
の
一
線
で
活
躍
す
る
一
方
で
、
一
八
九
四
年
の

朝
鮮
政
府
改
編
（
甲
午
改
革
）
に
よ
り
、
新
た
に
組
閣
さ
れ
た
親
日

金
弘
集
内
閣
に
よ
る
外
国
人
顧
問
職
改
編
方
針
（
実
際
に
は
日
本
の

積
極
的
な
干
渉
に
よ
る
も
の
で
あ
る
）
に
よ
っ
て
、
一
八
九
四
年
一

二
月
二
七
日
に
顧
問
職
か
ら
解
任
さ
れ
る
ま
で
の
在
職
期
間
に
、
そ

し
て
そ
の
直
後
、
宮
内
府
顧
問
官
と
し
て
任
命
さ
れ
、
宮
内
府
顧
問

官
在
職
中
に
死
亡
す
る
ま
で
の
期
間
に
、
朝
鮮
政
府
に
大
き
な
貢
献

を
し
た
。

彼
は
顧
問
職
在
任
中
の
四
年
間
、
と
り
わ
け
東
学
党
の
乱
の
前
後

に
起
こ
っ
た
騒
乱
に
対
し
て
、
駐
韓
外
国
公
館
か
ら
抗
議
や
建
議
な

ど
を
多
数
受
け
、
朝
鮮
の
代
表
と
し
て
、
外
国
人
外
交
官
ら
の
説
得

に
奔
走
し
た
り
、
ま
た
清
日
戦
争
中
に
は
朝
鮮
の
中
立
を
強
調
し
た

り
も
し
た
。

一
方
、
一
八
九
〇
年
末
か
ら
、
日
本
の
漁
民
ら
の
横
暴
に
耐
え
切

れ
ず
、
済
州
島
の
漁
民
ら
が
日
本
通
漁
撤
廃
を
要
求
す
る
騒
乱
を
起

こ
す
と
、
政
府
は
日
本
と
協
議
し
、
通
漁
章
程
の
六
カ
月
延
長
に
合

意
し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
、
む
し
ろ
済
州
島
の
非
道
な
犯
罪
漁
民

を
逮
捕
・
処
断
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
を
要

請
（
三
〇
万
と
い
う
高
額
）
し
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

一
八
九
一
年
八
月
二
八
日
に
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
朝
鮮
政
府
の
辦
務
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使
と
し
て
、
統
理
衙
門
主
事
李
鉉
相
と
共
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
韓

日
通
商
章
程
と
通
漁
章
程
の
改
正
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
清
日
戦
争

直
前
の
一
八
九
四
年
六
月
九
日
、
駐
韓
日
本
公
使
大
鳥
圭
介
が
軍
艦

二
隻
、
陸
軍
四
〇
〇
名
を
仁
川
に
上
陸
さ
せ
、
一
〇
日
に
は
ソ
ウ
ル

に
入
城
す
る
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
た
外
務
督
辦
趙
秉
稜
は
、
外
務

参
議
閔
商
鎬
と
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
協
辦
を
仁
川
に
急
遽
派
遣
し
、
日
本

軍
隊
の
ソ
ウ
ル
入
城
を
阻
止
す
る
よ
う
図
っ
た
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
一

行
の
仁
川
到
着
時
に
は
す
で
に
、
日
本
軍
隊
が
ソ
ウ
ル
に
進
軍
し
て

い
た
た
め
、
そ
の
後
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
ソ
ウ
ル
で
日
本
公
使
に
強
く

抗
議
も
行
っ
た
。
以
上
の
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は

一
八
九
〇
年
の
顧
問
職
就
任
当
初
は
、
親
日
米
国
人
士
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
反
日
へ
と
転
向
し
て
い
き
、
彼
は
駐
韓
西

洋
人
の
中
で
最
も
活
発
に
行
動
す
る
反
日
人
士
と
な
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
彼
は
、
朝
鮮
政
府
の
高
官
ら
（
徐
載
弼
・
金
炳
始
・
朴
定
陽
・

李
完
用
ら
）
と
親
交
を
深
く
し
、
高
宗
の
改
革
政
策
に
対
す
る
積
極

的
支
持
勢
力
を
も
構
築
さ
せ
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
彼
の
韓
国
人
と

の
交
友
関
係
は
、
一
八
九
四
年
頃
に
組
織
さ
れ
た
貞
洞
倶
楽
部
を
通

じ
て
築
か
れ
た
。
こ
の
倶
楽
部
会
員
の
中
に
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を

は
じ
め
と
し
て
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
米
国
公
使
シ
ル
（H.

S.
Sill

）、

ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
（H.

G.
U
n
d
er

w
o
o
d

）、
ア
ペ
ン
ゼ
ラ
ー
、
フ

ラ
ン
ス
公
使
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（Collin

d
e
Pla

n
c
y

）、

ダ
イ
な
ど
の
西
洋
人
ら
と
、
朝
鮮
政
府
側
の
閔
泳
煥
・
尹
致
旲
・
李

商
在
・
李
完
用
な
ど
が
い
た
。
こ
の
倶
楽
部
は
、
非
政
治
的
な
外
交

ク
ラ
ブ
を
標
榜
し
て
い
た
が
、
会
員
の
中
に
は
日
本
人
が
全
く
い
な

か
っ
た
と
い
う
点
か
ら
、
当
時
の
朝
鮮
政
府
内
の
親
欧
米
派
人
士
と

駐
韓
西
洋
各
国
外
交
官
と
が
、
連
帯
性
を
築
く
た
め
に
、
連
絡
機
関

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
顧
問
職
解
任
は
、
前
述
し
た
通
り
、
甲
午
改
革

の
際
の
内
閣
改
編
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
、
金
弘
集
一

次
内
閣
が
発
足
す
る
一
八
九
四
年
七
月
一
五
日
以
前
に
解
任
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
一
八
九
五

年
二
月
五
日
に
辞
表
を
提
出
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
ま
た
違
う
理
由

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
当
時
の
朝
鮮
政
府
は
、

極
度
な
財
政
の
悪
化
の
た
め
、
外
国
人
顧
問
や
官
吏
ら
の
数
カ
月
分

の
俸
給
を
滞
納
し
て
き
た
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
場
合
、
一
八
九
四
年

一
二
月
二
三
日
付
で
金
允
植
外
務
大
臣
に
、
解
任
に
伴
っ
て
、
滞
納

俸
給
支
払
い
な
ど
の
契
約
条
件
の
履
行
を
求
め
る
請
求
書
を
シ
ル
米

国
公
使
を
通
じ
て
提
出
し
て
お
り
、
そ
の
請
求
額
は
二
万
三
〇
〇
〇

ド
ル
に
の
ぼ
っ
た
。
し
か
し
、
金
允
植
大
臣
か
ら
回
答
を
得
ら
れ
ず
、

再
度
二
七
日
に
督
促
を
し
、
俸
給
を
受
け
取
っ
て
辞
表
を
提
出
し
た

の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
デ
ニ
ー
の
後
任
者
と
し
て
四
年
半
、
外
交

顧
問
と
し
て
内
務
協
辦
職
に
あ
っ
た
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
そ
の
座
を
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明
け
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
注
‥
前
掲

旧
韓
国
外
交
文

書

第
一
一
巻
‥
美
案
二
、
一
三
〇
一
～
一
三
〇
四
）。

そ
の
後
、
宮
内
府
顧
問
官
に
新
た
に
任
命
さ
れ
た
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

は
、
背
後
に
ロ
シ
ア
勢
力
を
お
き
、
親
露
内
閣
で
堂
々
と
権
勢
を
奮

っ
て
い
た
一
方
で
、
徹
底
し
た
反
日
人
士
と
な
っ
て
い
っ
た
。
リ
ジ

ェ
ン
ダ
ー
は
、
一
八
九
六
年
三
月
に
米
国
人
モ
ー
ス
（Ja
m
es

M
orse

）
を
政
府
に
推
薦
し
、
京
仁
線
鉄
道
敷
設
権
と
平
壌
道
雲
山

金
鉱
採
掘
権
と
を
得
て
、
駐
韓
外
国
人
ら
に
衝
撃
を
与
え
（
鉄
道
敷

設
工
事
は
、
一
八
九
七
年
の
起
工
式
ま
で
挙
行
さ
れ
た
が
、
資
金
不

足
を
理
由
に
一
八
九
八
年
一
二
月
に
日
本
人
に
譲
渡
さ
れ
た
）、
七

月
に
は
京
義
線
鉄
道
敷
設
権
を
フ
ラ
ン
ス
人
に
許
可
を
与
え
る
こ
と

に
も
関
与
し
た
と
い
う
話
が
広
ま
っ
た
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
、
こ
の

よ
う
に
利
権
獲
得
の
た
め
、
熟
練
し
た
手
腕
を
発
揮
で
き
た
こ
と
は
、

何
よ
り
も
駐
韓
ロ
シ
ア
公
使
の
庇
護
の
も
と
、
政
府
か
ら
絶
大
な
る

信
任
を
得
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

徹
底
し
た
反
日
・
親
露
傾
向
を
帯
び
た
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
閔
妃

弑
害
事
件
が
収
拾
段
階
に
あ
っ
た
時
期
に
、
西
洋
人
の
後
援
を
受
け

て
貞
洞
倶
楽
部
会
員
が
主
導
し
た
春
生
門
事
件
に
関
連
し
て
、
し
ば

ら
く
の
間
高
宗
の
誤
解
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
春
生
門
事
件
は
、

閔
妃
弑
害
事
件
以
降
、
日
本
か
ら
こ
の
先
如
何
な
る
事
件
を
被
る
か

わ
か
ら
ず
に
、
不
安
と
恐
怖
に
包
ま
れ
て
い
る
国
王
を
宮
廷
外
の
安

全
な
場
所
へ
と
避
難
さ
せ
る
間
に
、
当
時
の
親
日
派
内
閣
を
打
倒
し
、

閔
妃
の
敵
を
討
ち
、
政
府
改
編
を
行
っ
て
、
時
局
を
安
定
さ
せ
る
一

種
の
ク
ー
デ
タ
ー
的
陰
謀
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
一
〇
月
一
二
日

に
、
ロ
シ
ア
公
使
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
シ
ル
米
国
公
使
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ

ス
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
西
洋
人
（U

n
d
er

w
o
o
d,

A
viso

n,
H
ulb

ert,
D
y
e

な
ど
）
の
後
援
（
こ
れ
は
日
本
人
た
ち

に
よ
る
主
張
）
を
受
け
て
計
画
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
陰
謀
は
、
ア

ン
・
ギ
ョ
ン
ス
、
イ
・
ジ
ノ
の
密
告
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
関
係
し
た

韓
国
人
は
逮
捕
、
処
刑
さ
れ
た
。
一
八
九
六
年
一
月
二
〇
日
、
西
洋

人
ら
は
証
拠
不
十
分
と
し
て
免
訴
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
、

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
立
場
は
苦
し
い
も
の
に
な
っ

た
。
米
国
国
務
省
は
、
国
王
奪
取
未
遂
事
件
を
契
機
に
、
駐
韓
シ
ル

公
使
を
送
還
し
（
一
八
九
五
年
九
月
一
三
日
）、
朝
鮮
内
政
に
干
渉

す
る
一
切
の
行
動
を
厳
禁
す
べ
し
と
い
う
訓
令
を
ア
レ
ン
代
理
公
使

に
打
電
し
た
（
注
‥
前
述
第
一
章

列
強
の
対
韓
政
策
と
旧
韓
末
外

国
人
顧
問
の
任
用

参
照
）。
当
時
、
米
国
政
府
に
よ
る
独
特
な
孤

立
政
策
が
、
朝
鮮
政
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
公
使

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
駐
韓
米
国
人
を
は
じ
め
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
英

国
・
ド
イ
ツ
人
ら
と
交
流
を
重
ね
な
が
ら
、
日
本
勢
力
に
対
抗
す
る

朝
鮮
政
府
内
の
勢
力
拡
張
に
腐
心
し
た
。

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
以
後
一
八
九
九
年
九
月
二
日
に
病
死
す
る
ま
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で
、
米
国
の
中
立
政
策
の
影
響
を
受
け
て
宮
内
部
の
顧
問
と
し
て
静

か
に
職
務
の
み
を
遂
行
し
た
。
彼
は
敬
虔
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ

る
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
系
米
国
人
退
役
将
軍
で
あ
っ
た
た
め
、
我

が
国
の
歴
史
文
献
に
は
、
彼
の
名
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
音
通
り
に

ル
・
ジ
ャ
ン
ド
ル
将
軍
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
、
韓
国
名
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
の
文
献
で
、

李
仙
得

と

表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
外
交
文
書
に
は

李
善
得

と
表
記
さ
れ
て

い
る
。
彼
は
、
韓
国
で
一
〇
年
近
く
内
務
協
辦
、
外
務
協
辦
、
宮
内

府
顧
問
官
（
賛
務
）
と
し
て
在
職
し
、
明
朗
快
活
な
社
交
的
性
格
で

駐
韓
外
交
界
に
お
け
る
最
も
活
発
な
外
国
人
士
の
ひ
と
り
で
は
あ
る

が
、
彼
に
関
す
る
記
録
は
僅
か
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
メ
レ
ン
ド

ル
フ
や
デ
ニ
ー
の
如
く
、
著
書
や
論
文
、
ま
た
書
簡
文
な
ど
も
残
っ

て
い
な
い
た
め
、
彼
の
韓
国
観
、
な
い
し
韓
国
で
の
業
績
に
つ
い
て

は
、
未
だ
多
く
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
先
彼
に
関
す
る

多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
よ
う
。

一
八
九
九
年
九
月
四
日
午
前
九
時
、
朴
齊
純
外
部
大
臣
を
は
じ
め
、

駐
韓
外
交
使
節
団
の
大
部
分
の
メ
ン
バ
ー
、
尹
致
昊
、
李
完
用
、
パ

ク
・
ジ
ョ
ン
ヤ
ン
〔
朴
定
陽
の
こ
と
か
〕
な
ど
、
多
く
の
韓
国
人
の

友
が
号
泣
す
る
中
、
六
九
歳
の
生
涯
を
終
え
た
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
告

別
ミ
サ
は
、
鍾
峴
天
主
堂
で
厳
粛
に
行
わ
れ
た
（
注
‥
前
掲

旧
韓

国
外
交
文
書

第
一
一
巻
‥
美
案
二
、
二
〇
四
七
、
宮
内
府
賛
務
美

人
李
善
得
葬
禮
の
件
〈
謄
二
四
冊
、
原
一
三
冊
〉
一
八
九
九
、
九
、

二
）。リ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
死
亡
す
る
と
、
一
八
九
一
年
か
ら
駐
韓
米
国
公

使
館
の
領
事
と
し
て
勤
務
し
韓
国
事
情
に
詳
し
い
駐
韓
米
国
代
理
公

使
サ
ン
ズ
（W

illia
m

F.
S
a
n
ds,

一
八
九
八
年
一
月
一
〇
日
か
ら

同
公
使
館
の
書
記
官
兼
領
事
と
し
て
ア
レ
ン
公
使
の
一
時
帰
国
（
四

月
一
〇
日
か
ら
一
〇
月
八
日
ま
で
）
の
際
に
、
代
理
公
使
を
引
き
受

け
て
い
る
）
は
、
直
ち
に
外
部
大
臣
朴
齊
純
に
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
後

任
者
に
自
ら
志
願
し
た
。
当
時
の
高
宗
王
制
は
、
外
国
人
顧
問
の
採

用
に
関
し
て
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
お
り
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
後
任
問
題
に
は
様
々
な
考
え
が
存
在
し
て
い
た
。
高
宗
自
身
は
、

清
国
寧
波
に
い
る
メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
再
び
招
聘
す
る
と
い
う
考
え
を

も
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
駐
韓
外
交
界
で
は
、
こ
の
問
題

に
関
心
が
集
中
し
て
お
り
、
日
本
公
使
林
權
助
や
パ
ブ
ロ
フ
（Pu‑

vrof

）
ロ
シ
ア
公
使
の
動
向
も
探
る
必
要
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
時
間
の
み
が
経
過
し
て
い
き
、
後
任
顧
問
の
候
補
者
選
定
は
難

し
い
状
況
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
結
局
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
後
任
と
し

て
、
一
八
九
九
年
一
一
月
一
五
日
、
現
職
駐
韓
米
国
代
理
公
使
サ
ン

ズ
が
大
韓
帝
国
の
宮
内
部
顧
問
官
の
職
に
つ
い
た
（
注
‥
ア
レ
ン
の

年
表

や
外
交
文
書
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
ズ
は
新
し
く
赴
任
し
て
き

た
モ
ル
ガ
ン
（E

d
w
in

V.
M
or
g
a
n

）
公
使
が
ソ
ウ
ル
に
到
着
す
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る
一
九
〇
〇
年
三
月
二
九
日
以
前
ま
で
は
米
代
理
公
使
と
し
て
在
籍

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）。

サ
ン
ズ
の
大
韓
帝
国

宮
内
部
顧
問

へ
の
招
聘
は
、
次
章
で
論

じ
る
フ
ラ
ン
ス
人
法
律
顧
問
ク
レ
マ
ジ
ー
（
グ
イ
レ
ト
ハ
ウ
ス
の
後

任
）
の
招
聘
過
程
で
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

本
稿
に
お
け
る
政
治
外
交
史
的
研
究
分
析
の
立
場
か
ら
、
非
常
に
重

要
な
位
置
付
け
と
な
る
。

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
死
亡
後
、
二
カ
月
も
経
過
し
て
い
な
い
一
〇
月

二
一
日
に
は
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
も
こ
の
世
を
去
り
、
駐
韓
外
交
界

で
は
再
び
彼
の
後
任
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
各
国
公
使
館
の
間
で
競
争

が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
西
洋
人
の
墓
は
、
現
在
も
陽
花
津

に
あ
る
外
国
人
共
同
墓
地
に
あ
る
。

㈢

清
・
日
本
、
ロ
シ
ア
・
日
本
の
角
逐
に
お
け
る
法
律
・
外

務
顧
問Clare
n
ce

R.
G
re
ath

o
u
se

（
具
禮
）
判
事

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
招
聘
が
、
歴
代
駐
韓
米
国
公
使
ら
の
努
力
に
よ

る
外
交
的
結
果
と
す
る
な
ら
ば
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
招
聘
は
、
日

本
外
務
省
が
推
進
し
て
達
成
し
た
政
治
的
結
果
で
あ
る
と
要
約
さ
れ

る
。
日
本
側
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
デ
ニ
ー
の
顧
問
職
業
務
を
分
担

す
る
こ
と
を
看
破
す
る
と
、
駐
韓
日
本
代
理
公
使
加
藤
增
雄
（
一
八

八
七
年
九
月
二
〇
日
か
ら
一
八
九
一
年
四
月
四
日
ま
で
在
任
）
は
、

本
国
外
務
省
に
米
国
人
顧
問
の
派
遣
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
グ
レ

イ
ト
ハ
ウ
ス
の
推
薦
過
程
で
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
影
響
が
大
き
く
、

結
局
は
、
彼
の
扇
動
に
よ
っ
て
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
任
命
さ
れ
る
こ

と
な
っ
た
。
日
本
外
務
省
は
、
駐
日
外
交
界
に
お
い
て
自
他
共
に
認

め
る
親
日
米
国
人
外
交
官
で
あ
る
駐
日
横
浜
米
国
総
領
事
グ
レ
イ
ト

ハ
ウ
ス
を
説
得
し
、
駐
韓
コ
ン
ド
公
使
〔
近
藤
眞
鋤
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
以
下
同
〕
を
通
し
て
、
高
宗
に
推
薦
さ
れ
る
よ
う
訓
令
を
出

し
た
。

朝
鮮
政
府
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
招
聘
と
前
後
し
て
、
す
で
に
他

の
外
国
人
顧
問
を
選
定
中
で
あ
っ
た
が
、
政
府
の
財
政
悪
化
に
よ
り

解
雇
さ
れ
た
デ
ニ
ー
の
滞
納
俸
給
及
び
賞
与
金
、
帰
国
費
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
外
国
人
官
吏
ら
へ
の
数
カ
月
分
の
給
料
す
ら
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
新
た
に
顧
問
を
招
聘
す
る

こ
と
に
は
、
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
コ
ン
ド
代
理
公
使
が
推
薦
し
た
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
招
聘
に
つ

い
て
は
、
ハ
ー
ド
米
国
公
使
も
歓
迎
の
意
を
示
し
た
こ
と
で
さ
ら
に

拍
車
が
か
か
り
、
高
宗
は
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
外
務
・
法
律
顧
問
に

採
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
過
程
で
、
日
本
外
務
省
に
よ
る
初
の
顧
問
推
薦
に

よ
り
、
朝
鮮
政
府
の
内
務
協
辦
と
な
っ
た
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
あ
る

が
、
在
任
一
〇
年
の
間
で
親
日
的
態
度
を
示
し
た
の
は
一
八
九
四
年
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ま
で
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
の
我
が
国
で
は
、
彼
を
日
帝
の
手

引
を
し
た
者
と
し
て
記
録
し
て
い
る
歴
史
文
献
を
多
々
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
多
く
の
共
通
点
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
同
様
に
、
グ
レ
イ

ト
ハ
ウ
ス
も
一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
韓
末
外
交
に
お
い
て
最
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
外
国
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
、
相
当

な
数
の
業
績
を
収
め
て
い
る
と
い
う
の
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
如
何
な
る
業
績
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
彼
は
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
同

様
に
、
著
書
や
論
文
を
残
し
て
い
な
い
た
め
、
彼
の
韓
国
観
や
韓
国

人
と
の
交
流
関
係
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
共
通
点
も
有

し
て
い
る
。
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
、
在
職
中
に
死
亡
し
た
と
い
う
こ

と
も
偶
然
に
も
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
リ
ジ
ェ
ン

ダ
ー
は
、
一
八
九
六
年
宮
内
府
顧
問
に
新
た
に
任
命
さ
れ
た
が
、
そ

の
一
方
で
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
赴
任
時
の
顧
問
職
に
死
亡
す
る
ま

で
の
一
〇
年
間
と
い
う
長
い
年
月
留
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
立
場
を
異
に
す
る
。
尤
も
彼
は
、
一
八
九
四
年

の
行
政
改
革
（
甲
午
改
革
）
に
お
け
る
政
府
機
構
改
編
に
よ
っ
て
、

法
部
顧
問
官
と
し
て
晩
年
を
過
ご
し
た
。
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
在
任

中
、
一
八
九
二
年
七
月
二
三
日
の
韓
国
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
韓
国
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
間
の
修
好
条
約
締
結
（
東
京
で
金
思
轍
駐
日
公
使
が
署

名
）
に
先
立
っ
て
条
約
文
起
草
に
努
め
、
一
八
九
四
年
八
月
二
六
日

の
韓
日
暫
定
攻
守
同
盟
締
結
に
も
関
与
し
、
在
任
一
〇
年
間
に
頻
繁

に
生
じ
た
韓
国
人
と
外
国
人
と
の
間
の
紛
争
・
殴
打
殺
傷
事
件
等
を

は
じ
め
と
す
る
政
治
的
事
件
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
裁
判
に
関
わ

っ
て
お
り
、
一
八
九
五
年
八
月
に
起
き
た
閔
妃
弑
害
事
件
（
乙
末
事

変
）
の
裁
判
に
も
関
与
し
た
。
閔
妃
弑
害
事
件
を
扱
っ
た
文
書
は
、

一
八
九
六
年
に
法
部
協
版
兼
高
等
裁
判
所
判
事
権
在
衡
が

開
国
五

〇
四
年
（
西
紀
一
八
九
五
年
）
八
月
事
変
報
告
書

を
作
成
し
、
グ

レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
認
証
を
経
て
、
法
部
大
臣
兼
高
等
裁
判
所
裁
判
長

イ
・
ボ
ム
ジ
ン
に
提
出
し
、
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
閔
妃

弑
害
事
件
に
関
す
る
国
内
唯
一
の
官
文
書
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ハ
ル
バ
ー
ト
教
授
は
、
著
書

"

の
中

で

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
氏
は
、
政
府
の
法
律
顧
問
と
し
て
立
派
な
業

績
を
残
し
、
政
府
か
ら
公
的
事
務
の
処
理
に
お
け
る
有
能
な
手
腕
を

有
す
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
た

と
示
し
て
い
る
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
の
具
体
的
な
業
績
の
多
く
は
明
ら
か
に
な
っ
て

は
い
な
い
。

一
八
四
六
年
九
月
一
七
日
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ウ
ッ
ド
タ
ー
ド

（W
o
o
dtard

）
で
生
ま
れ
た
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
故
郷
の
大
学

を
卒
業
し
、
州
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
た
後
、
弁
護
士
、
地
方
法
院
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判
事
を
経
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
高
等
法
院
判
事
と
な
っ
た
が
、

一
八
八
六
年
に
横
浜
駐
在
米
国
総
領
事
の
任
を
受
け
て
、
在
任
中
に

来
韓
し
た
（
四
四
歳
）。

1

清
日
紛
争
時
に
お
け
る
法
律
・
外
務
顧
問

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
朝
鮮
政
府
が
内
政
及
び

外
政
を
は
じ
め
と
す
る
対
外
的
体
面
を
維
持
す
る
た
め
に
、
体
制
の

再
整
備
に
と
り
か
か
る
態
度
を
見
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
当
時
の
政
府
は
、
外
国
人
顧
問
官
や
官
吏
ら
の
俸
給
も
適
期
に

支
給
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
ほ
ど
に
、
深
刻
な
財
政
難
に
陥
っ

て
お
り
、
す
で
に
推
進
さ
れ
て
い
た
博
文
局
〔
一
八
八
三
年
設
置
の

新
聞
・
雑
誌
等
出
版
機
関
。

漢
城
旬
報

を
発
刊
〕
事
業
も
再
び

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
（
一
八
八
八
年
六
月
）。
近

代
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
外
国
人
顧
問
が
必
要
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
顧
問
を
招
聘
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
有
能
な
威
臣
が
い
な
い
こ
と
、
袁
世
凱
に
よ

る
公
然
の
干
渉
が
韓
国
と
西
洋
帝
国
と
の
接
近
を
妨
害
し
た
こ
と
が
、

韓
国
の
近
代
化
が
推
進
さ
れ
な
か
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
指
摘

さ
れ
る
。
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
時
期
に
、
日

本
の
勢
力
を
背
後
に
置
き
、
朝
鮮
政
府
に
登
場
し
た
の
で
あ
っ
た
。

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
赴
任
に
よ
り
、
統
理
衙
門
に
は
外
務
を
担
当

す
る
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
二
名
の
米
国
人
顧

問
が
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
正
二
品
内
務
協
辦
と
い
う

同
等
の
地
位
に
い
な
が
ら
も
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
先
任
者
で
あ

る
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
よ
り
も
序
列
的
に
は
上
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
業
務
は
全
て
の
法
律
問
題
（
国
内
法

を
は
じ
め
と
し
て
、
国
際
法
や
外
国
法
も
含
む
）
と
外
務
の
分
野
に

亘
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
外
交
に
関
す
る
分
野
を

担
当
し
て
お
り
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
業
務
は
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
職

務
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
我
が
国
の
文
献
の
中
で
、

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
補
佐
官
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
い
う
記
録
が
認

め
ら
れ
る
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
理
由
の
た
め
で
あ
る
が
、
公
式
に

は
同
一
の
職
級
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
九
四
年
ま
で
の
外

交
行
政
に
お
い
て
は
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
共
に

行
動
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
八
九
一
年
八
月

二
八
日
の
韓
日
通
商
通
漁
章
程
の
改
正
交
渉
の
た
め
に
、
リ
ジ
ェ
ン

ダ
ー
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
が
、

こ
の
派
遣
前
に
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
協
議
し
、

上
記
章
程
改
正
内
容
を
綿
密
に
検
討
し
た
上
で
、
日
本
側
が
要
求
し

た
賠
償
請
求
額
を
綿
密
に
計
算
し
て
そ
の
額
を
削
る
こ
と
を
リ
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
指
示
し
、
厳
密
な
国
際
法
的
解
析
に
基
づ
く
問
題
解
決
の

姿
勢
を
見
せ
た
。
ま
た
他
の
例
と
し
て
、
一
八
九
三
年
一
月
二
五
日
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に
、
新
任
駐
韓
日
本
公
使
大
石
正
巳
（
六
月
三
日
ま
で
在
任
）
は
、

一
八
九
〇
年
二
月
に
生
じ
た
黄
海
道
防
穀
事
件
の
賠
償
に
関
す
る
問

題
を
抱
え
て
赴
任
し
、
彼
は
す
ぐ
に
統
理
衙
門
の
新
任
督
辦
趙
秉
稷

に
、
一
八
九
〇
年
九
月
二
八
日
に
当
時
の
仁
川
駐
在
日
本
領
事
林
權

助
が
外
衙
門
に
要
求
し
た
賠
償
金
と
利
子
に
つ
い
て
、
一
七
万
五
七

五
九
ウ
ォ
ン
三
七
銭
三
厘
を
速
や
か
に
賠
償
す
べ
し
と
催
促
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
趙
秉
稷
は
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

新
た
な
角
度
か
ら
金
額
を
算
出
さ
せ
、
袁
世
凱
の
了
解
を
得
て
、
大

石
に
四
万
七
五
七
五
ウ
ォ
ン
五
角
四
分
九
厘
三
号
三
絲
一
忽
二
合
の

み
償
還
す
る
と
い
う
強
い
態
度
で
交
渉
に
臨
ん
だ
。
こ
れ
は
、
グ
レ

イ
ト
ハ
ウ
ス
が
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
相
談
し
、
緻
密
に
計
画
し
て
行
っ

た
反
撃
で
あ
っ
た
。

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
袁
世
凱
と
日
本
公
使
に
よ
る
徹
底
し
た
監

視
の
下
で
、
複
雑
な
外
交
問
題
が
提
起
さ
れ
る
度
に
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ

ー
と
の
協
議
を
も
っ
て
決
定
し
て
お
り
、
彼
ら
自
身
は
対
外
的
に
は

厳
正
中
立
を
示
し
な
が
ら
、
朝
鮮
政
府
の
顧
問
と
し
て
朝
鮮
の
利
益

の
た
め
に
尽
力
し
た
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
ま
ず
顧
問
職
に
就
き
、
続

け
て
、
親
日
米
国
人
と
さ
れ
た
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
赴
任
し
た
が
、

日
本
公
使
館
で
は
、
彼
ら
は
日
本
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
考

え
が
次
第
に
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
こ
の
時
期
親
日
派
で
あ
っ
た
と
い

う
の
は
、
次
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
学
党
の
乱

の
鎮
圧
と
韓
国
内
政
改
革
を
掲
げ
て
韓
国
に
派
兵
し
た
日
本
は
、
清

へ
の
宣
戦
布
告
の
口
実
を
模
索
し
て
い
た
中
で
韓
清
間
の
従
属
関
係

を
問
題
視
し
、
一
八
九
四
年
五
月
二
三
日
に
大
鳥
公
使
を
通
じ
て
、

高
宗
に
こ
れ
に
関
す
る
朝
鮮
政
府
の
回
答
を
促
し
た
。
そ
の
際
、
趙

秉
稷
外
務
督
辦
が
袁
世
凱
を
通
し
て
李
鴻
章
に
如
何
な
る
回
答
を
す

べ
き
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
李
は
す
ぐ
に
従
属
問
題
に
つ
い
て
日
本

に
、

…
朝
鮮
は
現
在
ま
で
清
の
属
国
で
あ
る
が
、
日
本
を
恐
れ
て

の
清
へ
の
属
国
で
は
な
い
と
回
答
し
、
そ
の
ま
ま
行
動
す
れ
ば
清
国

で
必
ず
興
師
問
罪
す
る
と
日
本
側
に
伝
え
る
べ
し
…

と
回
答
す
べ

き
全
文
を
送
付
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
趙
秉
稷
は
、
日
本
公
使
に
送

付
す
る
回
答
の
文
案
作
成
を
、
親
日
派
の
ひ
と
り
で
あ
る
兪
吉
濬
外

務
主
事
に
指
示
し
た
。
日
本
公
使
に
送
ら
れ
た
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
っ
た
。

丙
子
修
好
条
約
〔
一
八
七
六
年
締
結
の
日
朝
修
交
条
規
（
江
華

島
条
約
）〕
第
一
条
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
は
自
主
国
家
と
し
て
日
本

と
対
等
な
権
利
を
有
す
る
と
い
う
。
朝
鮮
は
、
こ
の
条
約
締
結
以

後
の
貴
国
（
日
本
）
と
の
交
渉
に
お
い
て
、
平
等
権
を
守
っ
て
き

た
。
今
回
（
東
学
党
の
乱
鎮
圧
）、
我
々
が
清
国
に
派
兵
要
請
の

請
願
を
し
た
こ
と
も
、
我
々
の
自
由
な
権
利
で
あ
る
。
我
々
は
、

韓
日
条
約
を
遵
守
し
、
実
践
し
て
お
り
、
我
々
が
内
治
・
外
交
面
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に
お
い
て
自
主
的
に
行
動
す
る
こ
と
は
清
国
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
清
国
王
大
臣
（
北
洋
大
臣
李
鴻
章
）
の
照
会
文
の
内
容
に
以

上
の
よ
う
な
文
句
が
含
ま
れ
て
い
た
か
否
か
は
我
々
が
確
認
す
る

こ
と
で
は
な
い
…

兪
吉
濬
は
、
こ
の
文
案
作
成
過
程
で
外
務
・
法
律
顧
問
で
あ
る
グ

レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
相
談
し
、
趙
秉
稷
と
袁
世
凱
の
承
認
を
受
け
て
日

本
へ
発
送
し
た
。
し
か
し
、
上
記
内
容
に
は
、
清
の
機
嫌
を
損
ね
な

い
よ
う
に
努
力
を
し
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
る
が
、
日
本
の
機
嫌
を
と

っ
た
に
過
ぎ
ず
、
結
果
と
し
て
こ
の
文
案
作
成
に
協
調
し
た
グ
レ
イ

ト
ハ
ウ
ス
は
、
清
国
と
朝
鮮
と
の
属
邦
関
係
清
算
に
関
し
て
日
本
を

補
佐
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
が
問
題
視
し
た

従
属
問
題
は
、
宣
戦
布
告
の
口
実
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
清
国
の
朝

鮮
に
お
け
る
宗
主
権
放
棄
宣
言
を
勝
ち
取
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
日
本
政
府
は
、
清
日
戦
争
布
告
の
口
実
と
し
て
、
宗
主
権

問
題
で
は
な
く
、
朝
鮮
政
府
の
内
政
改
革
問
題
を
前
面
に
打
ち
出
す

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2

日
本
顧
問
政
治
時
代
の
法
律
・
外
務
顧
問

開
戦
直
後
か
ら
勝
利
を
確
信
し
た
日
本
は
、
朝
鮮
の
内
政
改
革
に

早
急
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
期
を
前
後
し
て
、
日

本
は
朝
鮮
に
お
い
て
徹
底
し
た
顧
問
政
治
を
進
め
る
よ
う
に
な
り
、

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
除
く
顧
問
職
の
ほ
と
ん
ど
を

日
本
人
が
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
九
四
年
末
ま
で
の
日
本
人

顧
問
と
補
佐
官
の
数
は
四
〇
名
に
の
ぼ
り
、
日
本
は
朝
鮮
政
府
内
で

顧
問
政
治
の
遂
行
を
可
能
に
す
る
状
況
を
完
全
に
構
築
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
駐
韓
各
国
の
外
交
代
表
は
、

政
府
各
部

の
外
国
人
顧
問
の
特
定
人
専
用
に
つ
い
て
の
抗
議
件

と
い
う
題
目

で
外
部
大
臣
金
允
植
に
抗
議
書
を
提
出
し
た
（
注
‥
前
掲

旧
韓
国

外
交
文
書

第
一
九
巻
‥
法
案
一
、
五
七
五
〈
謄
七
冊
〉
一
八
九
四

年
九
月
七
日
）。
日
本
人
顧
問
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
留
任
し
た
の
は
、

以
下
の
理
由
に
よ
る
。
即
ち
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
日

本
外
務
省
自
身
が
推
薦
し
、
す
で
に
四
年
あ
ま
り
に
亘
っ
て
在
任
す

る
古
株
の
顧
問
官
で
あ
る
点
と
、
中
立
を
表
明
し
て
い
る
米
国
国
民

と
い
う
点
か
ら
、
そ
し
て
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
米
国
政
府
の
推
薦
で

招
聘
さ
れ
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
よ
り
も
さ
ら
に
長
い
間
在
任
す
る
古

株
の
顧
問
官
と
い
う
点
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
対
外
的
に
、
駐
韓
各
国

外
交
代
表
に
朝
鮮
政
府
内
の
全
顧
問
職
を
日
本
が
独
占
し
て
い
る
と

い
う
印
象
を
与
え
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
米
国
人
顧
問
ら
を
留
任
さ

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
威
勢
、
日
本
に
よ
る
戦
争
の
脅
威
を
前
に
し
、

袁
世
凱
は
一
八
九
四
年
六
月
一
八
日
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
、
朝
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鮮
国
王
の
顧
問
官
で
あ
る
と
豪
語
し
な
が
ら
、
一
〇
余
年
に
亘
り
朝

鮮
内
政
に
干
渉
し
た
清
国
の
積
極
的
顧
問
政
治
は
終
止
符
を
打
た
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
袁
世
凱
の
帰
国
は
、
清
韓
従
属
関
係
に
お
け
る

清
の
完
全
な
宗
主
権
放
棄
を
意
味
し
、
近
代
韓
国
の
顧
問
政
治
に
お

い
て
、
新
た
な
転
換
期
│
│
日
本
顧
問
政
治
時
代
の
開
幕
│
│
を
迎

え
た
の
で
あ
っ
た
。

甲
午
改
革
に
よ
る
新
官
制
の
実
施
に
よ
り
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は

新
た
に
金
弘
集
内
閣
の
法
部
大
臣
尹
用
求
を
補
佐
す
る
法
部
顧
問
と

し
て
の
任
を
受
け
た
（
一
八
九
四
年
七
月
一
五
日
）。
法
部
に
は
、

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
顧
問
官
以
外
に
も
、
日
本
人
顧
問
と
補
佐
官
ら
が

い
た
が
、
そ
の
中
に
は
日
本
の
衆
議
院
議
長
と
逓
信
大
臣
を
務
め
た

星
彦
顧
問
官
〔
原
文
の
マ
マ
。
星
亨
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
〕
も
存
在

し
た
。
日
本
人
に
囲
ま
れ
た
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
主
に
外
国
の
法

令
と
国
際
法
、
外
務
に
関
す
る
事
項
を
任
さ
れ
て
い
た
が
、
甲
午
改

革
に
よ
る
新
官
制
実
施
を
目
前
に
し
て
、
大
鳥
公
使
に
よ
り
急
造
さ

れ
た
法
令
と
新
旧
法
令
と
を
整
理
す
る
作
業
に
も
関
与
し
、
ま
た
今

後
実
行
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
五
六
項
目
を
選
択
す
る
作

業
に
も
関
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

各
大
臣
間
規
約
條
件

と
い
う
名
称
で
一
八
九
五
年
四
月
二
三
日
の
閣
議
で
審
議
決
定
さ
れ
、

日
本
帝
国
主
義
が
徹
底
し
た
顧
問
政
治
を
行
う
た
め
の
予
備
的
措
置

で
あ
り
、
そ
の
主
だ
っ
た
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、

内
閣
・
各
部
・
各
庁
で
閣
令
・
部
令
・
庁
令
・
訓
令
等
を
発
す
る
際

に
は
、
そ
の
辦
理
案
を
内
閣
総
書
ま
た
は
各
部
協
辦
へ
提
出
す
る
前

に
、
必
ず
各
顧
問
官
の
検
閲
を
受
け
る
こ
と
、
第
二
に
、
各
顧
問
官

が
そ
の
主
管
事
項
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
何
時
で
も
閣

議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
内

容
は
、
近
代
帝
国
主
義
の
列
強
諸
国
に
よ
る
植
民
地
政
策
に
お
い
て
、

保
護
と
い
う
名
目
の
も
と
、
常
套
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
顧
問
政
治

に
よ
る
徹
底
し
た
干
渉
を
意
味
す
る
こ
と
に
再
論
の
余
地
は
な
い
。

グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
、
一
連
の
悪
巧
み
に
直
接
的
・
間
接
的
に
加
担

し
た
の
は
、
彼
が
法
部
顧
問
で
あ
り
、
全
て
の
法
令
改
廃
作
業
に
関

与
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
顧
問
政
治
を
通
じ
て
徹
底
し
た
内
政
干
渉
を
画

策
し
た
大
鳥
公
使
は
送
還
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
任
と
し
て
井
上
馨
が

任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
井
上
は
、
韓
国
内
政
の
失
敗
と

清
日
戦
争
後
の
三
国
干
渉
に
よ
り
、
日
本
の
立
場
が
窮
地
に
追
い
込

ま
れ
る
と
、
顧
問
政
治
を
行
う
こ
と
で
有
し
て
き
た
影
響
力
を
も
発

揮
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
日
本
の
一
挙
一
動
を
注
視
し
、
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
ロ
シ

ア
公
使
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
閔
妃
と
そ
の
一
派
の
排
日
気
勢
を
す
ば
や

く
と
ら
え
、
閔
妃
へ
の
接
近
を
急
い
だ
。
こ
の
と
き
、
す
で
に
グ
レ

イ
ト
ハ
ウ
ス
は
ロ
シ
ア
公
使
館
側
と
内
密
に
相
談
し
、
排
日
へ
と
方
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向
転
換
を
し
始
め
て
い
た
。
老
練
な
外
交
官
で
あ
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
公

使
は
、
閔
妃
側
と
の
接
触
を
試
み
て
い
た
が
、
直
接
的
な
接
触
は
回

避
し
、
第
三
国
人
、
即
ち
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
米
国
人
ら
を

ロ
シ
ア
側
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
利
用
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
シ

ル
駐
韓
米
国
公
使
を
通
し
て
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
法
部
顧
問
と
リ
ジ

ェ
ン
ダ
ー
宮
内
部
顧
問
ら
を
駆
り
立
て
て
在
京
〔
京
城
の
こ
と
か
〕

西
洋
人
を
排
日
へ
誘
導
す
る
こ
と
を
命
じ
、
在
京
西
洋
人
の
一
致
団

結
を
図
っ
た
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
公
使
は
、
閔
妃
に
米
国
人
の
顧
問
職
を
推
薦
し
な
が

ら
、
そ
の
一
方
で
、
親
米
主
義
的
な
韓
国
人
を
起
用
さ
せ
（
中
樞
院

顧
問
に
徐
載
弼
）、
シ
ル
米
国
公
使
を
利
用
し
て
ロ
シ
ア
の
立
場
を

有
利
に
推
し
進
め
た
。
俄
舘
播
遷
〔
閔
妃
殺
害
事
件
後
、
身
の
危
険

を
感
じ
た
高
宗
は
、
王
太
子
と
共
に
一
八
九
六
年
二
月
一
一
日
か
ら

約
一
年
間
に
わ
た
り
、
ロ
シ
ア
公
館
に
自
ら
身
を
寄
せ
た
〕
直
後
の

一
八
九
六
年
二
月
に
は
、
朝
鮮
政
府
に
親
露
内
閣
を
成
立
さ
せ
、
朝

鮮
の
政
局
に
お
け
る
親
日
派
の
除
去
、
そ
し
て
日
本
人
顧
問
ら
を
追

放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
に
親
ロ
シ
ア
的
な
状
況
を
作
り
出
す

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

3

ロ
シ
ア
顧
問
政
治
時
代
の
法
部
顧
問

日
本
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
顧
問
政
治
は
終
わ
り
を
告
げ
、
一
八
九

六
年
か
ら
新
た
に
ロ
シ
ア
の
顧
問
政
治
が
始
ま
っ
た
。
李
瑄
根
教
授

は
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
親
日
性
に
つ
い
て
、

当
時
の
駐
韓
外
交

界
で
、
韓
国
政
府
内
に
お
け
る
ロ
シ
ア
勢
力
の
拡
張
と
韓
国
の
反

日
・
親
露
政
策
の
最
も
重
大
な
原
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
た
の
は
、
グ

レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
中
心
に
し
た
米
国
人
が
、
韓
国

政
府
内
に
お
い
て
継
続
的
な
地
位
を
得
る
た
め
に
、
親
日
か
ら
反
日

に
急
転
し
て
、
ロ
シ
ア
公
使
を
補
佐
し
、
閔
妃
に
連
露
政
策
を
建
議

し
た
こ
と
に
あ
っ
た

と
分
析
し
て
い
る
。

親
露
政
権
が
成
立
し
た
際
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

は
駐
韓
外
国
人
の
中
で
最
も
勢
力
の
強
い
実
力
者
と
な
っ
た
。
春
生

門
事
件
の
際
に
は
、
高
宗
か
ら
誤
解
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
グ

レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
ロ
シ
ア
公
使
と
と
も
に
韓
国
政
局
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
関
与
し
た
。
彼
は
、
米
国
人
教
官
（
王
室

直
属
侍
衛
隊
）
ダ
イ
の
軍
事
顧
問
へ
の
栄
転
に
仲
介
的
役
割
を
果
た

し
、
英
国
公
使
が
推
薦
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
（M

c
L
ea

v
y
B
ro

w
n,

柏

卓
安
）
の
総
税
務
司
兼
度
支
部
顧
問
へ
の
任
命
に
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。
英
国
は
、
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
朝
鮮
に
政
治
的

な
干
渉
を
行
わ
ず
、
ま
た
米
国
の
よ
う
に
顧
問
を
介
し
て
、
朝
鮮
王

室
に
深
く
入
り
込
む
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
就
任

を
契
機
に
、
多
く
の
経
済
的
実
利
追
及
の
利
得
を
得
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
朝
鮮
政
府
内
に
親
露
政
権
を
構
築
さ
せ
る
こ
と
に
成
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功
し
た
ロ
シ
ア
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
を
就
任
一
年
後
に
解
任
さ
せ
よ
う
と

朝
鮮
政
府
に
圧
力
を
か
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
英
国
は
、
度
支
部
顧

問
職
を
ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
セ
イ
（K.

A
le
x
eif,

一
八
九
七
年
一
〇

月
五
日
赴
任
）
に
譲
歩
し
た
が
、
英
国
政
府
が
派
遣
し
た
軍
艦
と
軍

隊
ま
で
動
員
し
て
対
露
戦
争
不
辞
の
強
硬
な
態
度
に
よ
っ
て
総
税
務

司
の
地
位
は
守
っ
た
（
注
‥
国
史
編
纂
委
員
会

韓
国
史

第
一
八

巻
、
一
九
六
頁
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
度
支
顧
問
職
業
務
遂
行
過
程
と

解
職
理
由
が
詳
細
に
書
か
れ
、
ロ
シ
ア
人
へ
の
交
替
過
程
を
よ
く
説

明
し
て
い
る
）。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
半
島
で
は
、
列
強
諸
国
間
の
顧

問
職
争
奪
戦
が
戦
争
に
変
わ
る
可
能
性
さ
え
も
含
ん
で
い
た
時
期
に
、

ロ
シ
ア
は
一
一
月
二
一
日
、
再
び
兵
器
廠
顧
問
と
し
て
ロ
ミ
ノ
フ

（R
o
m
in
of

）
を
推
薦
し
、
任
命
さ
せ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
は
韓
国
政
府
内
の
重
要
な
全
顧
問
職
を

占
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
顧
問
職
の
全
推
薦
は
、
ウ
ェ
ー
バ

ー
ま
た
は
ス
ペ
イ
ア
（A.
d
e
S
p
eiy

er

）
書
記
官
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
顧
問
政
治
は
、
朝

鮮
で
の
森
林
伐
採
権
・
捕
鯨
権
・
銀
行
設
立
等
の
経
済
的
利
権
獲
得

へ
と
向
か
い
、
韓
国
人
の
怒
り
を
買
う
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

独
立
協
会
は
、
ロ
シ
ア
の
顧
問
政
治
と
侵
略
的
行
為
に
つ
い
て
、

独
立
新
聞

な
ど
を
通
し
て
糾
弾
し
、
世
論
に
訴
え
か
け
た
。
一

八
九
八
年
二
月
二
〇
日
に
独
立
会
員
ら
は
ロ
シ
ア
糾
弾
の
た
め
の
集

会
を
開
き
、
三
月
九
日
に
は
万
民
共
同
会
を
開
催
、
全
大
韓
民
衆
の

名
で
ロ
シ
ア
人
顧
問
ら
の
解
雇
を
建
議
し
、
大
韓
の
自
主
権
確
立
を

要
求
す
る
公
開
状
を
外
務
大
臣
閔
種
默
に
送
付
し
た
（
注
‥
同
書
、

一
九
六
│
七
頁
）。

こ
の
よ
う
な
世
論
に
押
さ
れ
、
政
府
は
四
月
一
二
日
ロ
シ
ア
人
顧

問
ら
を
解
雇
し
、
ロ
シ
ア
人
ア
レ
ク
セ
イ
が
設
立
し
た
韓
露
銀
行
も

閉
鎖
し
た
。

し
か
し
、
一
八
九
八
年
九
月
に
、
ロ
シ
ア
軍
人
ら
も
宮
廷
か
ら
追

放
さ
れ
、
高
宗
は
宮
廷
護
衛
に
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
法
部
顧
問
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
、
外
国
人
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
皇
室
保
護
兵
（
外
国
人
巡
検
）
の
設
置
を
建
議
す
る
と
、
高

宗
は
即
座
に
こ
れ
を
受
諾
し
た
。
そ
こ
で
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
張

國
煥
と
共
に
上
海
に
渡
り
、
そ
こ
に
滞
在
す
る
無
頼
漢
三
〇
名
を
九

月
一
五
日
に
朝
鮮
半
島
に
伴
い
、
彼
ら
は
一
七
日
に
正
式
に
採
用
さ

れ
た
。
こ
の
皇
室
保
護
兵
は
、
米
・
英
国
人
各
九
名
、
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ス
人
各
五
名
、
ロ
シ
ア
人
二
名
で
構
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
表
面

上
、
皇
室
保
護
兵
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
が
、
実
際
に
は
金
鴻
陸
な

ど
の
親
露
派
が
個
人
的
な
利
権
欲
に
よ
っ
て
数
度
独
立
協
会
か
ら
糾

弾
さ
れ
た
こ
と
に
恨
み
を
抱
き
、
独
立
協
会
を
粉
砕
し
よ
う
と
い
う

目
的
で
引
き
入
れ
た
職
業
的
暴
力
集
団
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
独
立
協
会
は
彼
ら
の
即
時
解
雇
を
建
議
し
、
強
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力
な
デ
モ
運
動
を
し
て
政
府
に
抗
議
す
る
と
、
採
用
後
一
〇
日
目
に

（
九
月
二
七
日
）
皇
室
保
護
兵
の
解
雇
を
宣
布
し
、
彼
ら
を
朝
鮮
半

島
か
ら
退
去
さ
せ
た
。

ロ
シ
ア
人
顧
問
排
除
運
動
に
よ
り
、
外
国
人
顧
問
に
対
す
る
悪
印

象
が
未
だ
残
る
中
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
起
こ
し
た
こ
の
事
件
は
、

当
時
の
韓
国
人
の
外
国
人
顧
問
に
対
す
る
更
な
る
感
情
の
悪
化
を
招

く
契
機
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
件
以
後
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
自
ら
謹
慎
生
活
を
送
っ
て

い
た
が
、
そ
の
間
に
発
病
、
数
ヶ
月
に
及
ぶ
闘
病
の
さ
な
か
（
注
‥

外
交
文
書
に
は

数
ヶ
月
間

と
だ
け
記
録
さ
れ
、
詳
し
い
病
名
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
過
飲
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
）、
一

八
九
九
年
一
〇
月
二
一
日
に
法
部
顧
問
官
在
職
中
に
こ
の
世
を
去
っ

た
。
彼
の
逝
去
に
つ
い
て
、
外
部
大
臣
朴
齊
純
は
顧
問
を
通
じ
て

気
立
て
が
良
く
誠
実
な
具
顧
問
は
、
一
〇
年
前
に
内
部
協
版
に
任

命
さ
れ
、
甲
午
更
張
以
来
法
部
顧
問
と
し
て
尽
力
し
た
。
我
が
国
の

法
文
化
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

と
哀
悼
の
意
を
述
べ
、
皇
帝
陛

下
の
弔
意
を
伝
え
た
。
ま
た
朴
齊
純
は
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
死
亡
当

日
に
ア
レ
ン
米
公
使
が
推
薦
す
る
米
国
人
顧
問
後
任
の
件
に
つ
い
て

の
回
答
と
し
て
、
大
韓
政
府
に
よ
る

後
繼
法
律
官
の
美
国
人
不
必

用
方
針

〔
原
文
の
マ
マ
〕
を
知
ら
せ
た
（
注
‥
前
掲

旧
韓
国
外

交
文
書

、
第
十
一
巻
‥
美
案
二
、
二
〇
七
〇
〈
原
十
三
冊
〉、
二
〇

七
三
、
二
〇
七
二
～
二
〇
七
四
〈
謄
二
十
四
冊
〉）。

五
三
歳
で
生
涯
を
終
え
た
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
葬
儀
は
、
同
年
一

〇
月
二
三
日
午
前
一
一
時
に
行
わ
れ
（
場
所
未
詳
）、
陽
花
津
外
国

人
共
同
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
同
年
一
一
月
二
日
に
、
政
府
が
彼
の
一

〇
カ
月
分
の
俸
給
三
〇
〇
ウ
ォ
ン
を
支
給
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る
（
注
‥
同
書
、
二
〇
七
三
）。

三

大
韓
帝
国
の
最
後
の
法
部
外
部
顧
問

（
ク
レ
マ
ジ
ー
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
）

│
│
一
九
〇
〇
年
～
一
九
〇
八
年
│
│

㈠

ロ
ー
ラ
ン
・
ク
レ
マ
ジ
ー
（
金
雅
始
）
博
士
の
任
命
過
程

1

フ
ラ
ン
ス
の
外
交
交
渉
と
ク
レ
マ
ジ
ー
の
登
場

カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の
自
由
と
経
済
的
利
権
獲
得
に
主
力
を
注
い
で

き
た
フ
ラ
ン
ス
（
注
‥
本
編
第
一
章

列
強
の
対
韓
政
策
と
旧
韓
末

外
国
人
顧
問
の
任
用

の

フ
ラ
ン
ス

編
を
参
照
の
こ
と
）
は
、

対
韓
政
策
に
お
い
て
、
対
日
本
三
国
干
渉
の
一
員
に
な
っ
た
後
、
駐

韓
公
使
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（Collin

d
e
Pla

n
c
y

葛
林

徳
）
を
筆
頭
に
、
政
治
外
交
・
経
済
・
宗
教
な
ど
全
分
野
に
わ
た
り

活
発
な
外
交
を
展
開
し
始
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
駐
韓
ロ
シ
ア
公
使

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
同
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
、
積
極
的
な
支

援
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
一
八
九
四
年
九
月
六
日
、
日
本
顧
問
の
独
占
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に
対
し
て
、
露
・
英
・
独
公
使
と
共
同
で
朝
鮮
政
府
に
抗
議
を
行
っ

た
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
今
後
い
か
な
る
国
の
国
民
も
朝
鮮
政
府
に
採
用

さ
れ
る
よ
う
、
朝
鮮
政
府
に
要
求
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
推
薦
要
求
を
も

に
お
わ
せ
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
朝
鮮
が
今
後
国
際
会
議
に
積
極
的

に
参
加
し
、
対
外
的
な
威
信
を
持
つ
よ
う
勧
告
も
行
い
、

パ
リ
万

国
博
覧
会E

x
p
ositio

n
u
niv

erselle
inter

n
atio

n
ale

d
esœ

u‑
vres

d'
art

et
d
es

pro
d
uits

in
d
u
striels

et
a
g
ricoles

（
一
九

〇
〇
年
四
月
一
五
日
か
ら
一
一
月
五
日
ま
で
）

の
準
備
委
員
団
を

韓
国
に
呼
び
入
れ
、
金
允
植
外
務
大
臣
に
韓
国
の
参
加
を
呼
び
か
け

た
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
招
待
状
は
、
一
八
九
六
年
一
月
七

日
に
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
（G.

L
efe
´

vre
盧
飛
鳧
）
駐
韓
代
理
公
使
が

金
允
植
に
送
付
し
、
同
年
一
〇
月
三
一
日
に
再
度
参
加
を
要
請
し
、

朴
齊
純
外
務
大
臣
は
、
一
八
九
九
年
六
月
二
七
日
に
博
覧
会
参
加
に

関
す
る
事
務
を
フ
ラ
ン
ス
に
委
託
し
て
、
参
加
が
決
定
し
た
。
プ
ラ

ン
シ
ー
公
使
は
、
こ
の
万
国
博
覧
会
へ
の
韓
国
の
参
加
を
積
極
的
に

支
援
し
た
と
い
う
功
労
で
、
一
九
〇
二
年
一
〇
月
二
〇
日
に
高
宗
か

ら

一
等
太
極
勲
章

を
受
け
て
い
る
（
注
‥
前
掲

旧
韓
外
交
文

書

第
十
九
巻
‥
法
案
一
、
七
四
五
〈
原
一
冊
〉、
七
四
六
〈
謄
9

冊
〉
一
一
一
二
、〈
原
三
冊
〉）。
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
が
契

機
と
な
り
、
韓
国
政
府
（
外
部
大
臣
李
完
用
）
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
の

提
議
を
受
け
入
れ
、
大
韓
帝
国
パ
リ
駐
在
名
誉
総
領
事
に
ル
ー
リ
ナ

（M.
R
o
ulin

a

路
里
羅
）
を
任
命
し
た
（
注
‥
同
書
、
七
七
一
、

七
七
二
〈
原
一
冊
〉
謄
十
冊
、
一
八
九
七
、
六
一
八
）。
ル
ー
リ
ナ

は
、
こ
の
名
誉
総
領
事
職
を
踏
み
台
と
し
、
一
九
〇
〇
年
五
月
一
二

日
に
駐
韓
フ
ラ
ン
ス
代
理
公
使
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
を
通
じ
て
、
韓
国
で

の
鉱
山
採
掘
権
を
申
請
し
（
注
‥
同
書
一
二
四
五
〈
原
四
〉）、
同
年

六
月
二
二
日
に
は
再
び
督
促
す
る
も
（
注
‥
同
書
、
一
二
五
七
）、

外
部
大
臣
朴
齊
純
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
（
注
‥
同
書
、
一
二
五
八
）。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
書
記
官
サ
ル
タ
デ
ー
ル
を
通
じ
て
、
執

拗
な
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、
同
年
九
月
二
九
日
に
許
可
権
を
得
る
こ

と
と
な
っ
た
（
注
‥
同
書
、
一
三
〇
二
〈
原
四
冊
〉）。
ル
ー
リ
ナ
は

パ
リ
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
街
で
宝
石
商
を
営
み
、
一
千
万
フ
ラ
ン
の

財
産
を
持
つ
富
豪
で
あ
り
、
韓
国
史
上
最
初
に
駐
仏
名
誉
総
領
事
に

任
命
さ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
続
け
て
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
、
一
八

九
八
年
九
月
五
日
に
、
朴
齊
純
外
部
大
臣
代
理
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
ル

ア
ー
ブ
ル
（Le

H
a
vre

）
港
に
別
の
大
韓
帝
国
名
誉
総
領
事
館
開

設
を
命
じ
ら
れ
、
オ
デ
ィ
ネ
（M.

O
din

et

禹
帯
乃
）
を
推
薦
し

て
任
命
さ
せ
た
（
注
‥
同
書
、
九
四
七
〈
原
二
冊
〉
‥
一
八
九
八
・

九
・
八
）。
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
以
上
の
よ
う
な
外
交
交
渉
の
経
験
を

通
じ
て
、
一
九
〇
〇
年
一
月
三
〇
日
、
ロ
ン
ド
ン
駐
在
大
韓
名
誉
総

領
事
館
設
立
に
も
関
与
し
、
英
国
下
院
委
員P

ritc
h
ard‐

M
or‑

g
a
n

の
名
誉
総
領
事
任
命
に
も
中
枢
的
役
割
を
担
っ
た
。
こ
れ
に
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先
立
つ
一
八
九
五
年
、
ミ
ュ
テ
ル
（M

utel

）
司
教
に
よ
る
カ
ト
リ

ッ
ク
朝
鮮
教
区
の
創
設
に
も
力
を
注
い
だ
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
、
大

韓
政
府
内
の
仏
語
学
校
創
設
に
も
関
わ
り
、
一
八
九
六
年
一
月
六
日

に
こ
れ
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
一
八
九
五
年
一
〇
月
五
日

か
ら
す
で
に
ソ
ウ
ル
に
滞
在
し
て
い
た
マ
ル
テ
ル
（E.

M
artel

馬
太
乙
）
を
、
こ
の
学
校
の
校
長
兼
教
師
と
し
て
赴
任
さ
せ
た
。

韓
国
近
代
化
に
対
し
て
も
深
い
関
心
を
見
せ
た
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使

は
、

上
海
所
在
法
国
天
文
館
の
日
気
象
報
を
各
港
（
韓
国
の
）
に

站
所
設
立

を
外
部
大
臣
閔
種
默
に
依
頼
し
（
注
‥
同
書
、
七
七
九

〈
原
一
冊
〉
一
八
九
七
年
七
月
三
一
日
）、
こ
れ
を
韓
国
政
府
に
受
諾

さ
せ
た
（
注
‥
同
書
、
七
八
一
、
謄
十
冊
、
八
月
一
八
日

こ
れ
は

上
海
のZik

a
w
ei

氏
が
、
済
物
浦
・
釜
山
・
元
山
に
毎
朝
九
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
航
海
を
行
う
た
め
の
天
気
予
報
を
含
む
全
て
の
気

象
通
報
を
電
信
で
予
告
す
る
も
の
で
、
我
が
国
の
天
文
学
発
展
に
画

期
的
な
転
換
期
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
）。

こ
の
よ
う
に
韓
国
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
を
次
第
に
緊
密
に
し
て

い
く
こ
と
に
貢
献
し
た
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
、
さ
ら
に
一
八
九
八
年

一
二
月
七
日
に
ク
レ
マ
ン
セ
（E.

Cle
m
e
n
cet

、
吉
孟
世
）
を
大

韓
農
商
工
部
郵
遞
事
務
主
任
（
郵
遞
局
長
）
兼
郵
遞
教
師
・
翻
訳
者

と
し
て
招
聘
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
（
注
‥
同
書
、
九
二
五
、
冊

十
二
冊
、
九
二
六
原
二
冊
）。
ク
レ
マ
ン
セ
の
赴
任
は
、
我
が
国
の

郵
遞
事
業
発
展
に
転
換
期
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
、
韓
国
の
郵
遞

業
務
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
八
年
一
一
月
三
日
に
万
国
郵
便
協
定
を

批
准
、
一
九
〇
〇
年
一
月
に
は
万
国
郵
便
連
盟
に
加
入
し
、
一
九
日

に
は
米
国
に
外
交
パ
ウ
チ
（diplo

m
atic

p
o
u
c
h

）
が
発
送
さ
れ

る
な
ど
画
期
的
な
発
展
を
成
し
遂
げ
た
。
彼
は
、
韓
国
政
府
に
郵

便
・
葉
書
製
造
を
フ
ラ
ン
ス
に
依
頼
す
る
こ
と
を
建
議
し
、
一
九
〇

〇
年
七
月
二
八
日
、
朴
齊
純
外
部
大
臣
は
フ
ラ
ン
ス
に
そ
の
要
請
を

す
る
に
至
っ
た
（
注
‥
同
書
、
法
案
二
、
一
二
七
六
、
謄
十
六
冊
）。

ロ
シ
ア
顧
問
政
治
が
退
い
た
直
後
の
空
白
期
を
利
用
し
た
プ
ラ
ン

シ
ー
公
使
の
外
交
的
成
果
は
、
韓
国
政
府
内
に
外
国
人
顧
問
職
や
役

人
の
空
席
が
生
じ
る
度
に
積
極
的
に
交
渉
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
上
述
し
た
マ
ル
テ
ル
、
ク
レ
マ
ン
セ
の
他
に
も
、
シ
ョ

ッ
ト
（M.

S
c
h
ott

蘇
特
、
一
八
九
六
年
か
ら
宮
内
部
農
業
技
師

と
し
て
赴
任
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
韓
国
で
事
業
を
行
う
個
人
や
、

ま
た
ピ
ー
ブ
・
リ
ー
ル
社
（
フ
ラ
ン
ス
）
で
働
く
フ
ラ
ン
ス
民
間
人

だ
け
で
な
く
、
外
国
人
ま
で
韓
国
政
府
に
推
薦
し
、
臨
時
雇
員
な
ど

（
四
～
五
名
）
と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
に
と
っ
て
の
最
大
の
目
的

は
、
韓
国
政
府
内
で
の
顧
問
職
獲
得
に
あ
っ
た
。
彼
は
ロ
シ
ア
人
顧

問
ら
が
排
斥
さ
れ
退
い
た
後
、
そ
の
後
任
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
が
任

命
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
交
渉
を
始
め
た
。
ま
ず
、
リ
ジ
ェ
ン
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ダ
ー
の
後
任
と
し
て
、
一
八
九
九
年
一
一
月
一
五
日
に
サ
ン
ダ
ー
ス

が
宮
内
部
顧
問
と
し
て
就
任
す
る
と
、
法
部
顧
問
官
で
あ
っ
た
グ
レ

イ
ト
ハ
ウ
ス
の
後
任
に
フ
ラ
ン
ス
人
を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
顧
問
政
治
に
対
す
る
嫌
気
と
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス

が
失
敗
し
た
外
国
人
巡
検
招
聘
事
件
〔
皇
室
保
護
兵
招
聘
事
件
〕、

そ
し
て
相
次
い
で
発
生
し
た
外
国
人
に
関
す
る
事
件
な
ど
で
、
独
立

新
聞
等
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
世
論
は
顧
問
政
治
に
反
対
し
、
政

府
も
こ
れ
に
同
調
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
顧
問
職
後
任
の
空
席
が

ふ
た
つ
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
任
に
強
力
な
推
薦
を
行
う
こ
と
は

難
し
い
時
期
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
側
と
し
て
は
外
国
人
巡

検
事
件
に
お
け
る
外
国
人
三
〇
名
中
五
名
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
た

た
め
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
す
る
印
象
が
芳
し
く
な
い
こ
と
も
推
薦
交

渉
を
強
く
行
う
こ
と
の
で
き
な
い
一
因
で
あ
っ
た
。

一
八
九
九
年
一
〇
月
二
三
日
付
で
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー

駐
韓
フ
ラ
ン
ス
公
使
が
本
国
外
務
長
官
〔
傍
点
部
分
、m

inistre

‥
大
臣
の
こ
と
か
。
以
下
同
〕
デ
ル
カ
セ
（T

h
e
´

o
p
hile

D
el‑

casse,́

一
八
九
八
年
一
一
月
一
日
か
ら
一
九
〇
五
年
六
月
五
日
ま

で
の
七
年
間
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
国
外
務
長
官
を
勤
め
、
三
選
し
た

下
院
議
員
と
し
て
、
兼
職
長
官
を
歴
任
し
た
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
重
鎮

で
あ
る
）
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

…
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
将
軍
の
助
け
に
よ
っ
て
、
一
〇
年
前
に
採
用

さ
れ
た
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
国
際
法
と
法
律
の
顧
問
職
を
担
当

し
、
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
彼
は
外
部
と
法
部
に
所
属
し

て
い
た
。
…
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
将
軍
が
息
を
引
き
取
る
際
、
グ
レ
イ

ト
ハ
ウ
ス
氏
も
重
病
を
患
っ
て
お
り
、
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
彼
ら
か
ら
学
び
、
諮
問
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
韓
国
人
ら
は
、
彼
ら
米
国
人
の
後
任
問
題
に
つ
い
て
、
如
何

な
る
顧
問
職
を
選
択
し
、
候
補
者
を
選
ぶ
べ
き
か
考
え
ね
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
ソ
ウ
ル
で
は
、
中
国
で
関
税
士
と
し
て
勤
務
す
る

メ
レ
ン
ド
ル
フ
氏
を
再
び
呼
び
寄
せ
る
か
否
か
思
案
し
て
い
た
が
、

す
で
に
メ
レ
ン
ド
ル
フ
の
招
聘
は
断
念
す
る
こ
と
を
決
め
、
現
在

は
外
国
人
名
士
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
た
に
赴
任
す

る
有
名
な
人
士
に
は
、
月
給
三
〇
〇
ド
ル
（
七
五
〇
フ
ラ
ン
）
を

支
給
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
俸
給
は
日
本
よ
り
も
勝

る
も
の
で
あ
る
…

続
い
て
、
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
は
、
一
一
月
一
七
日
に
フ

ラ
ン
ス
人
推
薦
の
可
能
性
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

…
顧
問
任
命
問
題
に
つ
い
て
主
導
権
を
握
っ
た
日
本
の
駐
韓
外

交
代
表
の
提
案
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る

態
度
を
規
定
し
た
特
別
会
談
で
の
決
定
に
よ
り
、
今
回
の
顧
問
問

題
（
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
後
任
問
題
を
い
う
）
は
両
国
の
共
同
参

与
政
策
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
当
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
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駐
韓
ロ
シ
ア
公
使
ス
タ
イ
ン
氏
は
大
韓
政
府
顧
問
職
に
日
本
人
が

任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ロ
シ
ア
人
も
こ
れ
と
類
似
し
た
職
に

任
命
さ
れ
ず
、
林
権
助
公
使
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
自
国
政
府
に

問
う
た
後
、
問
題
の
検
討
を
提
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

た
。
と
に
か
く
韓
国
は
、
現
在
日
本
と
ロ
シ
ア
の
う
ち
か
ら
ど
ち

ら
も
選
択
で
き
な
い
立
場
に
あ
る
。
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
将
軍
の
後
任

職
で
あ
る
宮
内
部
顧
問
に
は
、
駐
韓
米
国
代
理
公
使
（
ア
レ
ン
博

士
の
欠
席
で
）
サ
ン
ダ
ー
ス
書
記
官
が
最
近
採
用
さ
れ
た
。
今
回

の
サ
ン
ダ
ー
ス
の
任
命
は
、
我
々
の
重
要
関
心
に
な
ら
ざ
る
を
得

ず
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
は

フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
我
々
に
と
て
も
同
調
的
で
我
々
の
言
葉
（
フ

ラ
ン
ス
語
）
も
極
め
て
流
暢
に
操
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
も
あ

る
。
再
度
述
べ
る
と
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
外
交
官
と
思
う

ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る

（
注
‥
傍
線
部
分

は
原
文
通
り
）（
注
‥
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書

Ⅰ
、
一
八

九
七
│
一
八
九
八N.

S.
8,

N
o.
28
4

韓
国
政
府
顧
問
グ
レ
イ
ト

ハ
ウ
ス
氏
に
つ
い
て
、
一
八
九
九
年
一
〇
月
二
三
日
付
駐
韓
公
使

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
が
パ
リ
外
務
長
官
デ
ル
カ
セ
に
送
っ

た
報
告
書
、
一
八
九
九
年
一
二
月
九
日
外
務
省
接
受
、
一
二
月
一

三
日
政
務
局
接
受
、
四
〇
│
四
一
頁
‥N.

S.
8,

28
7,

p.
5
3,

韓
国
政
府
顧
問
指
名
に
関
し
て

、
一
八
九
九
、
一
一
、
一
七
ソ

ウ
ル
発
）。

以
上
の
よ
う
に
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
後
任
招
聘
問
題
に
つ
い
て

は
、
ロ
シ
ア
と
日
本
と
の
朝
鮮
半
島
で
の
利
害
関
係
に
関
す
る
三
次

に
亘
る
協
議
の
結
果
、
両
国
が
顧
問
任
命
問
題
か
ら
手
を
引
く
こ
と

と
な
り
、
親
仏
米
国
人
外
交
官
サ
ン
ダ
ー
ス
が
宮
内
部
顧
問
と
し
て

赴
任
し
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
プ
ラ
ン
シ
ー
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
と
な

っ
た
（
注
‥
五
四
～
七
三
頁
で
は
、
駐
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
が
本
国
外

務
長
官
に
一
一
月
一
八
日
付
け
で

ロ
シ
ア
の
大
韓
政
策
、
日
本
の

憂
慮

と
い
う
題
名
の
報
告
書
の
中
で
、
韓
国
問
題
全
般
に
わ
た
っ

た
詳
し
い
内
容
を
記
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
六
九
│
七
三
頁
で
は

日
本
顧
問
問
題

と
い
う
項
目
で
、
ロ
シ
ア
の
態
度
に
つ
い
て
の

全
般
的
な
世
論
を
集
約
し
て
日
本
の
態
度
の
決
定
を
示
唆
し
て
い

る
）。プ

ラ
ン
シ
ー
公
使
は
一
八
九
九
年
九
月
は
じ
め
、
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
後
任
問
題
に
つ
い
て
、
林
公
使
と
ロ
シ
ア
代
理
公
使
ス
タ
イ
ン
と

面
会
を
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
顧
問
の
推
薦
を
暗
示
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

韓
国
の
世
論
に
よ
り
退
い
た
兵
器
廠
顧
問
ロ
ミ
ノ
フ
の
後
任
に
も
、

フ
ラ
ン
ス
人
を
推
薦
し
た
が
、
こ
の
問
題
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
付
属

武
官
ビ
ダ
ル
（Vid

al

飛
達
・
一
八
九
六
年
九
月
か
ら
一
九
〇
一

年
六
月
一
三
日
ま
で
在
任
）
に
一
任
し
て
推
進
さ
せ
、
一
九
〇
一
年

二
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
大
尉
ペ
イ
ウ
ェ
（G.

P
a
y
e
u
r

裵
堯
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乙
）
を
軍
事
顧
問
官
の
地
位
で
あ
る
韓
国
政
府
の
機
器
廠
士
官
に
、

彼
の
補
佐
官
と
し
て
ル
イ
（L.

L
o
uis

路
易
）
を
武
器
調
査
員
に

同
時
に
任
命
さ
せ
た
。
彼
ら
の
招
聘
に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
支
援
が

極
め
て
大
き
く
、
ロ
シ
ア
側
は
、
任
命
過
程
に
お
い
て
、
前
任
者
ロ

ミ
ノ
フ
の
例
（
待
遇
・
俸
給
・
業
務
な
ど
）
に
関
す
る
情
報
を
渡
し
、

フ
ラ
ン
ス
側
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
手
助
け
を
行
っ
た
（
注
‥
同
書
、

N.
S.
1
3,

八
九
～
八
七
頁
、
一
九
〇
〇
、
一
、
一
三
‥
一
一
八
～

一
二
六
頁
）。

以
上
の
よ
う
に
、
兵
器
廠
顧
問
及
び
そ
の
補
佐
官
職
の
獲
得
の
た

め
、
ビ
ダ
ル
武
官
及
び
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
書
記
官
を
し
て
推
薦
し
、
グ

レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
後
任
顧
問
職
に
つ
い
て
広
範
に
外
交
交
渉
を
展
開

し
た
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
露
日
対
立
を
巧
妙
に
利

用
し
、
サ
ン
ダ
ー
ス
宮
内
部
顧
問
を
通
じ
て
高
宗
王
政
に
建
議
、
韓

国
政
府
の
高
官
ら
と
接
近
し
て
、
彼
ら
か
ら
フ
ラ
ン
ス
人
招
聘
の
可

能
性
を
得
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
韓
国
政
府
の
立
場
は
、
外
国
人
排
斥
運
動
が
頻

繁
に
行
わ
れ
、
韓
国
人
と
外
国
人
と
の
間
に
小
さ
な
争
い
が
無
数
に

存
在
し
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
外
部
に
接
収
さ
れ
た
経
済
的
利
権
に

関
す
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
申
請
書
が
関
係
書
類
と
と
も
に
極
め
て
多
く

積
ま
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
独
立
協
会
が
探
知

し
暴
露
、
政
府
に
抗
議
を
行
っ
た
後
で
あ
っ
た
た
め
、
プ
ラ
ン
シ
ー

公
使
が
法
部
大
臣
権
在
衝
に
面
会
し
た
際
、
権
大
臣
は
未
だ
外
国
人

に
対
す
る
韓
国
人
ら
の
非
難
を
心
配
し
て
い
た
と
一
一
月
二
九
日
付

け
で
発
送
し
た
報
告
書
に
記
し
て
い
る
。
上
述
し
た
一
七
日
付
け
報

告
書
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
顧
問
推
薦
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て

い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
プ
ラ
ン
シ
ー
の
対
韓
国
政
府
の
積
極

外
交
交
渉
は
、
一
一
月
一
七
日
以
後
約
一
〇
日
の
間
に
行
わ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
（
注
‥
同
書
、N.

S.
1
3,

六
五
頁
）。

プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
、
上
記
期
間
に
、
権
在
衝
法
部
大
臣
か
ら
正

式
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
推
薦
依
頼
を
受
け
、
招
聘
契
約
案
作
成
を
協
議

し
た
。
こ
の
協
議
過
程
で
、
彼
は
す
で
に
ロ
ー
ラ
ン
・
ク
レ
マ
ジ
ー

に
言
及
し
、
権
大
臣
も
こ
れ
に
同
意
し
た
。
そ
こ
で
プ
ラ
ン
シ
ー
公

使
は
、
本
国
外
務
省
に
ク
レ
マ
ジ
ー
の
推
薦
及
び
派
遣
を
要
請
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
注
‥
同
書
、N.

S.
13,

六
五
頁
）。
こ

の
よ
う
に
韓
国
政
府
と
の
一
次
的
な
交
渉
を
終
え
た
プ
ラ
ン
シ
ー
公

使
は
、
翌
日
一
一
月
三
〇
日
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
（
注
‥
前
掲

A
lle

n

年
表

四
二
頁
に
よ
れ
ば
、
彼
は
休
暇
で
帰
国
し
て
お
り
、

一
九
〇
一
年
三
月
一
一
日
に
再
び
ソ
ウ
ル
に
帰
任
し
て
い
る
。
同
書
、

四
四
頁
）

プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
の
帰
国
は
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
韓
国
参
加

準
備
、
駐
ロ
ン
ド
ン
韓
国
名
誉
総
領
事
館
設
置
、
そ
し
て
未
解
決
の

兵
器
廠
教
官
と
補
佐
官
二
名
の
派
遣
に
お
け
る
強
力
な
推
進
の
た
め
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の
任
務
と
関
連
し
て
、
ク
レ
マ
ジ
ー
を
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
が
韓
国
政

府
法
部
顧
問
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
に
、
本
国
政
府
│
│
外
務
省
・

戦
争
省
・
司
法
省
・
植
民
地
省
・
上
院
・
下
院
な
ど
│
│
の
関
係
機

関
と
の
政
務
協
議
が
目
的
で
あ
っ
た
。
彼
が
帰
国
前
に
、
デ
ル
カ
セ

外
務
長
官
に
送
付
し
た

政
務
報
告
書

及
び

別
添

ク
レ
マ
ジ

ー
招
聘
契
約
案

を
要
約
す
れ
ば
次
の
様
に
な
る
。

本
人
〔
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
〕
は
、
中
国
法
に
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
ク
レ
マ
ジ
ー
氏
の
名
は
彼
の
著
書
を
通
じ
て
存
じ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
サ
イ
ゴ
ン
控
訴
院
長

で
あ
っ
た
と
い
う
彼
の
経
歴
も
知
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

本
人
が
駐
日
代
理
公
使
に
在
任
中
、
東
洋
関
係
法
律
〔
原
文
の

マ
マ
〕
の
大
家
と
し
て
極
東
で
最
も
有
名
な
西
洋
人
法
律
家
で
あ

る
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
（Boisso

n
a
d
e

‥
パ
リ
大
学
校
名
誉
教
授

〔
来
日
時
は
ア
グ
レ
ジ
ェ
の
身
分
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年

に
名
誉
教
授
と
な
る
〕
と
し
て
一
八
八
〇
年
代
初
め
か
ら
一
〇
余

年
間
日
本
政
府
の
法
律
顧
問
）〔
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
か
ら

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
（
明
治
二
二
年
に
は
一
時
帰
国
）
ま

で
日
本
に
滞
在
〕
を
通
じ
て
、
彼
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
ク
レ
マ
ジ
ー
氏
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
の
弟
子
で
あ
る
と
と

も
に
友
人
で
も
あ
る
。

ク
レ
マ
ジ
ー
氏
は
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
が
日
本
で
引
退
し
た
際

に
、
昔
の
師
匠
の
後
任
者
（
日
本
政
府
法
律
顧
問
）
に
な
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

ク
レ
マ
ジ
ー
氏
の
考
え
が
未
だ
変
わ
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ

し
て
長
官
閣
下
が
彼
の
推
薦
を
承
認
し
て
く
だ
さ
る
の
な
ら
ば
、

ク
レ
マ
ジ
ー
氏
は
韓
国
政
府
が
申
し
入
れ
る
顧
問
職
を
受
諾
す
る

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
契
約
案
の
採
用
期
間
は
一
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

韓
国
政
府
に
長
年
在
職
し
て
い
る
全
外
国
人
の
よ
う
に
、
ク
レ
マ

ジ
ー
が
望
む
の
な
ら
ば
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
職
に
就
く
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
政
府
報
告
書
と
と
も
に
別
添
で
送
付
さ
れ
た
全
一
三
カ
条
か

ら
成
る

ク
レ
マ
ジ
ー
の
招
聘
契
約
案

（
仏
語
原
本
）
の
翻
訳
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
条

大
韓
帝
国
法
部
大
臣
権
在
衝
と
そ
の
後
任
者
ら
は
、
同

顧
問
が
本
契
約
書
に
よ
っ
て
職
務
に
必
要
な
全
て
の
保
障

を
提
供
す
る
。

第
二
条

同
顧
問
は
法
部
の
協
辦
及
び
局
長
の
指
示
に
よ
り
任
務

を
遂
行
す
る
。

第
三
条

法
部
大
臣
や
協
辦
の
指
示
に
よ
る
全
て
の
業
務
を
遂
行

し
な
が
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
法
部
大
臣
の
命
に
よ
り
高
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等
裁
判
所
、
特
別
裁
判
所
、
普
通
裁
判
所
な
ど
に
お
け
る

裁
判
に
関
す
る
問
題
を
担
当
す
る
。

第
四
条

ク
レ
マ
ジ
ー
は
勅
任
官
の
待
遇
を
受
け
る
。

第
五
条

俸
給
は
毎
月
五
〇
〇
ピ
オ
ス
ト
（
銀
二
〇
〇
元
）
で
あ

る
。

第
六
条

執
務
時
間
は
韓
国
官
吏
と
同
一
で
あ
る
。

第
七
条

契
約
期
間
は
一
年
で
あ
る
が
、
韓
国
政
府
が
延
長
の
必

要
を
認
証
し
た
際
に
は
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

万
一
、
同
顧
問
が
病
に
か
か
る
、
ま
た
は
特
殊
な
事
情

に
よ
り
任
務
遂
行
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
彼
の
俸
給
は

最
初
一
ヶ
月
は
三
分
の
二
を
支
給
し
、
二
カ
月
後
に
は
法

部
大
臣
が
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
に
契
約
取
り
消
し
を
申
し
出

る
外
部
大
臣
に
こ
の
事
実
を
通
報
す
る
。

第
九
条

特
殊
な
事
情
に
よ
り
辞
表
を
提
出
す
る
場
合
に
も
、
八

条
の
よ
う
に
処
理
す
る
。

第
十
条

彼
の
国
内
旅
費
は
政
府
規
定
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
。

第
十
一
条

任
期
満
了
後
帰
国
時
に
は
、
旅
費
と
し
て
一
〇
〇
〇

ピ
オ
ス
ト
を
支
給
す
る
。

第
十
二
条

ク
レ
マ
ジ
ー
の
雇
用
延
長
に
つ
い
て
は
、
郵
遞
教
師

（
ク
レ
マ
ン
セ
の
場
合
を
言
う
）
の
例
に
な
ら
っ
て
適

用
す
る
。

第
十
三
条

雇
用
期
間
内
に
お
け
る
ク
レ
マ
ジ
ー
の
家
屋
は
、
大

韓
政
府
が
与
え
、
修
理
費
も
請
け
負
う
。

以
上
の
諸
条
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
異
議
が
な
け
れ
ば
約
定
を

締
結
す
る
。
四
部
を
作
成
し
て
、
各
自
署
名
・
捺
印
を
施
し
、
一

部
は
法
部
に
、
一
部
は
外
部
に
、
一
部
は
ク
レ
マ
ジ
ー
に
、
一
部

は
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
に
渡
さ
れ
る
。

光
武
三
年

一
八
九
九
年
一
一
月

原
文
翻
訳
対
照
確
認

ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
署
名

（
注
‥
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書

六
五
│
六
八
頁N

o.
2
89

韓
国
政
府
法
律
顧
問
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
一
名
を
招
聘
し
よ
う

と
す
る
こ
と

と
い
う
題
目
で
、
一
八
九
九
年
一
一
月
二
九
日
に
コ

ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
が
本
国
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
に
送
付

し
た

政
府
報
告
書

及
び

フ
ラ
ン
ス
人
法
律
顧
問
招
聘
約
定

案

で
あ
る
。
こ
の
契
約
案
に
関
す
る
韓
国
側
の
資
料
は
存
在
し
な

い
が
、
奎
章
閣

旧
韓
国
外
交
文
書
奏
議

四
一
冊
（
一
七
七
〇
、

三
）
に
は
、
光
武
四
年
五
月
一
五
日
議
政
府
会
議
に
上
呈
し
た
合
同

擬
高
（
約
定
書
）
が
あ
る
。）

上
記
の
よ
う
な
報
告
書
と
契
約
案
を
発
送
す
る
と
同
時
に
、
プ
ラ

ン
シ
ー
は
本
国
外
務
省
・
司
法
省
・
植
民
地
省
各
に
電
報
を
打
ち
、
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翌
日
ソ
ウ
ル
を
出
発
し
て
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
プ
ラ
ン
シ
ー
は
帰

国
後
、
ク
レ
マ
ジ
ー
と
直
接
面
会
し
（
一
九
〇
〇
年
一
月
一
二
～
一

五
日
）、
彼
か
ら
顧
問
職
就
任
の
承
諾
を
得
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
シ
ー

の
帰
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
推
薦
を
得
て
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
大
韓

帝
国
法
部
顧
問
官
任
命
に
関
す
る
決
定
的
な
契
機
と
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
先
フ
ラ
ン
ス
の
大
韓
政
策
│
│
経
済
的
利
権
獲
得
及
び
そ
の
他

す
で
に
滞
韓
中
、
又
は
新
た
な
フ
ラ
ン
ス
人
の
韓
国
政
府
へ
の
招
聘

│
│
に
絶
対
的
な
役
割
を
担
う
契
機
に
も
な
っ
た
。

2

ク
レ
マ
ジ
ー
法
部
顧
問
の
任
命
過
程

ク
レ
マ
ジ
ー
の
任
命
過
程
は
以
下
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。
第
一

に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
推
薦
を
経
て
当
事
者
で
あ
る
ク
レ
マ
ジ
ー
の

推
薦
承
諾
を
受
け
、
第
二
に
、
駐
韓
公
使
プ
ラ
ン
シ
ー
が
再
び
韓
国

政
府
法
部
大
臣
と
協
議
し
、
契
約
案
に
関
す
る
約
定
書
を
確
定
、
第

三
に
韓
国
政
府
（
法
部
大
臣
）
か
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
（
駐
韓
公
使
）

へ
の
署
名
（note

）
要
請
（
現
存
す
る
文
書
と
し
て
は
フ
ラ
ン
ス

外
交
文
書
に
そ
の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
韓
国
側

の
資
料
は
な
い
）
を
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
承
諾
す
る
形
式
で
、
当
事
者

で
あ
る
ク
レ
マ
ジ
ー
が
ソ
ウ
ル
に
到
着
し
た
後
に
、
韓
国
側
と
共
に

約
定
書
に
直
接
署
名
・
捺
印
を
し
て
任
命
が
確
定
す
る
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
国
政
府
の
推
薦
過
程
は
、
フ
ラ
ン

ス
法
律
関
係
人
士
の
海
外
就
業
に
つ
い
て
は
、

植
民
地
省

（m
iniste

｀
re

d
es

C
olo

nies

‥
第
四
共
和
国
以
来
現
在
は

海
外

領
土
担
当
国
務
省

（m
iniste

｀
re

d'
E
tat

d'
O
utre‐

M
er

）
と

司
法
省

（m
iniste

｀
re

d
e
la

J
u
stice

）
の
推
薦
を
経
て
外
務
省

で
最
終
決
定
が
行
わ
れ
た
。
当
事
者
の
意
思
を
確
認
し
た
後
、
関
係

海
外
公
館
に
訓
令
と
し
て
推
薦
・
通
知
さ
れ
、
関
係
国
政
府
の
招
聘

要
請
承
諾
に
よ
り
、
推
薦
さ
れ
た
人
士
を
派
遣
・
任
命
す
る
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
場
合

極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
。
コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使

が
帰
国
し
た
翌
日
の
一
八
九
九
年
一
二
月
一
日
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
代

理
公
使
は
即
座
に
パ
リ
の
外
務
省
・
司
法
省
及
び
植
民
地
省
へ
、
ク

レ
マ
ジ
ー
に
関
す
る
大
韓
帝
国
政
府
の
招
聘
意
思
及
び
契
約
案
の
写

本
を
各
要
約
し
て
電
報
を
送
付
し
た
。
同
日
付
で
こ
の
電
報
を
受
け

た
ド
ゥ
ク
レ
（D

ecrais

）
植
民
地
省
長
官
は
、
ク
レ
マ
ジ
ー
推
薦

に
は
如
何
な
る
瑕
疵
も
な
い
こ
と
を
す
ぐ
に
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
に

公
文
書
で
知
ら
せ
た
（
注
‥
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書

C
ore
´
e,

P
olitiq

u
e

E
tra

n
g
e
｀
re,

R
elatio

n
a
v
ec

la

F
ra

n
ce‐

F
ra

nç
ais

e
n

C
ore
´
e
Ⅱ
,
1
89
7‐
1
9
0
2,

N.
S.
1
3,

p.

7
3

韓
国
政
府
に
よ
る
ク
レ
マ
ジ
ー
の
法
律
顧
問
任
命
に
関
す
る

計
画
案

と
い
う
題
目
で
、
一
八
九
九
年

一
二
月

一
日
付
で
外
務
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長
官
デ
ル
カ
セ
に
発
送
し
た
公
文
草
案
）。
一
方
、
ソ
ウ
ル
に
い
る

ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
は
、
パ
リ
外
務
省
か
ら
何
の
返
信
も
な
い
こ
と
か
ら
、

一
二
月
二
〇
日
午
後
八
時
、
本
国
外
務
長
官
に

本
官
の
電
報
第
四

号
に
つ
い
て
至
急
回
答
要
望

と
い
う
簡
単
な
電
報
を
打
っ
た
。
ル

フ
ェ
ー
ブ
ル
が
こ
の
よ
う
に
回
答
を
至
急
要
請
し
た
の
は
、
韓
国
で

の
法
律
顧
問
職
は
、
列
強
諸
国
が
渇
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
外
交

秘
密
裏
に
ほ
と
ん
ど
交
渉
を
終
え
て
い
た
が
、
長
期
間
こ
の
法
律
職

が
空
席
で
あ
る
な
ら
ば
、
韓
国
政
府
が
心
変
わ
り
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の

韓
国
を
取
り
囲
む
国
際
情
勢
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
当
然
の
所
見
で

あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
電
報
を
受
け
取
っ
た
デ
ル
カ
セ
外

務
長
官
は
、
翌
日
植
民
地
省
長
官
に
公
文
書
で

最
短
期
日
内
に
ク

レ
マ
ジ
ー
の
顧
問
職
承
諾
を
打
診
し
て
ほ
し
い

と
要
請
し
た
（
注

‥
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書

七
三
～
七
五
頁
）。
ド
ゥ
ク
レ
植

民
地
省
長
官
も
、
同
日
彼
の
同
僚
で
あ
る
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
に
、

一
二
月
一
日
付
の
公
文
書
内
容
の
原
則
を
再
確
認
し
な
が
ら
、

ク

レ
マ
ジ
ー
は
必
ず
承
諾
す
る

と
回
答
を
送
っ
た
（
注
‥
同
書
七
六

頁
）。
し
か
し
、
植
民
地
省
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
帰

国
し
た
ば
か
り
の
ク
レ
マ
ジ
ー
の
住
所
を
知
ら
な
か
っ
た
。
植
民
地

省
外
務
局
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
ド
ゥ
メ
ー
ル
（Pa

ul
D
o
u
m
er

彼
は
後
の
一
九
三
一
～
二
年
の
第
三
共
和
国
第
一
三
代
大
統
領
に
な

る
）
に
ケ
ー
ブ
ル
で
尋
ね
た
結
果
、
ク
レ
マ
ジ
ー
が
現
在
マ
ル
セ
イ

ユ
で
弁
護
士
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
注

‥
同
書
、
七
六
頁
‥
植
民
地
省
長
官
│
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
、
一
八

九
九
年
一
二
月
二
一
日
付

ク
レ
マ
ジ
ー
推
薦
に
つ
い
て

。
こ
の

文
書
に
よ
り
、
ク
レ
マ
ジ
ー
が
こ
の
時
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
帰
国
し
た
ば

か
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
同
書
、
七
七
～
七
九
頁
）。

ド
ゥ
ク
レ
植
民
長
官
が
、
ド
ゥ
メ
ー
ル
総
督
に
照
会
し
回
答
を
待
つ

間
一
週
間
が
過
ぎ
る
と
、
彼
は
デ
ル
カ
セ
長
官
に
そ
の
遅
延
理
由
を

知
ら
せ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
ク
レ
マ
ジ
ー
に
つ
い
て
教
え
た
。

…

こ
の
法
官
は
、
名
誉
控
訴
院
長
と
い
う
名
誉
あ
る
職
位
を
授
与
さ
れ

た
後
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
の
控
訴
院
長
と
し
て
任
命
さ
れ
、
彼
の

韓
国
政
府
法
律
顧
問
へ
の
推
薦
に
つ
い
て
、
現
在
韓
国
が
置
か
れ
て

い
る
立
場
を
勘
案
す
る
と
、
彼
は
韓
国
政
府
に
奉
仕
す
る
の
に
必
要

な
資
格
を
有
し
て
い
る

（
注
‥
同
前
書
、
同
箇
所
）。

ク
レ
マ
ジ
ー
の
住
所
を
確
認
し
た
植
民
地
省
長
官
は
、
マ
ル
セ
イ

ユ
植
民
地
支
庁
に
指
示
し
、
ク
レ
マ
ジ
ー
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
推
薦
提

議
に
お
け
る
大
韓
帝
国
法
律
顧
問
の
承
諾
可
否
を
打
診
さ
せ
た
。
ブ

カ
ー
ル
（Bo

u
card

）
支
庁
長
が
、
長
官
ド
ゥ
ク
レ
に
、
ク
レ
マ
ジ

ー
は
こ
の
提
議
に
喜
ん
で
応
じ
る
と
し
、
選
抜
さ
れ
た
こ
と
を
光
栄

に
思
う
と
し
た
が
、
契
約
案
に
示
さ
れ
た
採
用
条
件
・
俸
給
・
付
随

的
な
い
く
つ
か
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
し
、
最
終
的
な
決
定
は
、
ク
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レ
マ
ジ
ー
自
身
が
直
接
パ
リ
に
出
向
い
て
決
定
す
る
、
と
い
う
旨
の

報
告
書
を
発
送
し
た
（
注
‥
同
書
、
七
九
頁
‥
ブ
カ
ー
ル
支
庁
長
が

植
民
地
省
長
官
に
送
っ
た
一
九
〇
〇
年
一
月
三
日
付
の
報
告
書
）。

し
か
し
、
ク
レ
マ
ジ
ー
は
す
ぐ
に
（
一
月
三
日
）
パ
リ
植
民
地
省

に
電
話
で
顧
問
職
承
諾
可
否
に
つ
い
て
未
だ
確
定
し
て
い
な
い
と
話

し
、
植
民
地
省
担
当
官
は
、
ク
レ
マ
ジ
ー
に
外
務
省
は
早
急
な
決
定

を
要
し
て
い
る
旨
知
ら
せ
た
（
注
‥
同
書
、
八
〇
頁
‥
通
話
内
容
メ

モ
）。
こ
の
よ
う
な
ク
レ
マ
ジ
ー
の
態
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
植
民

地
省
長
官
は
同
日
、
こ
の
事
実
を
外
務
長
官
に
伝
え
た
。
こ
の
報
告

を
受
け
た
外
務
長
官
は
、
一
月
六
日
、
マ
ル
セ
イ
ユ
植
民
地
省
支
庁

長
ブ
カ
ー
ル
に

ク
レ
マ
ジ
ー
氏
の
住
所
を
教
え
て
欲
し
い
、
確
固

た
る
返
事
を
待
つ
時
間
は
な
い

と
い
う
電
報
を
至
急
打
っ
た
。
同

日
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
住
所
を
手
に
入
れ
た
外
務
省
は
、
直
接
ク
レ
マ

ジ
ー
に
電
報
を
打
っ
て
顧
問
職
承
諾
意
思
を
打
診
、
こ
れ
に
対
し
て

ク
レ
マ
ジ
ー
は
同
日
、
承
諾
す
る
と
い
う
返
信
を
打
っ
た
（
注
‥
同

書
、
八
一
～
八
二
頁
）。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
名
が
挙
が
っ
た
一
八
九

九
年
一
一
月
か
ら
一
カ
月
半
の
間
に
彼
の
推
薦
は
決
定
さ
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
に
長
時
間
を
要
し
た
た
め
、
ソ
ウ
ル
に
い
る
ル
フ

ェ
ー
ブ
ル
代
理
公
使
は
そ
の
後
、
一
月
七
日
六
時
一
分
に
外
務
長
官

宛
で

大
韓
帝
国
政
府
は
ク
レ
マ
ジ
ー
の
受
諾
可
否
を
問
わ
ず
、
即

刻
法
律
顧
問
を
招
聘
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
（
フ
ラ
ン
ス
人
で
は

な
い
他
国
の
者
で
も
採
用
す
る
意
味
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
）。
ク

レ
マ
ジ
ー
が
躊
躇
す
る
な
ら
ば
、
他
の
法
律
専
門
家
を
す
ぐ
に
派
遣

す
る
こ
と

（
注
‥
同
書
、
八
四
頁
）
と
電
報
を
打
っ
た
。
こ
の
電

報
を
受
け
た
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
は
、
一
月
九
日
午
前
八
時
、
ソ
ウ

ル
の
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
に

ク
レ
マ
ジ
ー

承
諾
す
る

デ
ル
カ
セ

と
い
う
三
単
語
の
短
い
返
信
を
し
た
（
注
‥
同
書
、
二
五
八
頁

電

報N
o.
5:

C
re
´

m
az

y
acce

pte/
D
elcasse

´

）。

し
か
し
ク
レ
マ
ジ
ー
の
承
諾
は
確
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
契

約
案
に
関
す
る
自
身
の
修
正
案
を
韓
国
政
府
が
反
映
す
る
こ
と
を
外

務
長
官
に
要
求
す
る
但
書
が
付
い
て
い
た
。
彼
の
提
示
す
る
修
正
案

の
内
容
は
全
く
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な
内
容
を

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
第
一
に
、
契
約
案
に
示

さ
れ
た
自
身
の
待
遇
が
勅
任
官
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
修
正
に
関

す
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
任
者
で
あ
る
リ
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
等
は
協
辦
（
次
官
級
）
で
あ
り
、
そ
こ

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
た
め
だ
と
解
釈
で
き
る
。
第
二
に
、
休
暇
規

定
・
賞
与
金
の
規
定
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
を
提
議
し
て
い
る
よ
う

で
も
あ
る
。
第
三
に
、
彼
は
サ
イ
ゴ
ン
控
訴
院
長
職
を
定
年
退
職
し
、

帰
国
後
は
マ
ル
セ
イ
ユ
で
生
活
し
て
い
た
が
、
韓
国
政
府
の
顧
問
職

へ
の
提
議
を
突
然
受
け
た
た
め
、
滞
韓
日
程
な
ど
の
事
前
準
備
に
際
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し
て
、
帰
国
中
の
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
に
面
会
し
て
韓
国
や
顧
問
職
に

関
す
る
詳
し
い
知
識
を
得
る
時
間
的
余
裕
を
持
と
う
と
し
た
と
推
測

さ
れ
る
（
注
‥
同
書
、
八
五
頁
‥
ク
レ
マ
ジ
ー
が
デ
ル
カ
ッ
セ
に
送

っ
た
一
九
〇
〇
年
一
月
七
日
及
び
九
日
付
の
手
紙
）。

結
局
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
外
務
長
官
デ
ル
カ
セ
に
条
件
付
承
諾
を
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
外
務
長
官
は
続
け
て
ク
レ
マ
ジ
ー
か
ら
の
修

正
案
要
求
の
た
め
駐
韓
代
理
公
使
の
交
渉
催
促
に
関
す
る
手
紙
を
受

け
取
る
と
（
一
一
日
付
）、
同
日
一
月
一
一
日
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
駐

韓
代
理
公
使
に

大
韓
帝
国
法
律
顧
問
任
命
に
関
す
る
件

と
い
う

題
目
で
次
の
よ
う
な
要
旨
の
訓
令
を
出
し
た
。

…
ク
レ
マ
ジ
ー
氏
の
最
終
的
承
諾
に
つ
い
て
の
貴
官
の
第
一
次

的
な
行
動
と
し
て
、
彼
が
韓
国
政
府
と
の
契
約
案
に
つ
い
て
望
ん
で

い
る
条
件
を
盛
り
込
む
方
向
で
交
渉
を
始
め
た
と
本
官
が
彼
に
知
ら

せ
た
。
本
官
は
、
貴
官
が
ソ
ウ
ル
の
宮
殿
に
影
響
力
を
発
揮
し
て
、

ク
レ
マ
ジ
ー
氏
の
要
求
を
勘
案
し
た
主
導
的
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ

と
を
願
う

（
注
‥
同
書
、
八
八
頁
。
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
の
訓
令

第
一
号
）。

し
か
し
、
こ
の
訓
令
を
受
け
た
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
代
理
公
使
が
、
韓

国
政
府
と
如
何
な
る
外
交
交
渉
を
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
は
ク
レ
マ
ジ
ー
が
一
旦
は
承
諾
し
た
こ
と
と

信
じ
て
、
彼
の
速
や
か
な
到
着
の
み
を
待
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
一
八
九
九
年
一
一
月
に
山
東
で
起
こ
っ
た
義
和
団
事
件

に
よ
り
、
一
九
〇
〇
年
初
め
の
韓
国
政
府
と
民
心
は
ひ
ど
く
揺
れ
、

こ
れ
に
対
す
る
韓
国
政
府
の
態
度
表
明
な
ど
国
際
法
的
問
題
が
提
起

さ
れ
、
法
律
顧
問
職
務
の
一
日
で
も
早
い
正
常
化
が
望
ま
れ
る
時
期

に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
細
か
な
契
約
案
の
修
正
に
関
す
る
議
論
を

し
て
い
る
場
合
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
月
一
二
～
一
五
日
に

天
津
経
由
で
パ
リ
に
到
着
し
た
プ
ラ
ン
シ
ー
か
ら
韓
国
の
上
記
の
よ

う
な
事
情
を
聞
い
た
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
彼
の
修
正
案
を
盛
り
込
ん
だ

推
薦
を
依
頼
し
（
二
月
一
日
）、
八
日
に
は
、
三
月
一
一
日
に
メ
サ

ジ
ュ
リ
ー
マ
リ
テ
ィ
ム
海
運
公
社
（C

ie
M
essa

g
eries

M
ar‑

iti
m
es

）
所
属
シ
モ
ン
号
（le

Si
m
o
n
s

）
で
マ
ル
セ
イ
ユ
港
を
出

発
す
る
と
い
う
正
確
な
出
国
日
時
を
伝
え
た
（
注
‥
同
書
、
九
七
～

一
〇
九
頁
）。

二
月
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
に
も
、
毎
日
の
よ
う
に
ク
レ
マ
ジ
ー

の
出
国
に
関
す
る
再
確
認
の
電
報
が
パ
リ
と
ソ
ウ
ル
と
の
間
で
や
り

取
り
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ク
レ
マ
ジ
ー
は
出
国
に
関
す
る

諸
般
事
項
（
旅
費
融
資
、
船
舶
確
認
等
）
に
関
し
て
、
外
務
長
官
に

要
請
し
、
こ
れ
を
受
け
た
外
務
長
官
は
、
関
係
機
関
、
海
運
公
社
な

ど
に
協
調
公
文
を
発
送
し
て
ク
レ
マ
ジ
ー
の
出
国
の
た
め
の
便
宜

（
博
士
学
位
所
持
者
、
前
経
歴
を
考
慮
し
、
一
等
室
提
供
、
船
舶
料

金
の
三
〇
％
割
引
等
）
を
図
っ
た
（
注
‥
同
書
、
一
一
〇
～
一
一
六
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頁
）。出

国
当
日
の
午
前
一
一
時
一
五
分
に
、
ク
レ
マ
ジ
ー
は
デ
ル
カ
セ

外
務
長
官
に

本
日
夕
方
ソ
ウ
ル
に
向
け
て
出
発

と
電
報
で
出
国

報
告
を
し
た
後
、
長
崎
を
経
由
し
（
こ
こ
で
は
駐
日
フ
ラ
ン
ス
公
使

の
出
迎
え
を
受
け
る
）、
五
月
一
〇
日
に
済
物
浦
経
由
で
ソ
ウ
ル
に

到
着
し
た
（
注
‥
同
書
、
一
一
七
頁
、
一
三
〇
頁
）。
ル
フ
ェ
ー
ブ

ル
駐
韓
フ
ラ
ン
ス
代
理
公
使
は
、
す
ぐ
に
大
韓
帝
国
外
部
大
臣
朴
齊

純
に
ク
レ
マ
ジ
ー
の
到
着
を
知
ら
せ
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
外
部
訪
問
を

要
請
し
た
。
こ
の
要
請
に
対
し
て
外
部
は
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
代
理
公

使
に
、
一
一
日
（
ク
レ
マ
ジ
ー
の
到
着
翌
日
）
午
後
三
時
三
〇
分
に

ク
レ
マ
ジ
ー
に
同
行
し
て
宮
殿
を
訪
れ
る
よ
う
知
ら
せ
た
（
注
‥
前

掲

旧
韓
国
外
交
文
書

法
案
二
、
一
二
三
七
、

法
人
法
律
師
外

部
訪
問
件

謄
一
五
冊
・
原
四
冊
、
一
九
〇
〇
、
五
、
一
一
、
一
二

三
八
、

同
上
應
信

謄
一
五
冊
）。
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
案
内
で
朴
大

臣
と
面
会
し
た
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
約
定
書
に
つ
い
て
、
外
部
及
び
法

部
と
の
協
議
を
経
た
後
の
一
八
九
九
年
一
一
月
に
作
成
さ
れ
た
契
約

案
に
若
干
の
修
正
を
加
え
て
、
こ
れ
を
確
定
し
た
（
注
‥
同
書
、
一

二
四
〇
頁
、
謄
一
五
、
原
四
冊
）。
大
韓
帝
国
議
政
府
議
政
尹
容
善

は
、
一
二
日
の
外
部
・
法
部
大
臣
の
連
署
で
提
議
さ
れ
た
案
件
の
議

決
の
た
め
、
一
五
日
に

法
部
大
臣
、
外
部
大
臣
連
署
請
議
法
律
師

雇
聘
事

と
い
う
案
件
で
議
政
府
会
議
を
召
集
し
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の

招
聘
約
定
書
を
審
議
し
て
、
一
二
対
〇
で
通
過
さ
せ
た
（
注
‥
前

掲
・
奎
章
閣

旧
韓
国
外
交
文
書

）。

議
政
府
議
決
を
経
て
招
聘
が
確
定
し
た
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
一
六
日

に
高
宗
皇
帝
謁
見
を
外
部
大
臣
に
要
請
し
た
が
、
宮
廷
の
事
情
に
よ

り
実
現
さ
れ
ず
、
二
八
日
午
後
二
時
に
、
朴
齊
純
外
部
大
臣
、
権
在

衡
法
部
大
臣
、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
駐
韓
代
理
公
使
を
は
じ
め
と
し
た
両

国
の
高
級
官
吏
ら
の
参
席
の
場
で
、
大
韓
帝
国
法
部
顧
問
官
の
任
命

状
を
受
け
た
（
注
‥
同
書
、
一
二
四
〇
、
謄
一
五
冊
、
原
四
冊
、
一

二
四
三
、
一
二
四
四
謄
一
五
冊
、
一
二
四
五
）。
こ
こ
に
、
韓
国
史

上
初
の
フ
ラ
ン
ス
人
法
律
顧
問
が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

㈡

ク
レ
マ
ジ
ー
の
人
物
像
及
び
業
績

ク
レ
マ
ジ
ー
は
一
八
三
七
年
八
月
一
一
日
、
ア
フ
リ
カ
の
仏
領
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
に
属
す
る
レ
ユ
ニ
オ
ン
島
（
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
の
海
外

県
）
で
、
フ
ラ
ン
ス
総
督
府
官
吏
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
八

七
四
年
、
パ
リ
大
学
法
学
部
で
当
時
東
洋
の
法
律
の
権
威
〔
傍
点
部

分
、
原
文
の
マ
マ
〕
で
あ
っ
た
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
教
授
（
晩
年
を
日
本

で
過
ご
し
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
大
韓
帝
国
法
部
顧
問
と
し
て
の
任
命
後

援
者
と
な
る
）
の
指
導
を
受
け
て
、
東
洋
の
帝
国
に
関
心
を
抱
き
、

法
学
士
・
法
学
博
士
・
弁
護
士
資
格
を
得
て
卒
業
し
た
。
一
八
七
二

年
四
月
、
二
五
歳
の
若
さ
で
フ
ラ
ン
ス
本
土
の
ポ
ン
デ
ィ
セ
リ
ー
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（Po
n
dice
´
r
y

）
法
院
の
判
事
と
し
て
法
曹
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

一
八
七
五
年
六
月
に
は
、
カ
イ
エ
ン
ヌ
（Ca

y
e
n
n
e

）
法
院
判
事

に
、
一
八
七
六
年
二
月
に
は
フ
ォ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
（Fort

d
e
F
ra

n
ce

）
法
院
長
と
な
っ
た
（
二
九
歳
）。
一
八
七
九
年
一
二

月
に
再
び
故
郷
仏
領
レ
ユ
ニ
オ
ン
島
に
戻
り
、
総
督
府
の
法
律
顧
問

に
任
命
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
本
土
の
ル
ー
レ
ン
（Lo

u
rrain

）
地

方
控
訴
院
長
を
歴
任
し
た
。
そ
の
後
パ
リ
に
転
任
し
て
パ
リ
控
訴
院

主
席
判
事
に
、
そ
し
て
控
訴
院
長
に
任
命
さ
れ
、
退
任
後
に
は
、
ル

ー
レ
ン
地
方
名
誉
控
訴
院
長
及
び
パ
リ
名
誉
控
訴
院
長
の
称
号
を
得

た
。
一
八
九
六
年
に
は
、
生
涯
で
最
も
親
し
か
っ
た
と
い
う
仏
領
イ

ン
ド
シ
ナ
総
督
ド
ゥ
メ
ー
ル
（Pa

ul
D
o
u
m
er

、
第
三
共
和
国
第

一
三
代
大
統
領
、
一
九
三
一
～
三
二
）
の
招
聘
に
よ
り
、
サ
イ
ゴ
ン

控
訴
院
長
に
就
任
（
五
九
歳
、
彼
の
漢
文
名
・
金
雅
始
は
こ
の
と
き

命
名
さ
れ
た
）、
一
八
九
九
年
初
め
ご
ろ
に
退
職
し
、
マ
ル
セ
イ
ユ

で
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
弁
護
士
と
し
て
活
動
中
に
、
大

韓
帝
国
政
府
法
律
顧
問
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
五
月
一
〇

日
に
来
韓
、
二
八
日
に
法
律
顧
問
に
任
命
さ
れ
た
（
六
三
歳
）。

彼
が
帰
国
す
る
一
九
〇
五
年
秋
ま
で
の
五
年
数
カ
月
間
に
お
け
る

業
績
に
つ
い
て
は
、
彼
が
仏
訳
し
た
書

大
韓
刑
法

（
次
の
項
で

論
じ
る
）
の
刊
行
以
外
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、

外
交
文
書
を
土
台
に
し
て
、
彼
の
ソ
ウ
ル
到
着
か
ら
帰
国
ま
で
の
功

績
を
追
跡
し
て
み
る
。

赴
任
当
初
、
ク
レ
マ
ジ
ー
は
一
九
〇
〇
年
六
月
二
二
日
付
の
私
信

で
、
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
に
次
の
よ
う
に
到
着
を
報
告
し
た
（
こ
の

手
紙
は
彼
が
来
韓
し
て
最
初
に
発
送
し
た
も
の
で
あ
る
）。

…
一
月

一
一
日
付
の
長
官
閣
下
の
訓
令
に
よ
る
処
置
（
契
約
案
の
若
干
の
修

正
を
意
味
す
る
）
で
、
本
人
〔
ク
レ
マ
ジ
ー
〕
は
大
韓
帝
国
政
府
法

律
顧
問
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
長
官
閣
下
が
意
図
な
さ
る
よ
う
に
最

善
を
尽
く
し
、
誠
実
に
任
務
を
遂
行
い
た
し
ま
す

（
注
‥
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書

一
三
〇
頁
）。
そ
の
後
一
年
間
は
、
旧
韓
国

外
交
文
書
や
フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書
に
は
、
ク
レ
マ
ジ
ー
に
関
す
る
文

書
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
招
聘
契
約
期
間
一
年
満
了
時
に
お
け
る

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
駐
韓
公
使
（
一
九
〇
一
年
三
月
八
日
、

本
国
で
の
休
暇
か
ら
帰
任
）
の
政
務
報
告
書
を
は
じ
め
と
す
る
我
が

国
の
外
交
文
書
に
は
、
彼
の
招
聘
契
約
期
間
延
長
に
関
す
る
文
書
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
、
帰
任
後
す
ぐ
に
ク

レ
マ
ジ
ー
の
契
約
延
長
の
た
め
外
部
大
臣
朴
齊
純
、
法
部
大
臣
趙
秉

式
に
面
会
し
、
交
渉
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
契
約
期
間
満
了
一
カ
月

前
の
四
月
二
八
日
に
全
一
二
カ
条
か
ら
成
る
招
聘
延
長
約
定
案
を
法

部
及
び
外
部
に
提
出
し
た
（
最
初
の
契
約
案
と
大
同
小
異
）。
こ
の

案
で
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
招
聘
期
間
は
、
三
年
延
長
さ
れ
て
一
九
〇
四

年
五
月
二
八
日
ま
で
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
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は
、
パ
リ
の
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
書
に
は
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
一
年
間
の
実
績
が
記
録
・
添
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
全
文
翻
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

長
官
閣
下
、
本
官
は
一
八
九
九
年
一
一
月
二
九
日
付
の
報
告

書
を
通
し
て
、
大
韓
帝
国
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
人
法
律
顧
問
の
派
遣

要
求
の
諸
条
件
を
本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
光
栄
に

思
い
ま
す
。
名
誉
控
訴
院
長
で
あ
る
ク
レ
マ
ジ
ー
博
士
の
推
薦
は
、

大
韓
皇
帝
陛
下
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
雇
用
契
約
期
間
は

一
九
〇
一
年
五
月
二
八
日
ま
で
の
一
年
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
官
が
三
カ
月
の
延
長
（
後
に
三
年
に
な
る
）
を
提
案
し
た
際
、

韓
国
政
府
側
は
、
ク
レ
マ
ジ
ー
氏
が
在
職
一
年
間
に
遂
行
し
た
実

績
に
つ
い
て
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

本
官
は
、
契
約
期
間
延
長
に
関
す
る
文
書
と
、
ク
レ
マ
ジ
ー
氏

に
よ
る
任
務
遂
行
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
報
告
書
を
長
官
閣
下
に

送
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

コ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
シ
ー
（
署
名
）

（
注
‥
同
書
、
一
七
一
頁
‥N

o.
1
8,

一
九
〇
一
、
六
、
九
ソ
ウ

ル
・
プ
ラ
ン
シ
ー
発
信
、
パ
リ
・
デ
ル
カ
セ
長
官
受
信
、
一
九
〇
一
、

八
、
二
、
政
務
局
受
付
一
九
〇
一
、
八
、
六
）

法
部
法
務
局
長
徐
廷
喆
、
外
部
外
務
局
長
李
應
翼
、
そ
し
て
ロ
ー

ラ
ン
・
ク
レ
マ
ジ
ー
の
間
に
一
九
〇
一
年
四
月
に
署
名
・
捺
印
が
交

さ
れ
、
締
結
さ
れ
た
雇
用
延
長
約
定
案
を
添
付
し
た
ク
レ
マ
ジ
ー
に

関
す
る
報
告
書
（
在
任
一
年
間
の
総
合
的
業
務
実
績
）
の
全
文
翻
訳

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

文
書
第
一
八
号
の
別
添
、
ソ
ウ
ル
政
務
報
告
書
（A

n
n
e
x
es

a
u
R
a
p
p
ort

P
olitiq

u
e
d
e
S
e
o
ul.

N
o.
1
8

）
一
九
〇
一
年
六

月
九
日
。

ソ
ウ
ル
滞
在
一
年
間
に
ク
レ
マ
ジ
ー
氏
に
依
頼
さ
れ
た
諸
業
務
に

関
す
る
報
告
書

①
高
等
裁
判
所
の
議
決
権
を
持
つ
よ
う
署
名
さ
れ
た
本
人
の
約
定

書
に
よ
り
、
本
人
は
二
件
の
政
治
犯
罪
事
件
と
一
件
の
普
通
法

に
関
係
し
た
事
件
審
理
の
た
め
召
集
さ
れ
、
韓
国
外
部
大
臣
閣

下
に
よ
り
、
本
人
に
送
付
さ
れ
た
二
冊
の
関
係
文
書
を
検
討
し

た
。
同
文
書
は
韓
国
の
西
海
で
行
わ
れ
不
法
で
あ
る
と
主
張
さ

れ
る
捕
鯨
漁
業
行
為
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
│
│
本
人
は
韓
国

政
府
に
よ
る
関
税
法
違
反
請
求
と
い
う
措
置
に
つ
い
て
の
み
、

同
事
件
の
解
決
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
。

②
清
国
義
和
団
事
件
に
お
け
る
大
韓
の
中
立
性
に
関
す
る
国
際
公

法
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
部
大
臣
に
そ
の
見
解
に
関
す
る
報
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告
書
を
提
出
。

③
政
治
犯
罪
に
付
加
す
る
勅
令
及
び
法
部
の
部
令
の
基
礎
作
業

（
こ
れ
に
関
し
て
頒
布
さ
れ
た
勅
令
は
一
九
〇
〇
年
九
月
に
官

報
に
掲
載
さ
れ
た
）。

④
一
九
〇
〇
年
九
月
一
八
日
、
皇
帝
陛
下
か
ら
議
政
官
に
任
命
さ

れ
る
。
即
ち
、
法
律
改
正
委
員
会
委
員
と
し
て
各
大
臣
及
び
議

政
府
議
政
（
議
長
）
と
と
も
に
議
決
権
を
持
つ
官
職
。

⑤
議
政
府
議
政
（
議
長
）
に
提
出
し
た
報
告
内
容

⑴
皇
帝
が
参
席
す
る
御
前
で
遵
守
す
べ
き
儀
式
に
つ
い
て

⑵
韓
国
政
府
官
吏
間
の
序
列
に
関
し
て

⑶
宮
殿
内
で
適
用
す
る
秩
序
に
関
す
る
再
措
置
に
つ
い
て

⑥
議
政
府
議
長
に
提
出
し
た
報
告
内
容

⑴
韓
国
に
お
け
る
特
権
層
の
贅
沢
生
活
抑
制
策
に
関
し
て

⑵
皇
宮
で
施
行
さ
れ
た
節
約
策
に
関
し
て

⑶
官
吏
ら
の
制
服
（
官
服
）
に
つ
い
て

⑦
内
部
大
臣
の
要
請
に
よ
る
報
告
内
容

⑴
本
人
が
提
議
し
た
新
機
構
設
置
計
画
案
を
証
明
す
る
た
め
に

作
成
し
た
二
つ
の
図
表
に
よ
る
韓
国
総
人
口
調
査
に
つ
い
て

⑵
フ
ラ
ン
ス
の
中
立
化
政
策
に
つ
い
て

⑶
ソ
ウ
ル
及
び
地
方
の
新
型
刑
務
所
設
置
計
画
に
関
す
る
解

説
・
そ
の
規
模
の
作
成

⑷
本
人
の
個
人
的
な
方
法
に
よ
る
韓
国
人
へ
の
刑
法
教
育
、
即

ち
、
個
人
的
教
授
方
法
と
は
漢
文
と
併
記
し
、
韓
国
の
法
典

を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。（
注
目
に
値
す

る
こ
の
作
業
は
、
法
部
大
臣
の
要
請
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
、

一
九
〇
一
年
八
月
に
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
）

ク
レ
マ
ジ
ー
（
署
名
）

（
注
‥
同
前
書
、
同
箇
所
）

招
聘
契
約
が
さ
ら
に
三
年
間
（
一
九
〇
一
年
五
月
二
九
日
～
一
九

〇
四
年
五
月
二
八
日
）
延
長
さ
れ
た
こ
の
期
間
の
ク
レ
マ
ジ
ー
の
実

績
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
書
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
韓
国
側
の
文
書
に
は
、
主
に
韓
国
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
と
の

間
の
暴
行
・
殴
打
・
売
買
に
関
す
る
事
件
や
、
韓
国
政
府
に
雇
用
さ

れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
と
外
国
人
の
賃
金
遅
延
支
給
問
題
に
関
す
る
事
件

等
の
裁
判
に
ク
レ
マ
ジ
ー
が
関
与
し
た
記
録
、
ま
た
は
関
与
し
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
記
録
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
（
注
‥
前
掲

旧

韓
国
外
交
文
書

一
二
八
二
、
一
三
〇
七
、
一
三
一
二
、
一
三
二
二
、

一
三
三
四
、
一
三
二
八
、
一
三
三
五
、
一
三
七
三
、
一
四
〇
六
、
一

四
一
一
、
一
四
二
八
）。
こ
の
時
期
は
、
ロ
シ
ア
と
日
本
と
の
対
立

が
激
化
し
始
め
、
戦
争
に
向
か
う
過
程
に
あ
り
（
こ
れ
に
関
す
る
当

時
の
国
際
状
況
は
次
の
㈢
2

日
本
の
第
二
次
顧
問
政
治
と
ス
テ
ィ
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ー
ブ
ン
ズ
の
登
場

を
参
照
）、
日
本
が
韓
国
内
政
へ
積
極
的
に
内

政
干
渉
を
進
め
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
法
律
顧
問
と
し

て
の
ク
レ
マ
ジ
ー
の
役
割
は
極
め
て
制
限
さ
れ
、
前
任
者
の
よ
う
な

法
律
・
外
務
全
般
に
わ
た
る
機
能
は
果
し
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
、
一
八
九
〇
年
代
末
ご
ろ
か
ら
韓
国
政
府
に

フ
ラ
ン
ス
人
を
積
極
的
に
招
聘
し
た
た
め
、
一
九
〇
二
年
に
は
八
〇

名
も
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
韓
国
に
滞
在
し
て
い
た
と
い
い
、
そ
の
中
で

政
府
に
雇
用
さ
れ
た
の
は
一
五
名
で
あ
っ
た
が
名
前
は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
と
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
彼
の
著
書
で
示
し
て
い
る
（
注
‥

A
u
g
u
s
H
a
m
ilto

n,
,

L
o
n
d
o
n,
1
9
04

）。

ク
レ
マ
ジ
ー
の
二
次
契
約
満
了
時
期
が
迫
っ
た
一
九
〇
四
年
五
月

一
五
日
ま
で
に
、
韓
国
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
す
で

に
言
及
し
た
宮
内
部
郵
遞
調
査
官
ク
レ
マ
ン
セ
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
校

校
長
マ
ル
テ
ル
、
鉱
山
学
校
ト
ゥ
レ
ム
レ
（T

re
´

m
o
ulet

）、
兵
器

廠
顧
問
ペ
イ
ウ
ェ
及
び
補
佐
官
ル
イ
、
駐
韓
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
書
記

官
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
（
西
北
鉄
道
局
検
査
官
、
一
九
〇
一
年
八
月
一
〇

日
任
命
）、
宮
内
部
陶
磁
器
工
場
技
術
者
ル
ミ
オ
ン
（Le

´
o
p
old

R
e
m
io
n

‥
一
九
〇
一
年
一
二
月
二
二
日
任
命
）、
宮
内
部
鉱
山
検

察
官
ラ
ベ
ッ
ク
（R

a
b
ec

‥
一
九
〇
二
年
二
月
二
四
日
中
国
人
と

の
狙
撃
事
件
で
訴
え
ら
れ
、
そ
の
裁
判
に
は
ク
レ
マ
ジ
ー
が
関
与
し

た
）
と
ル
・
コ
ク
・
ド
・
ラ
・
マ
ン
シ
ュ
（Le

C
o
q
d
e
la

M
a
n
c
h
e

）、
ク
ィ
ベ
リ
エ
（C

uiv
ellier

）、
ラ
パ
ン
（R

a
pin

）、

ト
ゥ
ル
シ
ュ
（T

r
u
c
h
e

）、
鉄
道
局
技
術
者
ド
・
ラ
ペ
イ
リ
エ
ル

（D
e
L
a
p
e
y
rie
｀
re

）、
ブ
ダ
レ
（Bo

u
d
aret

）、
そ
し
て
法
部
顧
問

ク
レ
マ
ジ
ー
ら
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
皆
韓
国
政
府
と
の
雇
用
契
約
と

は
異
な
り
、
俸
給
を
満
足
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な

く
、
契
約
満
了
後
、
帰
国
時
の
退
職
賞
与
金
・
帰
国
費
用
等
も
支
給

さ
れ
ず
、
数
カ
月
待
っ
た
後
に
再
び
韓
国
政
府
に
雇
用
さ
れ
、
俸
給

が
滞
る
と
、
法
廷
闘
争
へ
と
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ク
レ
マ
ジ
ー

は
彼
ら
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
の
俸
給
遅
配
に
関
す
る
全
裁
判
に
関
与
し

た
（
注
‥
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書

N.
S.
1
4,

p
p.
30
‐
32,

N
o.
2
74

‥

ク
レ
マ
ジ
ー
氏
の
契
約
更
新
に
つ
い
て

、
在
韓
フ

ラ
ン
ス
人
韓
国
政
府
官
吏
に
つ
い
て
、
一
九
〇
四
年
五
月
一
五
日
、

フ
ォ
ン
ト
ネ
ー
（Fo

nte
n
a
y

）
代
理
公
使
が
デ
ル
カ
セ
外
務
長
官

に
送
っ
た
報
告
書
）。

日
本
公
使
林
権
助
は
、
西
洋
人
と
い
う
象
徴
的
な
価
値
と
し
て
ク

レ
マ
ジ
ー
を
利
用
し
た
が
、
顧
問
と
し
て
実
在
す
る
彼
の
役
割
に
対

し
て
は
多
く
干
渉
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
ク
レ
マ
ジ
ー
は
フ
ラ
ン
ス

人
ら
の
滞
納
さ
れ
た
給
料
に
関
す
る
紛
争
に
介
入
・
専
念
す
る
よ
う

に
な
り
、
一
九
〇
四
年
二
月
一
〇
日
、
露
日
戦
争
宣
戦
布
告
後
の
一

二
日
、
ロ
シ
ア
公
使
パ
ブ
ロ
フ
が
ロ
シ
ア
人
ら
と
共
に
ソ
ウ
ル
を
撤

収
し
た
後
は
、
韓
国
政
府
に
雇
用
さ
れ
て
ソ
ウ
ル
に
残
る
ロ
シ
ア
人
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の
保
護
を
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
、
彼
ら
の

滞
っ
た
給
料
問
題
も
ク
レ
マ
ジ
ー
が
請
け
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
結

局
、
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
韓
国
人
と
外
国
人
と
の
様
々
な
紛
争
や
、
韓

国
政
府
と
外
国
人
（
フ
ラ
ン
ス
人
を
は
じ
め
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
公

使
館
の
保
護
を
受
け
る
ロ
シ
ア
人
・
ギ
リ
シ
ャ
人
・
デ
ン
マ
ー
ク
人

な
ど
）
ら
の
給
料
問
題
解
決
の
仲
介
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

一
方
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
二
次
契
約
満
了
日
時
が
再
び
近
づ
く
と

（
一
九
〇
四
年
五
月
二
八
日
）、
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
は
契
約
延
長
に
関

す
る
交
渉
を
再
び
始
め
た
。
今
回
の
交
渉
は
、
前
述
の
フ
ラ
ン
ス
人

全
員
の
延
長
交
渉
だ
け
で
な
く
、
彼
が
保
護
す
る
外
国
人
の
契
約
延

長
交
渉
ま
で
も
一
緒
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
駐
韓
フ
ラ
ン
ス
人
の
中

で
、
韓
国
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
人
々
の
う
ち
、
最
高
位
の
職
に
あ
る

ク
レ
マ
ジ
ー
法
律
顧
問
の
契
約
延
長
交
渉
は
前
回
と
同
じ
よ
う
に
は

進
ま
な
か
っ
た
。
即
ち
、
二
月
二
二
日
に
、
韓
日
議
定
書
が
締
結
さ

れ
、
さ
ら
に
八
月
二
二
日
に
は

外
国
人
招
聘
に
関
す
る
協
定

（
次
の
㈢
2
参
照
）
が
韓
国
と
日
本
と
の
間
で
締
結
さ
れ
、
外
国
人

顧
問
を
日
本
が
望
み
ど
お
り
に
任
命
で
き
る
段
階
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
ク
レ
マ
ジ
ー
の
契
約
延
長
は
、
た
ま
た
ま
フ
ォ
ン
ト
ネ
ー
代
理

公
使
が
イ
・
ジ
ヨ
ン
〔
李
址
鎔
の
こ
と
か
。
以
下
同
〕
法
部
大
臣

（
彼
は
高
宗
皇
帝
の
寵
愛
を
受
け
、
日
本
公
使
を
前
に
し
て
も
堂
々

と
し
て
お
り
、
外
部
大
臣
欠
席
時
に
は
外
部
大
臣
の
代
理
と
な
っ

た
）
と
の
親
交
を
利
用
し
て
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
ク
レ

マ
ジ
ー
の
契
約
延
長
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
ミ
ュ
レ
ン
ス

テ
ス
（M

u
¨

hle
n
steth

）
先
進
国
検
察
官
の
任
期
も
一
年
延
長
さ

れ
て
い
る
（
注
‥
同
前
書
、
同
箇
所
）。
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
一
九
〇

五
年
五
月
二
九
日
に
契
約
満
了
を
迎
え
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
彼
の

契
約
を
さ
ら
に
一
年
延
長
さ
せ
る
訓
令
を
出
し
た
が
、
日
帝
は
こ
れ

を
承
諾
し
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ン
シ
ー
に
よ
る
報
告
書
に
先
立
ち
、
八

月
一
六
日
、
パ
リ
の
ル
ビ
エ
（M

a
u
rice

R
o
u
vier

‥
一
九
〇
五

年
六
月
一
七
日
就
任
）
新
任
外
務
長
官
は
、
彼
の
同
僚
法
務
長
官
に

ク
レ
マ
ジ
ー
が
解
雇
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
注
‥
同
書
一
五

五
頁
）。

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、
六
月
二
七
日
に
旅
費
及
び
賞
与
金
を
受
け

た
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
こ
れ
に
不
服
を
申
し
立
て
、
不
当
な
金
額
で
あ

る
と
再
び
口
頭
請
求
し
（
他
の
多
く
の
外
国
人
雇
用
人
の
よ
う
に
）

継
続
し
て
法
律
顧
問
職
と
し
て
勤
務
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
二
六
日
付
の
報
告
書
の
よ
う
に
、
再
び
新
た
な
契
約
の
締

結
を
急
い
だ
が
、
一
〇
日
後
に
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
露
日
講
和
が
成
立

し
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
優
越
権
を
ロ
シ
ア
が
承
認
し
た
。
こ
れ

を
取
り
持
っ
た
米
国
や
英
国
も
同
調
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
情
勢

下
で
ク
レ
マ
ジ
ー
は
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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彼
の
帰
国
は
九
月
一
五
日
前
後
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

二
次
契
約
（
一
九
〇
一
年
）
時
か
ら
帰
国
ま
で
の
ク
レ
マ
ジ
ー
の

重
要
な
実
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
〇
一
年
三
月
二
三
日
、
韓

国
・
ベ
ル
ギ
ー
修
好
通
商
条
約
締
結
に
先
立
つ
韓
国
側
の
草
案
作
成
、

四
月
一
六
日
、
フ
ラ
ン
ス
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
で
韓
国
政
府
が
借
款
し

た
五
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
の
償
還
期
延
長
協
約
調
印
に
参
加
、
四
月
一
七

日
、
韓
仏
郵
便
協
定
締
結
及
び
一
二
月
一
二
日
、
同
協
定
批
准
、
一

九
〇
二
年
五
月
二
八
日
、
済
州
島
で
発
生
し
た
二
名
の
フ
ラ
ン
ス
神

父
に
対
す
る
地
方
民
の
暴
力
事
件
裁
判
に
関
与
（
こ
の
事
件
で
フ
ラ

ン
ス
政
府
は
、
艦
隊
を
派
遣
し
て
賠
償
を
請
求
し
た
が
、
ク
レ
マ
ジ

ー
が
こ
の
事
件
を
審
理
し
た
）、
一
〇
月
一
七
日
、
韓
国
・
ベ
ル
ギ

ー
条
約
批
准
に
関
与
、
宮
内
部
陶
器
所
設
置
に
関
わ
り
、
フ
ラ
ン
ス

人
ル
ミ
オ
ン
（R

e
m
io
n

）
が
来
韓
（
一
九
〇
二
年
四
月
二
四
日
）

す
る
の
に
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。
一
九
〇
二
年
六
月
一
五
日
に

は
、
韓
国
・
デ
ン
マ
ー
ク
条
約
締
結
に
韓
国
代
表
団
員
と
し
て
参
加

し
た
（
こ
の
条
約
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
代
理
と
し
て
ロ
シ
ア
公
使
パ
ブ

ロ
フ
が
署
名
し
た
）。
一
九
〇
三
年
一
一
月
二
四
日
に
は
、
高
宗
皇

帝
が
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領
よ
り
フ
ラ
ン
ス
最
高
の
勲
章

（G
ra

n
d
C
roix

d
e
la

L
e
´

gio
n
d'
H
o
n
n
e
u
r

）
を
受
賞
す
る
こ
と

に
も
貢
献
し
た
。

彼
が
滞
韓
し
た
五
年
三
カ
月
余
に
お
い
て
、
最
も
立
派
な
業
績
は

大
韓
刑
法

の
翻
訳
で
あ
る
。
田
鳳
徳
博
士
に
よ
れ
ば
、
こ
の
訳

業
は
、
一
九
〇
一
年
に
法
部
大
臣
兪
箕
煥
の
命
令
で
、
当
時
の
刑
法

校
正
官
ら
が
起
草
中
の
改
正
憲
法
〔
傍
点
部
分
、
原
文
の
マ
マ
。

刑
法

の
誤
植
か
〕
の
草
案
作
成
に
ク
レ
マ
ジ
ー
が
参
与
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
そ
の
動
機
が
認
め
ら
れ
る
と
言
う
。
こ
の
起
草

作
業
は
、
大
明
律
や
経
国
大
典
か
ら
大
典
會
通
ま
で
の
各
法
典
の
中

か
ら
、
刑
事
法
規
定
を
集
め
、
国
文
〔
韓
国
語
の
こ
と
か
〕
を
混
ぜ

て
条
文
化
し
て
こ
れ
を
分
類
し
、
新
た
な
法
典
を
作
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
作
業
は
ほ
と
ん
ど
完
成
段
階
に
あ
っ
た
が
、
ク
レ
マ
ジ
ー

は
こ
の
草
案
の
説
明
を
起
草
者
ら
か
ら
聞
き
、
共
に
検
討
し
た
こ
と

に
間
違
い
は
な
い
が
、〔
彼
の
〕
固
有
法
尊
重
思
想
に
則
し
、
彼
自

身
の
指
示
で
添
削
、
ま
た
は
増
補
さ
れ
た
も
の
は
な
い
と
さ
れ
る
。

約
一
年
を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
草
案
に
字
句
修
正
程
度
に
手
を
加
え

た
後
、
改
正
刑
法
草
案
全
六
七
二
カ
条
と
し
て
一
九
〇
二
年
五
月
に

議
政
府
に
提
出
さ
れ
た
（
注
‥
韓
国
法
史
学
会
〔

法
史
学
研
究

〕、

第
五
号
、
一
九
七
九
年
一
〇
月
、
九
一
頁
‥
同
誌
に
は
ク
レ
マ
ジ
ー

の
大
韓
刑
法
の
写
本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
、
崔
鍾
庫

博
士
が
西
ド
イ
ツB

erlin

のP
re

uß
isc

h
e
Staatsbibliote

k

に

所
蔵
さ
れ
た
原
本
を
複
写
し
て
き
た
も
の
で
、
ま
た
ク
レ
マ
ジ
ー
が

パ
リ
で
一
九
〇
六
年
に
発
行
し
た
同
本
の
補
充
編
に
つ
い
て
も
、
ク

レ
マ
ジ
ー
が
ミ
ュ
テ
ル
主
教
に
贈
呈
し
た
も
の
を
保
管
す
る

韓
国
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教
会
史
研
究
所

の
崔
奭
石
神
父
の
配
慮
で
同
誌
に
収
録
さ
れ
た
）。

こ
の

大
韓
刑
法

は
、
上
呈
さ
れ
た
改
正
刑
法
の
草
案
に
、
議
政

府
が
若
干
の
条
項
の
修
正
、
ま
た
は
追
加
を
行
い
、
全
六
八
〇
カ
条

と
な
っ
た
。
一
九
〇
五
年
四
月
二
九
日
、
高
宗
皇
帝
に
よ
り
公
布
さ

れ
、

刑
法
大
全

と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
一
九
〇
四
年
七
月
一
五
日
付
の
序
文
の
中
で
、

改
正
刑
法
の
草
案
六
七
二
カ
条
を
仏
語
に
翻
訳
し
、
意
見
書
及
び
索

引
を
添
付
し
、
末
尾
に
は

大
韓
刑
法

刊
行
に
尽
力
し
た
イ
ン
ド

シ
ナ
総
督
ド
ゥ
メ
ー
ル
、
駐
韓
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
副
領
事
ベ
ル
ト

（Berta
u
x

）、
ミ
ュ
テ
ル
主
教
、
法
部
官
吏
バ
ン
・
ソ
ン
ヒ
ョ
ン
、

チ
ョ
・
チ
ャ
ン
ホ
、
そ
し
て
印
刷
を
担
当
し
た
英
国
人
ホ
ッ
ジ
氏

（H
u
d
g
e

彼
は
仏
語
や
韓
国
語
を
全
く
理
解
せ
ず
、
苦
労
し
な
が
ら

一
〇
カ
月
間
で
印
刷
を
し
た
）
に
感
謝
の
意
を
記
し
た
。
二
一
〇
ペ

ー
ジ
に
も
亘
る
こ
の
本
の
刊
行
に
つ
い
て
、
パ
リ
の
デ
ル
カ
セ
外
務

長
官
は
、

ク
レ
マ
ジ
ー
氏
の
こ
の
著
述
は
、
大
韓
帝
国
内
で
の
フ

ラ
ン
ス
の
名
誉
増
進
に
貢
献
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の
韓
国
滞
在

中
に
お
け
る
立
派
で
価
値
の
あ
る
研
究
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
と

い
う
本
長
官
の
意
を
、
ク
レ
マ
ジ
ー
に
伝
え
て
ほ
し
い

と
い
う
趣

旨
を
、
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
に
訓
令
し
た
（
注
‥
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外

交
文
書

三
八
頁
、N

o.
18

、

1
04,

9,
28

）。

大
韓
刑
法

訳
述
過
程
で
、
ク
レ
マ
ジ
ー
は
五
名
の
韓
国
人
に

フ
ラ
ン
ス
刑
法
を
教
授
し
た
と
い
う
。
彼
ら
の
名
前
は
明
ら
か
に
な

っ
て
は
い
な
い
が
、
彼
ら
は
最
初
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
を
学
ん
だ
韓
国

人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ク
レ
マ
ジ
ー
は

大
韓
刑
法

を
出
版
し
た
後
、
続
け
て
補
充
編

の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
さ
な
か
に
帰
国
、
一
九
〇
六
年
に

大
韓
刑
法
補
充
編

（

）
を
著
述
し
た
。
こ
の
中
で
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
大
韓
刑

法
の
索
引
集
と
、
そ
れ
ま
で
に
改
定
さ
れ
た
条
項
を
新
た
に
付
け
加

え
、
内
表
紙
に
は

私
が
生
涯
で
尊
敬
す
る
ド
ゥ
メ
ー
ル
氏
に
│
一

九
〇
五
年
九
月
一
六
日
パ
リ

と
記
し
て
い
る
点
か
ら
見
る
に
、
そ

の
脱
稿
は
彼
が
ソ
ウ
ル
を
去
っ
た
後
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の

補
充
編

の
出
版
は
、
パ
リ
で
有
名
な

出
版
社
で
あ
るI

m
pri

m
erie

et
Librairie

G
e
´

n
e
´
rale

d
e
J
u‑

rispr
u
d
e
n
ce

か
ら
一
九
〇
六
年
（
月
日
未
詳
）
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
〇
七
年
に
ク
レ
マ
ジ
ー
は

‑‑

（

朝
鮮
・
安
南
・
中
国
に
お
け
る
慣
習
及
び
信

仰
・
道
徳
観
念

）
と
題
し
た
著
書
を
刊
行
し
、
こ
の
中
で
長
き
に

亘
っ
た
東
洋
で
の
生
活
と
大
韓
帝
国
法
律
顧
問
時
代
を
回
顧
し
て
い

る
。
こ
の
時
、
彼
は
七
〇
歳
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
著
作
を
最
後
に

彼
は
著
述
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
は
引
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退
生
活
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
。

韓
国
で
の
五
年
余
り
の
滞
在
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
こ
の
大
韓
刑
法

の
著
述
に
捧
げ
た
と
も
言
え
る
ク
レ
マ
ジ
ー
は
、
自
費
で
千
フ
ラ
ン

の
巨
額
を
こ
の
出
版
に
か
け
、
不
足
分
は
ド
ゥ
メ
ー
ル
総
督
、
ミ
ュ

テ
ル
主
教
が
助
け
た
と
い
う
。
法
律
顧
問
と
い
う
困
難
な
職
務
に
就

き
な
が
ら
も
、
絶
え
る
こ
と
な
く
著
述
活
動
に
も
励
ん
だ
こ
と
は
、

ク
レ
マ
ジ
ー
の
誠
実
な
人
物
像
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

よ
う
。㈢

日
帝
を
手
引
き
し
た
者
・
外
交
顧
問D.

W.
Ste

a
v
e
n
s

（
須
知
芬
）
の
末
路

1

外
交
顧
問
代
理
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
（H.

J.
M
u
¨

hle
n‑

steth

、
彌
倫
斯
・
デ
ン
マ
ー
ク
人
）
と
高
宗
皇
帝
の
私
設

顧
問
ベ
ル
ギ
ー
人

近
世
韓
国
外
交
年
表
と
し
て
最
も
信
憑
性
が
高
い
も
の
と
評
価
さ

れ
て
い
る
ア
レ
ン
の

年
表

に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
一
年
一
二
月
四

日
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
が
、
外
部
顧
問
代
理

（A
ctin

g
A
d
viser

to
th

e
K
orea

n
F
oreig

n
office

注
‥

A
lle

n,
o
p.
cit.,

‑

,
p.
8

）
に
任
命
さ
れ
た
と

い
う
。
一
八
八
五
年
九
月
二
七
日
、
京
仁
間
の
電
信
架
設
を
担
当
し

た
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
は
、
一
八
九
八
年
に
プ
ラ
ン
シ
ー
駐
韓
公
使
の

推
薦
で
宮
内
部
情
報
検
察
官
に
任
命
さ
れ
、
情
報
検
察
官
と
し
て
外

部
顧
問
職
務
代
理
に
任
命
さ
れ
る
数
カ
月
前
ま
で
勤
務
す
る
間
に
契

約
期
間
が
満
了
し
た
が
、
滞
納
さ
れ
た
給
料
の
た
め
、
再
び
臨
時
職

と
し
て
外
部
顧
問
の
職
務
代
理
を
短
期
間
務
め
た
よ
う
で
あ
る
。
ク

レ
マ
ジ
ー
は
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
法
部
と
外
部
顧
問
を
兼

職
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
は
外
部
か
ら
の
国
際

法
や
外
国
法
の
諮
問
に
の
み
応
じ
て
お
り
、
短
い
期
間
（
一
九
〇
一

年
一
二
月
四
日
か
ら
一
九
〇
二
年
五
、
六
月
ご
ろ
ま
で
と
推
測
さ
れ

る
。
注
‥
前
掲

旧
韓
国
外
交
文
書

一
九
二
一
、
原
八
冊
、
前
掲

フ
ラ
ン
ス
外
交
文
書

三
〇
頁
‥

韓
国
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
在

韓
フ
ラ
ン
ス
人

に
彼
の
名
前
が
あ
る
）、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
外
部
連

絡
事
務
を
補
佐
し
て
い
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
ま
た
、
彼
が
外
部
顧

問
代
理
と
し
て
韓
国
と
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
条
約
に
、
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
は
、
一

九
〇
二
年
五
、
六
月
ご
ろ
に
、
再
び
情
報
局
検
察
官
と
し
て
採
用
さ

れ
、
一
九
〇
四
年
五
月
一
四
日
に
は
韓
国
政
府
か
ら
滞
納
さ
れ
た
給

料
に
関
す
る
問
題
が
、
プ
ラ
ン
シ
ー
公
使
と
ク
レ
マ
ジ
ー
の
介
入
に

よ
り
解
決
さ
れ
て
い
る
。
同
日
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
契
約
更
新
交
渉
の

際
に
、
同
時
に
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
の
契
約
も
一
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
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と
も
あ
っ
た
。
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
に
よ
る
外
部
顧
問
代
理
そ
れ
自
体

は
、
本
研
究
で
は
特
に
意
味
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
ク
レ
マ
ジ

ー
の
顧
問
業
務
の
限
界
に
お
い
て
、
外
部
顧
問
と
し
て
新
た
な
外
国

人
が
招
聘
さ
れ
得
た
と
い
う
仮
説
を
可
能
に
さ
せ
る
意
味
で
、
本
研

究
で
は
重
要
な
人
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ミ
ュ
レ
ン
ス
テ
ス
が
外

部
代
理
を
退
い
て
か
ら
二
年
後
に
は
、
日
帝
が
新
た
に
招
聘
し
た
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
が
韓
国
の
外
部
に
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
奇
異
な
事
実
で
は
あ
る
が
、
ア
レ
ン
の

年
表

（
注

‥A
lle

n,
o
p.

cit.,
p.
1
5

）
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
三
年
二
月
九
日
、

高
宗
皇
帝
の
個
人
顧
問
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
人
（
姓
名
未
詳
）
が
到
着

す
る
と
知
ら
せ
を
受
け
た
と
い
う
。
こ
の
顧
問
に
関
し
て
は
、
一
九

〇
二
年
二
月
一
〇
日
に
招
聘
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
〇
一
年
の
韓
国
と
ベ
ル
ギ
ー
と
の
条
約
締
結
に
よ
る
友
好
促
進

を
機
会
に
、
こ
の
よ
う
な
招
聘
を
行
う
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
が
、
ア
レ
ン
の

年
表

以
外
に
こ
の
こ
と
に
関
す
る
記
録
は
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。

2

日
本
の
第
二
次
顧
問
政
治
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
登
場

一
八
九
四
年
の
甲
午
改
革
以
来
、
外
部
の
顧
問
職
に
外
国
人
は
任

命
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
法
部
顧
問
で
あ
る
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
、

一
八
九
〇
年
以
来
、
法
律
と
外
交
・
外
国
法
お
よ
び
国
際
法
に
関
す

る
事
項
を
担
当
し
て
き
た
の
で
、
彼
の
後
任
で
あ
る
ク
レ
マ
ジ
ー
の

担
当
も
同
様
の
領
域
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
任
期
満
了
に
伴
い
契
約
の
延
長
を
交
渉

す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
彼
の
任
期
は
一
九

〇
五
年
五
月
二
九
日
を
以
っ
て
終
了
す
る
べ
く
最
後
の
契
約
が
締
結

さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
更
な
る
任
期
延
長
の
た
め
、
執
拗
な
外
交
交

渉
を
行
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
以
上
ク
レ
マ
ジ
ー
の
招

聘
契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
理
由
は
何
よ
り
も
、
一
九
〇
四
年
八
月
二

二
日
に
締
結
さ
れ
た
第
一
次
韓
日
協
約
（
外
国
人
招
聘
に
関
す
る
協

定
）
に
よ
り
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
が
外
部
顧
問
に
採
用
さ
れ
た
こ
と

に
あ
っ
た
。
こ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
登
場
に
よ
っ
て
、
ク
レ
マ
ジ

ー
の
任
期
契
約
更
新
は
も
は
や
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
の
帝
国
主
義
に
お
い
て
は
、
当
然
の
政
策
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
を
外
部
顧
問
に
任
命
す
る
こ
と
と
な

っ
た
当
時
の
政
局
を
理
解
す
る
た
め
、
一
九
〇
〇
年
代
の
韓
国
問
題

を
め
ぐ
る
列
強
間
の
国
際
力
学
関
係
が
、
如
何
に
移
り
変
わ
る
の
か

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

一
言
で
要
約
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
韓
国
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ

ア
と
日
本
と
の
角
逐
が
激
化
し
、
戦
争
へ
と
移
行
す
る
段
階
に
も
あ

り
、
中
国
で
は
義
和
団
事
件
と
北
清
事
変
に
よ
り
、
極
東
情
勢
が
急
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展
開
を
見
せ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
パ
ブ
ロ
フ
駐
韓

ロ
シ
ア
公
使
が
、
北
清
事
変
が
発
生
し
た
一
九
〇
二
年
に
、
韓
国
政

府
を
脅
し
て
起
こ
し
た
馬
山
港
の
租
借
を
試
み
た
事
件
に
対
し
て
、

日
本
が
こ
れ
を
妨
害
す
る
外
交
戦
を
展
開
し
、
露
日
両
国
の
関
係
が

悪
化
の
道
を
辿
っ
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
日
帝
は
、
一

九
〇
二
年
一
月
三
一
日
に
英
日
同
盟
を
締
結
し
、

日
本
は
韓
国
に

お
い
て
、
英
国
は
中
国
に
お
い
て
政
治
上
ま
た
は
産
業
上
の
特
殊
利

権
を
有
し
、
侵
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
擁
護
す
る
必
要
な

処
置
を
行
う
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と

を
打
診
し
、
英
国
を
日
本
側

に
引
き
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
条
約
締
結
方
式
に
よ
り
、
一
九
〇
三

年
八
月
一
二
日
に
ロ
シ
ア
が
満
州
で
、
日
本
は
韓
国
に
お
い
て
優
越

的
な
利
益
を
有
す
る
こ
と
を
相
互
承
認
し
よ
う
と
ロ
シ
ア
側
に
提
議

し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
側
は
一
〇
月
三
日
、
韓
国
・
満
州
問
題
基

本
妥
協
案
を
提
出
し
、

韓
国
に
お
け
る
日
本
の
経
済
的
・
政
治
的

優
越
権
を
承
認
す
る
が
、
そ
の
領
土
の
一
部
で
も
軍
事
上
の
目
的
に

使
用
す
る
こ
と
や
自
由
航
行
を
妨
害
す
る
軍
事
施
設
を
韓
国
沿
岸
に

設
置
し
な
い
こ
と

と
し
て
日
本
と
対
立
し
た
が
、
日
本
は
ほ
と
ん

ど
の
列
強
諸
国
か
ら
、
韓
国
で
の
優
越
権
確
保
を
承
認
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
妥
協
案
が
締
結
さ
れ
、
一
九
〇
四
年
二
月
八
日
に
露
日
戦
争

が
開
戦
す
る
と
、
韓
国
政
府
は
厳
正
中
立
を
宣
言
し
た
が
、
国
土
は

戦
場
と
化
し
て
い
っ
た
。
一
月
一
二
日
に
パ
ブ
ロ
フ
公
使
が
退
任
す

る
と
、
ソ
ウ
ル
は
林
権
助
日
本
公
使
の
独
壇
場
と
な
り
、
林
は
外
務

大
臣
代
理
イ
・
ジ
ヨ
ン
に
対
日
協
力
を
強
要
し
た
。
二
月
二
二
日
に

は
韓
国
主
権
を
無
視
し
た

韓
日
議
定
書

の
締
結
を
強
行
し
、
こ

れ
に
よ
り
韓
国
政
府
は
対
ロ
シ
ア
関
係
の
条
約
及
び
協
定
の
廃
棄
を

宣
言
し
た
。
同
時
に
日
帝
は
内
政
の
改
善
と
い
う
口
実
で
、
韓
国
に

露
骨
に
干
渉
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
二
二
日
に
は
外
務
大
臣
代
理

尹
致
昊
と
林
公
使
と
の
間
に

外
国
人
招
聘
協
定

（
第
一
次
韓
日

協
約
）
が
締
結
さ
れ
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
韓
国
政
府
は
改
正
〔
原
文
の
マ
マ
。

財
政

の
誤
植
か
〕
顧
問
と
外
交
顧
問
と
し
て
、
日
本
政
府
が
推
薦
す
る
者

を
招
聘
し
、
関
係
事
項
は
彼
ら
と
相
談
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
韓
国
政
府
が
外
国
と
の
条
約
締
結
及
び
外
交
案
件
を
処
理
す
る

際
は
、
日
本
政
府
と
事
前
に
合
意
の
上
、
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
〇
月
に
は
、
韓
国
政
府
の
財
政
顧
問
に
日
本
の
大

蔵
省
主
税
局
長
目
賀
田
種
太
郎
を
、
そ
し
て
一
二
月
に
は
、
外
交
顧

問
に
二
〇
余
年
間
日
本
外
務
省
の
顧
問
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ

が
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
翌
年
二
月
に
は
招
聘
協
定
に
も
約
定
さ

れ
て
い
な
い
警
務
顧
問
に
日
本
警
視
庁
警
視
丸
山
重
俊
、
軍
事
顧
問

に
駐
韓
日
本
公
使
館
付
属
武
官
野
津
鎮
武
、
宮
内
部
顧
問
に
前
駐
韓

領
事
加
藤
增
雄
、
そ
し
て
学
部
〔
学
務
行
政
を
担
当
〕
の
学
政
参
与
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官
に
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
で
あ
っ
た
幣
原
担
な
ど
が
、
韓
国
政

府
の
自
発
的
招
聘
と
い
う
形
式
で
招
聘
さ
れ
た
。
彼
ら
の
赴
任
に
よ

り
、
韓
国
に
お
け
る
財
政
・
外
交
・
軍
事
・
警
察
・
文
教
・
宮
廷
の

重
要
な
事
項
は
、
日
本
に
掌
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
李
氏
王
朝
は
一
八
九
四
年
の
日
本
に
よ
る
顧
問
政
治

時
代
以
後
、
一
〇
年
ぶ
り
に
日
本
の
顧
問
政
治
時
代
を
再
び
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
す
ぐ
に
亡
国
を
意
味
す
る
も
の
と
な
っ

た
。日

帝
を
徹
底
し
て
手
引
し
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
を
外
交
顧
問
と
し

て
招
聘
す
る
こ
と
は
、
こ
の
先
韓
国
の
外
交
が
日
帝
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
同
時
に
、
乙
巳
保
護
条
約
締
結
前
、

及
び
韓
日
合
邦
条
約
締
結
前
に
お
け
る
韓
国
の
植
民
地
化
過
程
に
お

い
て
、
対
外
的
に
こ
れ
を
合
理
化
、
な
い
し
は
説
得
す
る
た
め
の
先

発
隊
と
し
て
の
任
務
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
と
共
に
勤
務
し
て
い
た
ク
レ
マ
ジ
ー
法
部

顧
問
が
留
ま
る
理
由
は
失
わ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

3

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
末
路

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
と
い
う
名
は
、
我
が
民
族
に
は
第
一
級
の
元
凶

と
し
て
知
れ
亘
っ
て
お
り
、
国
民
学
校
〔
小
学
校
〕
の
教
科
書
に
も

出
て
く
る
程
で
あ
る
。
だ
が
、
彼
の
経
歴
や
具
体
的
な
活
動
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
唯
一
、
彼
が
米
国
で
韓
国
の
愛
国

志
士
に
よ
り
射
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
、
大
き
く
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
、
米
国
外
交
官
出
身
で
一
八
八
〇
年
ご
ろ
か

ら
日
本
の
外
務
省
で
働
い
て
い
た
と
い
う
。
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
な
い
が
、
一
八
八
五
年
一
月
一
日
、
甲
申
政
変
の
事
後
処
理
と

し
て
、
漢
城
条
約
の
締
結
を
す
る
た
め
来
韓
し
た
井
上
馨
全
権
大
使

一
行
の
手
助
け
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
ア
レ
ン
の

年
表

で
は
、
一
月
一
日
か
ら
井
上
馨
、
近
藤
眞
鋤
（
日
本
外
務

省
書
記
官
）
と
共
に
統
理
衙
門
に
三
日
ま
で
留
ま
り
、
一
月
九
日
の

漢
城
条
約
締
結
に
参
加
し
た
と
さ
れ
る
（
注
‥H.

N.
A
lle

n,
o
p.
cit.,

p.
1
7

）。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
そ
の
際
、
竹
添
公
使
と
朝

鮮
政
府
の
外
務
督
辦
趙
秉
鎬
、
協
辦
メ
レ
ン
ド
ル
フ
と
共
に
条
約
締

結
を
目
的
と
す
る
予
備
会
談
の
た
め
、
西
大
門
外
の
渼
洞
に
あ
る
日

本
公
使
館
で
の
協
議
を
全
う
し
た
。

こ
れ
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
最
初
の
来
韓
で
あ
っ
た
か
否
か
に

つ
い
て
は
詳
細
な
記
録
が
な
く
、
知
る
術
が
な
い
。
し
か
し
、
彼
は

こ
れ
以
後
、
頻
繁
に
来
韓
し
、
徹
底
し
た
日
本
帝
国
主
義
者
ら
の
先

導
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
主
に
西
洋
人
た
ち
の
動
態
を
調
査
、
誨
諭

し
て
買
収
し
た
と
さ
れ
る
。
メ
レ
ン
ド
ル
フ
を
始
め
と
す
る
デ
ニ
ー
、

リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
ク
レ
マ
ジ
ー
な
ど
歴
代
朝
鮮
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政
府
の
顧
問
ら
の
動
向
を
探
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
韓
国
に
影
響
力
を
持
つ
高
官
ら
に
も
接

近
し
て
、
日
本
の
利
益
の
た
め
血
眼
に
な
っ
て
行
動
し
た
と
い
う
。

清
日
戦
争
の
際
に
も
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
馬
関
条
約
締
結
時
に

日
本
側
全
権
特
使
伊
藤
博
文
の
法
律
顧
問
と
し
て
講
和
会
談
に
参
加

し
た
。
こ
の
際
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
が
日
本
側
の
顧
問
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
を
知
っ
た
米
国
は
、
素
早
く
清
に
勧
告
し
、
こ
の
勧
告
を

受
け
て
清
は
米
国
人
法
律
顧
問
を
招
聘
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

際
に
、
李
鴻
章
が
莫
大
な
費
用
を
投
じ
て
招
聘
し
た
法
律
顧
問
は
、

前
米
国
国
務
長
官
フ
ォ
ス
タ
ー
（Jo

h
n

W.
F
oster

）
で
あ
っ
た
。

米
国
が
清
日
戦
争
に
お
い
て
、
最
後
に
成
功
し
た
善
意
の
中
立
国
と

い
う
言
葉
は
米
国
が
馬
関
条
約
締
結
に
お
い
て
日
本
側
に
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ズ
、
清
国
側
に
フ
ォ
ス
タ
ー
を
斡
旋
派
遣
し
た
と
い
う
こ
と
が

理
由
で
あ
る
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
そ
の
後
、
日
本
の
外
務
省
法
律
・
外
交
顧
問

と
し
て
露
日
戦
争
外
交
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
米
国
に
帰
国

す
る
度
、
韓
国
問
題
で
日
本
が
有
利
に
な
る
よ
う
世
論
を
動
か
す
こ

と
に
も
尽
力
し
た
。
一
九
〇
五
年
、
乙
巳
保
護
条
約
（
第
二
次
韓
日

協
約
）
締
結
に
よ
り
外
部
が
廃
止
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
二
月
に
は
、

日
帝
の
朝
鮮
統
監
府
が
新
設
さ
れ
た
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
は
そ
の
後

も
外
交
顧
問
と
し
て
任
命
さ
れ
、
日
本
に
よ
る
韓
国
の
強
制
的
占
有

を
合
理
化
さ
せ
る
内
容
の
文
章
を
米
国
新
聞
に
掲
載
す
る
な
ど
、
日

帝
を
手
引
す
る
者
と
し
て
必
死
の
努
力
を
続
け
て
い
た
。
一
九
〇
八

年
に
訪
米
し
た
際
に
は
、
彼
は
記
者
会
見
で
韓
国
に
お
け
る
日
本
の

保
護
政
治
を
賞
賛
す
る
旨
を
記
者
ら
に
語
り
、
在
米
韓
国
人
ら
か
ら

大
き
な
反
発
を
受
け
た
。
三
月
二
二
日
、
在
米
の
韓
国
人
鄭
在
寛
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
邸
宅
を
訪
ね
、
彼

の
親
日
性
と
親
日
政
策
を
糾
弾
し
て
い
る
。
翌
二
三
日
に
は
田
明
雲

が
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
狙
撃
を
試
み
る
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
そ

の
直
後
に
、
大
同
保
国
会
員
張
仁
煥
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
駅
で
拳
銃
に

よ
り
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
を
殺
害
、
田
明
雲
を
負
傷
さ
せ
た
。
田
明
雲

と
張
仁
煥
は
共
謀
し
て
こ
の
暗
殺
を
計
画
し
た
の
で
は
な
く
、
彼
ら

は
偶
然
に
も
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
駅
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
運
命
を
絶
と

う
と
同
じ
場
所
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
。
米
国
警
察
に
よ
る
逮
捕
後
、

田
明
雲
は
九
五
日
間
監
禁
さ
れ
、
張
仁
煥
は
二
五
年
刑
を
受
け
た
が
、

一
一
年
後
に
は
出
獄
し
た
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
狙
撃
事
件
を
契
機
に
、
日
本
人
に
不
安
が
広

が
り
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
安
重
根
義
士
に
よ
る
伊
藤
博
文
殺
害
で
、

よ
り
大
き
な
衝
撃
が
及
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ

る
。ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
が
大
韓
帝
国
外
務
顧
問
と
し
て
赴
任
し
、
韓
国

外
交
を
担
当
し
た
こ
と
は
、
一
九
一
〇
年
の
韓
日
合
邦
達
成
の
た
め
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の
第
一
段
階
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
段
階
で
韓
国
外
交
は
す
で

に
日
本
の
完
全
な
監
督
下
に
は
い
り
、
韓
国
政
府
は
独
自
の
外
交
活

動
を
全
く
展
開
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
顧
問
政
治

が
招
く
結
果
が
ど
れ
程
大
き
く
、
そ
し
て
悲
惨
な
も
の
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
、
我
が
民
族
の
教
訓
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
よ
う

な
人
物
に
は
、〔
暗
殺
は
〕
当
然
の
結
末
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

心
に
留
め
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

結

論

旧
韓
国
政
府
に
お
け
る
歴
代
の
法
律
・
外
交
顧
問
の
任
命
系
譜
を

追
跡
す
る
こ
と
は
、
結
局
は
彼
ら
顧
問
を
通
じ
て
、
一
八
八
二
年
か

ら
一
九
一
〇
年
に
至
る
近
世
韓
国
政
治
外
交
史
を
再
構
築
す
る
こ
と

に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
こ
の
期
間
│
│
旧
韓
国
政
府
が
西

洋
諸
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
米
国
と
最
初
に
修
好
条
約
を
締
結
し
た
時

期
か
ら
旧
韓
国
の
終
末
に
至
る
ま
で
│
│
は
、
旧
韓
国
政
府
は
西
洋

列
強
相
互
間
に
お
け
る
、
そ
し
て
列
強
諸
国
と
韓
国
と
の
関
係
に
お

け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
が
、
政
治
外
交
的
に
最
も
激
し
い
時
期
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
顧
問
ら
に
課
さ
れ
た
役
割
に
は
、

極
め
て
重
大
な
意
義
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

法
律
・
外
交
顧
問
を
外
交
史
的
観
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
関
連
資
料
の
欠
如
、
あ
る
い
は
、
資
料
の
内
容
に
大
き
な
偏

り
が
あ
る
な
ど
、
彼
ら
の
任
免
過
程
や
業
績
を
追
跡
す
る
に
は
、
従

来
相
当
な
困
難
が
伴
っ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、

今
日
に
お
い
て
も
、
顧
問
や
秘
書
等
の
功
績
は
裏
面
に
隠
さ
れ
る
よ

う
に
、
旧
韓
末
の
外
国
人
顧
問
ら
の
功
績
の
大
部
分
も
ま
た
、
歴
史

の
表
面
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
上
な
く
少
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
古
今
を
通
じ
て
同
一
の
論
理
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
認
識
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

旧
韓
国
に
お
け
る
外
国
人
顧
問
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
法
律
・
外

交
分
野
の
顧
問
で
あ
っ
た
彼
ら
を
如
何
な
る
系
譜
的
連
関
の
下
で
語

り
得
る
か
、
ど
の
よ
う
な
任
命
過
程
で
あ
っ
た
か
、
職
務
上
の
功
績

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
│
│
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
本
稿
で
は

整
理
し
、
さ
ら
に
旧
韓
国
の
政
治
外
交
史
が
列
強
に
蹂
躙
さ
れ
、
い

か
に
満
身
創
痍
に
陥
っ
た
の
か
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

そ
の
中
に
お
け
る
外
国
人
顧
問
は
、
重
要
で
は
あ
る
が
裏
面
史
に
お

い
て
の
み
扱
わ
れ
る
と
い
う
従
来
の
位
置
付
け
を
超
え
て
、
外
交
史

に
お
け
る
核
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

外
国
人
顧
問
は
、
韓
国
近
代
化
の
胎
動
期
と
い
う
重
要
な
時
代
に
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招
聘
さ
れ
、
来
韓
し
て
高
宗
や
そ
の
部
下
で
あ
る
高
官
ら
の
顧
問
と

し
て
、
近
代
化
に
向
け
た
事
業
に
お
い
て
直
接
・
間
接
的
に
大
き
な

功
績
を
残
し
た
と
い
え
よ
う
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
外
国
人
で
あ
る

が
た
め
に
、
自
己
の
祖
国
や
利
害
関
係
に
絡
み
合
っ
た
第
三
国
の
列

強
と
の
調
整
下
で
、
利
権
を
得
よ
う
と
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
全
顧
問
に
一
貫
し
て
認
め

ら
れ
る
共
通
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
よ

う
な
人
物
は
、
韓
国
人
の
憎
悪
の
対
象
と
な
り
、
結
局
は
韓
国
人
の

銃
弾
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
外
国
人
顧
問
の
全
て
が
、
韓
国
の
た
め

献
身
し
、
韓
国
の
近
代
化
に
お
け
る
立
派
な
協
力
者
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

彼
ら
の
滞
韓
期
間
中
を
中
心
に
共
通
点
を
見
出
し
て
み
る
と
、
第

一
に
メ
レ
ン
ド
ル
フ
と
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
除
い
た
他
の
者
は
高
齢

者
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
彼
ら
が
定
年
に
よ
り

本
国
官
吏
の
任
を
解
か
れ
た
後
に
来
韓
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ

ま
り
、
彼
ら
は
長
き
に
亘
る
東
洋
で
の
生
活
で
、
そ
の
習
慣
に
慣
れ
、

韓
国
事
情
を
よ
く
知
っ
て
来
韓
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

一
八
八
三
年
以
降
、
一
九
〇
〇
年
始
め
ま
で
に
、
旧
韓
国
政
府
と
外

国
と
の
条
約
締
結
に
お
い
て
、
全
て
の
条
約
草
案
作
成
や
締
結
過
程

に
、
彼
ら
が
参
与
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
第
三
に
、
メ
レ
ン
ド

ル
フ
と
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
場
合
を
除
き
、
彼
ら
の
具
体
的
な
経

歴
・
家
族
構
成
・
生
涯
に
関
し
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
自
国
で
も
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
四
に
、
彼
ら
の
任
免
過
程

は
全
て
韓
国
と
関
係
国
、
ま
た
は
推
薦
国
と
の
秘
密
外
交
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
追
跡
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
彼
ら
は
皆
、
ロ
シ
ア
の
外
交
を
手
助
け
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
第
五
に
、
彼
ら
は
法
学
博
士
（
メ
レ
ン
ド
ル
フ
、
ク
レ
マ
ジ

ー
）
の
学
位
取
得
者
や
、
退
役
将
軍
（
リ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）、
そ
し
て

前
職
が
判
事
や
外
交
官
（
デ
ニ
ー
、
グ
レ
イ
ト
ハ
ウ
ス
）
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
未
刊
行
外
交
文
書
を
通

じ
て
、
ク
レ
マ
ジ
ー
の
任
免
過
程
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ

は
我
が
国
に
お
け
る
ク
レ
マ
ジ
ー
に
関
す
る
最
初
の
研
究
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
本
稿
は
、
外
国
人
顧
問
を
系
譜
に
お
い
て
位
置
付
け
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
決
定
的
な
寄
与
を
果
た
し
得
た
と
自
負
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ク
レ
マ
ジ
ー
が
登
場
す
る
背
景
と
、
彼
の
滞
韓
中
の

功
績
と
を
追
跡
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
に
扱
わ
れ
て
い
た
韓

仏
関
係
史
の
成
立
の
可
能
性
を
示
唆
し
得
た
こ
と
も
ま
た
、
本
稿
の

付
随
的
な
収
穫
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
ア
レ
ン
の
外
交
年
表
に
よ
る
外
交
顧
問
代
理
ミ
ュ
レ
ン

ス
テ
ス
と
、
高
宗
皇
帝
の
個
人
顧
問
と
し
て
来
韓
し
た
と
い
う
姓
名
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未
詳
の
ベ
ル
ギ
ー
人
に
関
し
て
も
、
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で

あ
る
。
彼
ら
に
関
し
て
は
、
今
後
も
継
続
的
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る

が
、
本
稿
に
お
い
て
彼
ら
が
占
め
る
比
重
は
、
当
時
の
時
代
的
環
境

の
中
で
は
、
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

し
か
し
、
こ
の
二
人
の
登
場
は
、
旧
韓
国
政
府
が
外
国
人
の
雇
用
に

お
い
て
も
、
人
事
政
策
が
ど
れ
ほ
ど
厳
し
い
乱
脈
的
様
相
を
呈
し
て

い
た
か
、
そ
の
証
左
と
な
る
に
違
い
な
い
。

終
わ
り
に
、
序
論
で
設
定
し
た
仮
説
は
、
外
交
文
書
に
基
づ
く
検

証
に
よ
り
、
外
国
人
顧
問
の
任
命
系
譜
の
外
交
史
的
追
跡
に
ひ
と
つ

の
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
い
え
る
。
こ
こ
に
本
研
究
の
意
義
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
系
譜
的
視
点
か
ら
の
跡
付
け
は
、

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
死
後
│
│
一
九
一
〇
年
以
降
│
│
、
時
代
を
越
え
、

解
放
後
の
軍
政
時
代
を
経
て
五
・
一
六
軍
事
革
命
政
府
時
代
ま
で
の

上
記
の
外
国
人
顧
問
任
命
の
系
譜
的
連
関
〔
表
2
参
照
〕
の
再
確
立

を
土
台
に
し
て
、
他
の
観
点
か
ら
価
値
あ
る
研
究
を
導
く
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
観
点
と
は
、
ド
ゥ
ロ
ジ
ェ
ル

（Je
a
n‐

B
a
ptiste

D
u
roselle

、
パ
リ
大
学
教
授
）
に
よ
る
国
際
関

係
史
（Histoire

d
es

R
elatio

n
s
Inter

n
atio

n
ales

）
研
究
方
法

論
で
あ
る
。
こ
の
方
法
の
導
入
に
よ
り
、
外
交
史
的
研
究
は
、
そ
の

構
造
的
・
時
代
的
な
限
界
性
を
超
越
し
、
政
治
外
交
史
的
研
究
だ
け

で
は
な
く
、
法
史
学
的
（
法
制
史
的
・
国
際
法
的
）
研
究
を
は
じ
め

と
す
る
経
済
・
社
会
・
文
化
・
軍
事
等
、
可
能
な
全
分
野
に
お
い
て

探
求
を
試
み
ら
れ
る
対
象
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

《
参
考
文
献
》

本
参
考
文
献
目
録
は
第
一
次
基
本
史
料
に
限
り
提
示
す
る
。

国
史
編
纂
委
員
会
編

大
韓
帝
国
官
員
履
歴
書

（

韓
国
史
料
叢

書

第
一
七
号
、
一
九
七
二
年
）

国
会
図
書
館
編

韓
末
近
代
法
令
資
料
集

Ⅰ
～
Ⅳ
、
一
九
七
一
年

国
会
図
書
館
編

在
仏
韓
国
関
係
文
献
目
録

一
九
六
九
年

李
用
熙
編

近
世
韓
国
外
交
文
書
総
目

（
国
会
図
書
館
、
一
九
六

六
年
）

亜
細
亜
文
化
社
編

旧
韓
国
官
報

一
～
一
〇
巻
、
一
九
七
三
年

高
大
亜
細
亜
問
題
研
究
所
編

旧
韓
国
外
交
文
書

美
案
・
徳
案
・

日
案
・
法
案

全
巻

奎
章
閣

旧
韓
国
外
交
文
書

高
宗
実
録

梅
泉
野
録

日
省
録

震
檀
学
報

韓
国
歴
史
学
会

歴
史
学
報

韓
国
法
史
学
会

法
史
学
研
究

第
五
号
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
月
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日
本
外
務
省
編

日
本
外
交
文
書

清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料

梁
啓
超

論
李
鴻
章

国
会
図
書
館
編

旧
韓
国
条
約
彙
纂

上
・
中
・
下
巻
、
一
九
六
四

～
五
年

国
史
編
纂
委
員
会

大
韓
帝
国
高
等
裁
判
宣
告
書

独
立
新
聞

大
韓
毎
日
申
報

韓
国
学
大
百
科
事
典
編
纂
委
員
会

韓
国
学
大
百
科
事
典

上
・

中
・
下
巻
、
一
九
七
二
年

D
ie

g
rosse

P
olitik

d
er

e
u
ro

p
a
¨
isc

h
e
n
K
a
¨

bin
ette.

D
oc

u
m
e
nt

D
iplo

m
atiq

u
e
F
ra

nç
ais,

relatif
a
u
x
origin

es

d
e
la

g
u
erre

d
e1
91
4.

K
ras

n
yi

A
r
k
hiv,

in
T
h
e
C
hin

ese
S
ocial

a
n
d
P
olitical

S
cie

n
ce

R
e
vie

w,"
N
o.
3,

O
ct.
1
9
3
3
(
p
p.
48
1
‐
5
27);

N
o.

4,
Ja

n.
1
9
34

(
p
p.
6
2
0
‐
67
0):

R
u
ssia

n
D
oc

u
m
e
nts

relat‑
in

g
to

Sin
o‐
Ja
p
a
n
ese

W
ar,

1
8
94
‐
95

fro
m

K
ras

n
y

A
rc
hiv,

L.
a
n
d

Li,
p
p.
3
‐
6
3;

First
ste

ps
of

R
u
ssia

n

I
m
p
erialis

m
in

th
e
F
ar

E
ast,

1
8
93
‐
19
0
4,

fro
m

K
ras

n
y

A
rc
hiv,

L
II,
1
93
2,

p
p.
34
‐
1
2
4.

P
a
p
ers

R
elatin

g
to

th
e
F
oreig

n
R
elatio

n
s
of

th
e
U
nite

d

States.
T
h
e
E
x
ec

utiv
e
D
e
p
art

m
e
nt

of
th

e
F
oreig

n
R
elatio

n
s
of

U
nite

d
States.

B
ritis

h
a
n
d
F
oreig

n
State

P
a
p
ers.

B
ritis

h
C
o
n
s
ular

R
e
p
orts,

C
orea,

18
8
2
‐
19
14.

A
rc
hiv

es
D
iplo

m
atiq

u
es

d
u

M
iniste

｀
re

d
es

A
ffaires

E
tra

n
g
e
｀
res

d
e
F
ra

n
ce,

N.
S.
8
～
14.

H.
N.

A
lle

n,
,
19
0
1;

,
S
e
o
ul,19

0
3.

I.
L.

Bis
h
o
p,

,
2

v
ols,

L
o
n
d
o
n,

1
89
8.

M.
v
o
n

B
ra

n
dt,

‑,
Stuttg

art,
18
9
7.

O.
N.

D
e
n
n
y,

,
S
h
a
n
g
h
ai1

88
8.

G.
D
u
cro

p,
,

P
aris,

190
4.

W.
E.

G
riffis,

,
N
e
w

Y
or

k,

1
90
7.

H.
O.

H
a
m
ilto

n,
,

L
o
n
d
o
n,
1
9
0
5.
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H.
B.

H
ulb

ert,
,

N.
Y.,

1
90
6;

‑

,
S
e
o
ul,1

9
0
5.

F.
M
c
k
e
n
zie,

,
L
o
n
d
o
n,
1
9
0
8.

H.
B.

M
orse,

,
3

v
ols,

N.
Y.,

1
91
8.

H.
C
o
n
ro

y,
,

P
e
n
n
s
ylv

a
v
a
nia,

1
9
6
0.

T.
D
e
n
n
ett,

,
N.

Y.
1
94.

H.
L.

H
u,

,
P
aris,
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